
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　鈍器覚醒









　昔から、冒険譚たんを読むのが大好きでした。

　魔王を倒す勇者の伝説、悪魔を鎮めた聖女の記録、迷宮に挑んだ盗賊の逸話。

　自分を主人公に重ね合わせ、私は何度も、何度も冒険を楽しみました。

　仲間と力を合わせ、困難を乗り越え、使命を果たす──なんて華麗なんでしょう！

　ページをめくるたび、手は震え、心は痺しびれ、頭は馬鹿になりました。

　特に好きなお話は、宝石のちりばめられた細身剣を凜りんと操るエルフ。

【至し剣けんの姫】レイニーにまつわるお話。

　竜の鱗うろこを貫き、銀ぎん狼ろうの群れをなぎ払い、吸血鬼の心臓を穿うがつ。

　何百年と冒険を続けている彼女のお話は盛りだくさん。

　でも私が憧れたのは、彼女が強くカッコよかったから、だけではありません。

「ハンナ。なにを読んでおるのじゃ？」

　夢中になって本を読む私に、エメラルドの瞳をした金髪のエルフが声をかけてきます。

　そう。【至剣の姫】レイニーその人です。

　私の故郷は魔物に襲われ、滅びました。そこへたまたま通りかかったレイニーは、唯一生き残った赤ん坊──つまり私を見つけ、手ずから育ててくれたのです。

　長命のエルフにとっては、十年なんて短いものなのかもしれません。

　それでも私なんかのために、冒険の最前線を離れ、育児に専念してくれたのです。本当に感謝してもしきれません。

「レイニーが邪悪な教団を討ち滅ぼす話を読んでいました」

「ああ、またか。まったく、誰がそなたにわらわの本など渡すのか……」

「本当はレイニーから直接、冒険譚を聞きたいんですけど」

「そ、そんな恥ずかしいことできるか！　言っておくが、そこに書いてあることなど半分はデタラメで、半分は誇張じゃ。決して信じるではないぞ！」

　物語のなかでは冷たく無愛想に描かれるレイニーですが、本物は温かくて、優しくて、おまけに照れ屋。大好きです。

　でも、彼女を「お母さん」とは一度も呼べませんでした。

　ずっと負い目があったんです。

　彼女とは種族が違います。見た目が違います。能力が違います。

　並んで歩いていても誰も母子だなんて思わないでしょう。

　それでも、もし私が冒険者になれたなら、少しは近づけるのでしょうか。

「……レイニー。いつか私が冒険者になったら、仲間にしてくれますか？」

　訊たずねると、レイニーは困ったように微ほほ笑えみます。

「ハンナ。そなたは冒険者にならずともよい」

「な、なんでですか。私みたいな鈍くさいのに、冒険者は向いてないと？」

「そうではない。かわいいハンナを危険な目に遭わせたくないからじゃ」

　髪を撫なでてくれるレイニー。なんだか気分がふわふわしますが、それでも私は食い下がります。

「じゃあ私が冒険者になったら、レイニーが一緒にいてください！　そうすれば、危険なことなんて全然ありませんよね！」

「……そうじゃな。そなたが冒険者になれたのなら、一緒に旅をするのも悪くない」

　どうせなれるわけないし、適当に答えとけばいいや、という雰囲気ありありでした。

　でも、なにはともあれ言質はとりました。

　これで憧れに憧れた【至剣の姫】と冒険できます！

　もう約束しました！　今さら噓うそだとは言わせませんからね！

　あとは冒険者になれさえすればいいんです。そんなの楽勝楽勝！

　幼い私は、そんな風に思っていました。




　さて……、時は流れ現在。

　未来の英雄を育成する【ソルトラーク冒険者学園】の中庭です。

「ハンナ・ファルセット、ふざけるのはおやめなさい！」

　細身剣で突きの練習をしていると、先生に注意されました。

「は、はい……」

「ほら、またふざける！　先生を笑わせようとしないで！」

　どう弁明したらいいんだろうと思っていたら、同級生達がゲラゲラと笑いだしました。

「せんせー、ハンナは真面目にやってそれなんです！」

「万年レベルゼロの武器オンチですから！」

　涙が出そうになり、思わず顔を伏せます。

「ハンナさん、本当に本気でやっているのですか？」

「……はい」

　新任の先生だから知らなかったのでしょう。

　そう、私には剣の才能がてんでなかったのです。

　はたから見れば信じられないくらいに。




『道具は大切にするのじゃぞ。どんなものにも、神は宿っておるのだから』




　別れ際にレイニーが残してくれた言葉です。

　この世界には【道具レベル】というものが存在します。

　羽根ペンのレベルが上がれば、書く速度が上がり、文章も上手うまくなる。

　包丁のレベルが上がれば、切れ味が増して、食べ物の鮮度を保てる。

　魔法杖づえのレベルが上がれば、周囲の魔力を支配し、魔法を行使できる。

【道具レベル】が上がると、スキルを身につけられ、道具をより上手に扱えるようになります。さらには、筋力や知力といった、道具に関連する基礎能力も上げることができます。

　されど、ハンナ・ファルセット。

　十二歳でソルトラーク冒険者学園に入園し、現在十四歳。

　剣レベル、ゼロ。

　二年間絶え間なく磨いてきた剣技は、お世辞にも上達したとは言えないものでした。

　腰の引けた構え、ぶれる切っ先、へなちょこな突き。

　モンスターどころか、虫も殺せないようなトロさです。

　低い背にまとった田舎くさい服装も相まって、剣を振るう私ときたら本当にお粗末。

　そんな自分が嫌で、毎日毎日、居残り練習を続けました。

　しかしレベルは、ただの一度だって上がりませんでした。

　剣の才能がないなら、せめて他の武器を使えるようになろうとも考えました。

　けれど、槍やりも、斧おのも、魔法杖も、レベルはやっぱりゼロのまま。

　武器を振るどころか武器に振り回され、魔法の詠唱に成功したためしはありません。

「しょうがないわよ。だってドンケツハンナだもの」

「万年ドンケツだと気楽だよなー。他人に追い抜かれる心配もないし」

「常に自分との戦いだもんね。ひゅー、かっこいー！」

「うう……」

　いつ頃からでしょう。憧れた【至剣の姫】とは対極の、不名誉なあだ名で呼ばれるようになったのは。

「ドーンケツ！　ドーンケツ！　ドーンケツ！」

　冒険者学園における最弱を意味する言葉。

「ドーンケツ！　ドーンケツ！　ドーンケツ！　ド・ン・ケ・ツ・ハ・ン・ナ！」

　呼ばれるたび、心は鈍く、光を失っていきます。

　どーせ私は生きる価値のない、グズ中のグズ。ご飯を無駄に消費する豚さんです。

　いえ、豚さんはおいしく食べられるために肥えているのです。単においしく食べて肥えるだけの私はそれ以下。とんだデブ女です。

　でも、そんな私にだってプライドはあります。

　どんなに泥だらけでみすぼらしくても、夢は捨てたりしません。

　冒険者にさえなれば、レイニーにまた会える。一緒に冒険できる。

　そう信じなきゃ、やってられないじゃないですか。

「──これはなんの騒ぎだ」

　そこへ現れたのは四十過ぎの、けれど筋骨隆々で衰えを感じさせない男性。

　冒険者学園の理事長、バゼル・ソルトラーク。

「り、理事長。これはその……」

　大権力者の登場に、うろたえる同級生達。どこから聞かれていたのかわからないので、言い訳の仕方に悩んでいるようです。

「愚かな虫どもめ。貴様らは他人を馬鹿にできるほど強いのか？　冒険ではひとつの慢心が死に繫つながると言うのに」

「す、すみませんでした！　以後、気をつけます！」

　同級生達は一斉に頭を下げます。彼らの何人かは、お前のせいだとばかりに私を睨にらんできました。

　普段なら萎縮してしまうところですが、私は理事長に庇かばってもらえたことですっかり舞い上がりました。

　だって、バゼル・ソルトラークと言えば【剣闘王】。【至剣の姫】とも対等に戦える、生ける伝説です。

「貴様らはなぜこの学園にいる」

　その問いかけに、姿勢を正す同級生達。

「はい！　絶対的強者になるためです！」

「そうだ。では弱者を見下す行為は？」

「時間の無駄です！」

　うむ、と腕を組む理事長。まるで誇り高いドラゴンのようです。

「あの……、ありがとうございます！」

　理事長のおかげで、今後、露骨なイジメは減るかもしれません。

　バゼル・ソルトラークに逆らおうなんて人、学園内はもちろん、冒険者の街ティアレットにはひとりもいないんですから！

「ふん、礼を言われる筋合いはない」

　けれど理事長は優しさの欠片かけらもない瞳で、冷たく言い放ちます。

「貴様は退学だ。今すぐこの学園を出て行け」

「………………へ？」

　あまりに唐突な宣告。しばらく私は、その意味を理解することができませんでした。

「あーあ、あいつ終わったな……」

「理事長が決めたことは、この街では絶対だもんねぇ」

「ま、当然だろ。ドンケツハンナだし。今まで学園に残れてたのが奇跡なんだって」

　同級生達が理事長には聞こえないくらいの声音でクスクス笑います。

「ど、どうして退学なんですか？」

　踵きびすを返して中庭を去ろうとする理事長に、慌てて食い下がりました。

「私、なんにも悪いことしていません！　それなのに、なんで！」

　理事長はこれまでも「学園にふさわしくない」と、何人もの生徒を退学にしています。

　でもそれは、授業をサボってたとか、先生の話を聞かなかったとか、そんな自業自得な理由だと聞いていました。

　なのに、なんで私？

「……貴様は剣技だけでなく、脳のう味み噌そまでお粗末らしいな」

　理事長はすがりつこうとした私を容赦なく蹴飛ばします。転倒したせいで背中を打ち、痛くてうめき声がもれました。

「伝統を守るためだ。この学園の卒業生は、これまで誰ひとりとして冒険者試験に落ちていない。なぜかわかるか？　貴様のようなノミを、あらかじめ排除しているからだよ」

「ううう。そ、そんな……」

　ソルトラーク冒険者学園は、冒険者試験の合格率百パーセント。だから私のようなドンくさでも、授業についていけさえすれば、きっと夢を叶かなえられると思っていたのに。

　理事長はリボンで束ねた私の髪を摑つかむと、顔をのぞき込みながら冷徹に言います。

「それに弱者は周囲を腐らせる。一匹でもノミがいれば、他の虫けらは自分が強いと勘違いし、努力を怠る。これはもはや詐欺。他人の足を引っ張る鬼畜の所業よ」

「ひ、ひどいです！　私だって頑張っているのに……」

　私は剣の練習を、他の生徒の三倍はこなしてきました。なのに、その努力をどうして頑張れない人達のために犠牲にしなきゃいけないんでしょう。

「なにも知らないくせに。私がどれだけ頑張ってきたか、見たこともないくせに……」

「頑張る？　才能が伴わない努力などクソの役にも立たん。ノミが冒険者になれるなどと夢見たのが間違いだったな」

　私の髪から手を離すと、理事長はフンと鼻で笑います。

　はらわたが煮えくり返りました。

「……撤回してください」

「なに？」

「才能がないのは認めます。でも、私の努力を簡単に否定したりしないでください！」

「ふん。口先でさえずる努力ほど、あてにならんものはないだろう」

「なら──私と勝負してください！」

　勢い任せに叫んでから、はっと我に返りました。

　無謀な、というか命知らずな挑戦──どう考えても自殺行為。

　でも、もう後には引けません。

「【剣闘王】も随分と舐なめられたものだな」

　理事長の太い眉が、みるみる吊つり上がっていきます。

「オイオイオイ」

「死ぬわアイツ」

　同級生達に言われなくてもわかっています。この決闘は、脚をプルプル震わせている生まれたての仔こ馬うまが、空を飛ぶペガサスを追いかけるようなもの。

　でも、やるしかないじゃないですか。

　学園に残るためには、憧れの冒険者になるためには、レイニーと冒険するためには──もうこれしかないんですから！

「私が弱者だからダメなんですよね。なら、強者なら文句ないはずです！」

「……確かにな。だが、俺と戦えるとでも思っているのなら、思い上がりも甚だしい──セシル」

「はっ」

　理事長の後ろにぴったりとついていた少女が、一歩進み出ます。

　理事長の娘にして学園首席、セシル・ソルトラーク。

　腰まで伸びた青髪、切れ長の眼め、高く通った鼻、すらりとした長身。銀色の胸当ては、身体からだの動きを束縛しないようにあつらえられた特注品。白いスカートとマントには汚れひとつありません。

　レイニーのように凜り々りしくカッコいい子。

　得意な武器が刺突に特化した細身剣なところも憧れの人を彷ほう彿ふつとさせます。

「このセシルと戦え。もし我が娘に剣を当てられたなら……、いや、かすめでもすれば、学園に残ることを許す」

「お父様も人が悪いですね。そんなことは万にひとつもありえません」

　セシルが細身剣を抜くと、まわりの空気が歪ゆがんだように見えました。

　ただでさえ長身の彼女が、余計に大きくなった気がします。

「ボクの速さには、もはや【至し剣けんの姫】ですら追いつけない。決まり切ったことさ」

　目の前にいるのは、私にないものをすべて持っている子。

　こんな風になりたかった。せめて彼女と仲よくなれたら、地獄のような学園生活も天国に変わるんだろうな……。

　いつもそんな妄想をしながら、セシルを遠目に見ていました。

　なのに、その彼女が私に引導を渡す役？　そんなのってひどすぎます。

「このお！」

　逃げ出したい気持ちを懸命にこらえ、雄お叫たけびとともに踏み込みました。

　二年間の全てを込め、必死に剣を突き出します。

　けれどセシルは淡泊な表情のまま、紙一重でかわしました。

　パンッ！

　顔面に衝撃が走り、目から火花が飛び散ります。

　セシルが剣を持っていないほうの手で、私の頰をはたいたのです。

　細身剣レベルが上がっても、筋力は大して上がりません。ただ、敏びん捷しょう性せいは他の武器と比べて上昇率が段違い。

　全武器レベルがゼロの私と比較したら、亀とウサギです。

「頑張れー、ドンケツ！」

　誰かが入れた茶々に、どっと笑いが起きました。心からのエールではありません。彼らにとって、私はただの道化なのです。

　そりゃそうです。セシルは手にした細身剣を使ってすらいません。

　いつでも倒せる、そう思って遊んでいるのです。

　私が攻撃を繰り出すたび、彼女はカウンターで頰をはたきます。立ち向かう気力はじわじわと削そがれ、逆に頰はどんどん膨れ上がっていきます。

　勝てない。涙腺が緩んできて、視界がかすみました。

　……私の夢は、ここで終わってしまうんですか？

　こんなにあっさり、あっけなく……。

　ぐわんぐわん揺れる脳裏に浮かんだのは、旅立っていくレイニーの後ろ姿でした。

『達者でな、ハンナ。次に会うことがあれば、そのときはわらわを母と呼んでおくれ』

　そのときまで考えたこともありませんでした。

　レイニーがお母さんと呼んでもらいたがっていたなんて──

　今、彼女は大陸の北、邪神ドルトスが支配する【魔の大地】で、冒険者として復帰し、大活躍しています。

　エルフの時間感覚は人間とは違うので、待っていたら十年、二十年はあっという間。

　もしかしたら私が生きているうちには帰ってこないかもしれません。

　もう一度会い、彼女をお母さんと呼ぶためには、私自身が冒険者となって【魔の大地】へと向かう他ないのです。

「わああああ！」

　剣の神様。

　あなたが本当にどこかにいるのなら、今こそ振り向いてください。

　今、この瞬間だけでも力を貸してくれたなら、恨み言はやめにしますから！

　一撃で、一撃でいいんです。どれだけ不格好でもいい。

　繊細な細身剣に似合わない叫びをあげ、私は身体ごとぶつかっていきました。

「──剣技【ウインドアリア】」

　セシルが放ったそれは、皮肉にもレイニーの代名詞とも言える剣技でした。

　憧れに憧れて、けれども決して放つことの叶わなかった技。

　次に気づいたとき──私はすでに仰向けに倒れていました。

「ほらね。ドンケツがボクに触れようなんて無理。決まり切ったことさ」

　頭上でセシルの勝ち誇った声が聞こえました。

　息ができません。どうやら私は、セシルの剣から放たれた突風に吹き飛ばされ、地面に背中を強打したみたいです。

　立ち上がれない。根性がどうとかいう次元でなく、身体が言うことをききません。

「……話にならんな。ノミ中のノミが。こんなグズが俺の学園に在籍していたことが腹立たしい」

　理事長が無慈悲に踵を返します。

　負け。惨敗。圧倒的敗北です。

「やっぱりこうなったかー」

「あっという間だったな」

「そもそも、勝負になってないし」

「セシルに剣技を使わせただけいいじゃん」

「ばーか。それはお情けだろ」

　同級生達のざわつきを先生がパンパン、と手を叩たたいて静めます。

「はい。授業はおしまいです。空模様も悪いですし、校舎に入りなさい！」

　みんなの去っていく足音。もう私は、彼らにとって同級生ですらありません。介抱する必要などない、ということです。

　しばらくすると、雨が降ってきました。心身ともに打ちのめされた私は、しばらく立ち上がることができませんでした。

「剣の神様……。どうして私のことを愛してくれないんですか……」

　涙があふれて、とまりませんでした。

　悲しいというより、悔しい。悔しくてたまりませんでした。

　自分があまりに無力で、情けなくて。

　涙と雨が混じり、はたかれすぎた頰が痛くて仕方がなくなった私は、ようやく濡ぬれそぼった身体を起こしました。

　校舎に戻ると、扉の前に一枚の貼り紙がありました。

『本日付でハンナ・ファルセットを退学処分とする。退寮は一両日中に行うこと』

　こうして私の夢は、あっけなく破れたのです。





＊






　次の日。寮の自室を空っぽにして、ティアレットの街に出ました。

　荷物は鞄かばんひとつ分の着替えと、たった１５０ペルの所持金。

　それは三日の寝食で使い果たす金額です。

　王国の冒険者支援制度のおかげで、学園にいるうちは食費の補助が受けられましたが、今日からはそれも当てにできません。

　我が家のあるコーネル村までは馬車で二日かかり、支払いはちょうど１５０ペル。

　今ならぎりぎり帰れます。

「でも、退学になっただなんて、村のみんなに言えるわけありません……」

　そんなことしたら、育ててくれたレイニーの顔にも泥を塗ることになります。

　冒険者は無理でも、せめて一人前の大人になって帰りましょう。

　そのためには、きちんとした職につかないと。

　そう思って向かったのは、冒険者ギルドではなく、就職斡あっ旋せん所。

　この街での求人を一手に引き受けているところです。

　……が。

「さっそくですが、道具レベルを見せてください」

「は、はい……」

　斡旋所のおばちゃんが言うので、仕方なく私は自らの能力をさらけ出します。

「ツリー・オープン」

　そうつぶやくと、胸のあたりから枝分かれした木のような絵が飛び出して、空中に表示されます。

　この世界の常識、レベルやスキルを一目で確認できる【スキルツリー】です。

　木の枝のように見えるのは、無数に枝分かれしたスキル。

　身につけたスキルは光り輝くため、レベルが上がれば上がるほど木は大きく光って見えるのです。

　ちなみにこの世界では、ただレベルが上がっただけでは能力値は変化しません。レベルアップと同時にもらえる【スキルポイント】を使い、スキルを身につけることで、初めて強くなれるのです。

　だから、同じ剣レベル10の戦士がふたりいても、どんなスキルを習得するかで特性はまるで変わります。

【力持ち】のスキルで筋力を上げていけば重戦士になれますし、【軽業師】のスキルで敏捷性を高めれば軽戦士になれます。

　なるべくなら万能型ではなく、似た系統のスキルを集めて特化型にしていくのが、早く強くなれる近道なんだそうです。

　私には万能とか特化とか、まるで関係のない話ですが。

　私のスキルツリーを目の当たりにしたおばちゃんの目尻が、ギュンとつりあがります。

「なんだいアンタ、なんのスキルも使えないじゃないか！」

「うううう、すみません……」

　そうなのです。私がダメなのは武器だけじゃないんです。その他の道具もからっきし。

　普通の人は日常生活で道具を使っていれば「ピロン♪」という音とともに簡単にレベルが上がっていきます。そういうものなんです。

　でも私は自分から発せられた「ピロン♪」を一度も聞いたことがありませんでした。

「アンタみたいな能なしに紹介できる仕事はないよ！　ダメな子を紹介したとあっちゃ、斡旋所の評判にも関わるんだからね！」

　しっしっ、と手であっち行けされてしまいました。

「なにも仕事を紹介してもらえないなんて……。どうしよう……」

　街なかに佇たたずみ、途方にくれます。

　斡旋所の貼り紙には『初心者歓迎』と書かれている募集もたくさんあったのに。こんなことなら「ただし才女に限る」と注意書きをつけておいてほしいです。

　才女……。言われてみたいランキング三位には入る素晴らしい響きですね。

　ちなみに一位は「なんでもソツなくこなせるね」です。

　私がやると、あらゆることがソツだらけのソツかれさま状態になりますからね。

　そんな日々から、いつかはソツギョウしたいものです。

「今なら、まだ村には帰れるけど……」

　確認のため腰に提げた布袋を指で探ると、なんだか硬貨が減ってる気が。

「……あれ？　１４０ペルしかない!?」

　そんなはずありません。寮を出るときは、確かに１５０ペル持っていたはず。

　そして私は、自分のお馬鹿っぷりを呪いました。

　手に、いつのまにか三本の肉串が握られています。

　そうです。肉の焼ける匂いにつられて、つい購入してしまったのでした。

　嫌なことがあるとドカ食いしてしまう癖が、無意識に発動していたなんて……！

「もう、お家うちにも帰れません……」

　ぐすんと鼻をすすりながら、串に残ったサイコロ肉を口に含みます。

　……この串焼き、味付けが濃くておいしいですね。

　うん、ここは物事を肯定的にとらえましょう。退路が絶たれれば、命がけにもなれるってもんです。こうなったらどんな仕事でも構いません。

　宿屋、飲食店、道具屋。かたっぱしから仕事させてもらえないか聞いて回りました。

　しかし、就職斡旋所を通していないと信用してくれるところなんてありません。

　たとえ好感触でも、スキルツリーで役に立たないことがモロバレです。

「お腹なか、空すきました……」

　あっというまに日々は過ぎ、ついにお金がなくなりました。

　三日前から野宿、食事は二日前から井戸水だけ。燃費の悪い私にとっては拷問です。

　ぐるるる、とお腹が鳴り続け、服も汗で臭ってきてます。

「これ以上みすぼらしくなったら、本当に雇ってくれる人がいなくなっちゃいます……」

　困った私は、ついに教会に助けを求めることにしました。

　このアガレスト大陸では、あらゆる道具に神様が宿ると考える多神教【聖道教】が栄えていますが、なかでもとびきり慈しみ深いのが【料理の女神】ファルマ様。

　ファルマ様の教会なら、私のことも助けてくれるはず。ご飯も恵んでくれるはず！

　そう思ったのですが、辿たどり着ついた高台の大聖堂は──なんと作りかけでした。

「な、なんで……？」

　鍋を持つファルマ様の石像も、聖なる文様が刺し繡しゅうされた絨じゅう毯たんも、巡礼の旅を描いたステンドグラスもありません。

　あるのは木造の骨組みだけ。絶望が胸を満たしますが、お腹はちっとも膨れません。

　こんな腹ゼロ分目状態で、今来た道を下りる気にはとてもなれないです。

「もう、いいや……」

　私は屋根すらない聖堂に入り、横になりました。

　疲労と栄養不足で視界がぼんやりしてきます。

「疲れました……。なんだかとても眠いです……」

　天使が迎えに来てくれるなら、ここで死ぬのも悪くありません……。

　ああ。次に生を受けるなら、ちゃんとなにかの才能を持って生まれたいな……。

「──てめえ、行き倒れてんのか？」

　ふいに声をかけられて、目を開きます。

　まわりを見渡すと、三十代後半と思われる男性が柱に背を預けて立っていました。

「あ、あの……、あなたは司祭様ですか？」

　疑問系になってしまったのは、その男性の顔があまりに厳いかめしく、身体からだも筋骨隆々だったからです。それを聞いた男性は、ふはっと愉快そうに笑います。

「てやんでえ。馬鹿言っちゃいけねえぜ。この大聖堂はこないだ火事で燃えちまってな。今は作り直しの真っ最中。神様はもちろん、司祭様だっていねえ。救いを求めんならよそ行った方がいいぜ、嬢ちゃん」

「そ、そうでしたか。すみません」

　どうやら彼は大工さんだったようです。仕事の邪魔になってはいけません。まして私がここで死んで、曰いわく付きの場所にするわけにはもっといきません。

　私はよろよろと立ち上がると、その場を去ろうとしました。

「……待ちな」

　すると、大工さんが私のことを呼び止めます。

「腹減ってんなら、飯くれーは食わせてやる」

「え、いいんですか!?」

「あたぼうよ」

「あ、あたぼー？」

「当たり前めえって意味だ。これから教会を建て直そうってえヤツが、子どもを見捨ててちゃバチが当たるってもんよ」

　大工さんは私を裏のほったて小屋に引っ張りました。なかにわんさといたのは、腕まくりをした体格のいい男性達。なんだかむわっとして、部屋の温度が外と全然違います。

「棟とう梁りょう、その子どうしたんスか。まさか……隠し子？」

「べらぼうめ。俺は嫁さん一筋だ。ぶっ殺すぞ」

「そうだべお前。棟梁の血を引いてたら、こんなにめんこくなるはずがねえだ」

「……てめえら、そろって命が惜しくねえみてえだな」

　どうやら最初に会った大工さんは偉い人みたいです。

　彼は部下達を押しのけると、皿に温かなトマトのスープをよそい、その上にパンをのせてくれました。

　口によだれがあふれてきて、食欲に任せてがっつきました。パンの食感はとても固かったですが、スープにひたすといい感じに味が染みこみます。

「神…………神……！」

　神様は大聖堂ではなく、ほったて小屋にいたんですね。

　よそってもらった分を食べ終わっても、お腹の虫は鳴きやみません。

「おう、遠慮しねえでどんどん食え！」

　私のお腹がぐうぐう鳴り続けているのを面白がって、大工さん達は器にどんどんよそってきます。

「ありがとうございます……。ありがとうございます……！」

　嬉うれしくなって一気にたいらげました。血液がトマトになるくらいスープを飲みまくり、お腹はパンでパンパンにふくらみました。

　満たされて一息つくと、私は興奮気味に自分のことを大工さん達に語りました。

「みんなひどいんですよ……！　私、頑張ったのに、全然認めてもらえなかったんです。ドンケツドンケツって、そりゃ鈍くさいのはその通りですけど、もっと言い方があるじゃないですか！」

「そりゃー大変だったなぁ」

「俺らも似たようなモンよ。つまはじき者しか、大工になんかならねぇからな」

「大工と鍛冶は罪人の仕事って、昔っから決まってっからな。ああ、俺らは別に罪人じゃねえから安心しろよ」

「ま、なかには怪しいのもいるけどな」

「わはははは！」

　彼らはびっくりするくらい、私の愚痴に耳を傾けてくれました。嬉しかったです。

　誰かに辛つらさをわかってもらえる、ただそれだけのことが、本当に。

「嬢ちゃん。働き口がねえんだったら、ここで雑用でもしてみるか？」

　棟梁がそう言い出したときには、思わず目を丸くしてしまいました。

「わ、私を雇ってくれるんですか？　得意な道具なんてなにもないですよ？」

「あたぼうよ。レベルゼロでも、ゴミの片づけくらいはできんだろう？　一応言っとくが給料は安いぞ」

　言い方はぶっきらぼうですが、今の私にとってこれほど嬉しい提案はありません。

「私、精一杯働きます！　役に立ちます！」

「期待はしてねえが、ま、頑張れや」

「ありがとうございます！」

　深々と頭を下げ、棟梁の厚意に甘えます。

　そしてせっかく働くからにはなんとか恩を返せる人間になろうと、そう誓ったのです。
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「ハンナちゃーん！　ここの道具かたしといてくれる？」

「あ、はーい！」

　工事現場で雑用をはじめて一ヶ月。だんだん工事現場での仕事にも慣れてきました。

　モットーは『人が面倒くさいと思うことをかたっぱしからやる』。

　スキルがないならないなりに、働き方はあるものです。

　ノコギリで切り出された木材をまとめ、余った木き屑くずを箒ほうきではき、散らばっている道具を拭いて綺き麗れいにする。

　雑用中の雑用。でも、ひたすら地味なことを続けていたら、大工さん達も私を認めてくれるようになりました。

「ハンナちゃんが来てから、仕事が楽だわ。自分のことに集中できるっつーか」

「えへへ……」

　学園ではどうしても作れなかった居場所が、完全男社会の工事現場で見つかるなんて、人生とは数奇なもの。

　むさくるしくも愛いとしい、かけがえのない我が家です。

　それにしても……、私は道具の手入れをしながら不思議な感覚に囚とらわれていました。

　……なぜか、大工さん達の持っているアレが無性に欲しくなるのです。

　傷だらけの、無骨な鉄製のハンマー。

　ヤスリやノミには全く惹ひかれないのですが、妙にハンマーは手に馴な染じみます。

　剣や斧おのより軽いからでしょうか？

「全然、かわいくもカッコよくもないのに……」

　ハンマーを見つめながら、ひとりごちます。

　ゴツい、重たい、鉄臭い。こんなもののどこに惹かれてるんでしょう。

　そういえば、ここに来るまでハンマーには一度も触ったことがありません。

　──ハンマーは邪神ドルトスが司つかさどる道具。故に軽々しく手にするものではない。

　そう教えられ、レイニーと過ごした村でもごく一部の男性しか持つことを許されていなかったのです。

「ハンナ。おめえ、釘くぎ打ちに興味でもあんのか？」

　後ろから棟梁に声をかけられ、びくっとしました。

「あ、ええと……。そうなんです！　トンカンって、ちょっと楽しそうですよね」

　頑張って取り繕いました。ハンマーそのものに惹かれている、だなんて、女の子としてどうなんでしょう。

　いや、食いしん坊すぎるとか、すでに変だとかいうツッコミは置いておいて……。

「なるほど。こんな仕事を面白がるとはな……」

　棟梁はなにを思ったか、ちょいちょいと手招きすると、自分の腰掛けていた椅子に私を座らせます。

　目の前には、作りかけの書物棚。

　棟梁は教会建築の息抜きに、余った木材で教会に置く家具を作っているのでした。

「ほれ。釘を打ってみろ」

「い、いいんですか……？」

「あたぼうよ。これならミスしても、おおごとにはならねえ。棚が潰れても、ここの司祭が本の生き埋めになるだけだしな」

　充分、おおごとな気がするんですけど……。と思いつつも、私は手にしているハンマーを振ってみたくて仕方ありませんでした。

　左手に釘を持つと、余計にその誘惑にあらがえなくなります。

　心臓がドキドキし、頰が熱くなります。

　なんなんでしょう、この感じ。

　初めて細身剣を持ったときでさえ、こんなことにはならなかったのに。

　釘を指でしっかりおさえると、おっかなびっくりでハンマーを振るいます。

　コン。木材に、釘が食い込みました。

「わ、まっすぐ刺さりました！」

　当たり前、と思うかもしれませんが、私にしては超珍しいことです。

　大体、新しいことに挑戦したときは予想の斜め上を行く大失敗をやらかすんですけど。

　今回でいえば、自分の指を強打するくらいならまだまし。手をすっぽ抜けたハンマーが搬入したばかりのステンドグラスを粉々にするとかまで行く可能性が大だったのです。

　……今さら想像して恐ろしくなりました。才能がないって、怖い！

　ピロン♪　道具レベルが上がったとき特有の、甲高い音です。

「あれ？　誰かレベル上がりました？」

　振り返ると、棟梁がニヤリと笑いました。

「誰かって、嬢ちゃん以外にいねえだろ」

　私は「ん？」と首を傾かしげたあと、くすりと笑い返します。

「まっさかあ。私これまで生きてきて、一度もレベルアップしたことないんですよ？　こんな簡単に上がるわけないじゃないですかあ」

「……え？」

「え？」

「レベルが一度も、上がったことない……？」

　うわあ、棟梁からの同情の眼まな差ざしが痛いです……。

　目の前にスキルツリーが自動で展開します。経験するのは初めてですが、レベルアップ時には勝手に開くんですよね。

　まだなんのスキルも習得していないため、ツリーは相変わらず光を発していません。

　けれど、下のほうには見慣れない文字が表示されています。

『新たに習得できるスキルがあります。スキルポイントを使いますか？』

　こ、これは、マジでレベルが上がっていますよ。

　レベルアップの音を聞きつけ、他の大工さん達も集まりだします。

「おっ、棟梁に釘打ちを習ってんのかよ」

「すぐにレベルが上がるなんて、嬢ちゃん大工の才能あるんじゃねえか？」

「才能ある、ですか？　そんなこと、初めて言われました！」

　なんかもう、じーんときました。こんな私にも、意外な才能が眠っていたのです。

　だから私、ハンマーに惹かれたんですね。剣の神様にはそっぽ向かれた私ですが、ハンマーの神様は私に振り向いてくれたようです。

　……いやハンマーの神様って、邪神ドルトスじゃないですか！

「ふっ、まあハンマーのレベルは比較的上がりやすいって言われてるんだけどな。俺も初めて釘打ったときはレベルが上がったし」

「そ、そうですね。ツリー・オープン」

　空中にスキルツリーが投影されます。まだスキルは習得していないためツリーは光っていませんでしたが、その下に見慣れない文字がちょこんと表示されていました。

　…………【鈍器レベル１】と。

「──ぷっ。鈍器ってなんだよ！」

「ハンマーレベルじゃないんかーい！　鈍器、鈍器て！」

「ぎゃははははは！」

　みんなが腹を抱えて爆笑するので、途端に恥ずかしくなりました。

「なにがおかしいんですか！　同じようなものでしょう？　ハンマーと鈍器って！」

「いや、鈍器レベルなんて表示、見たことねえから！」

「くくりがおおざっぱ！　ハンナらしいべ！」

　あんまりみんなが馬鹿にするものだから、私は頰を盛大に膨らませました。

「ぶー。いいですよ。鈍器、どうせ鈍い私にはぴったりですよね」

「べらぼうめ。ふてくされてんじゃねえよ。レベルが上がったことにゃ変わりねえ。才能が見つかってよかったじゃねえか」

　笑いをこらえながら頭を撫なでてくる棟とう梁りょうを無視して、私は釘を打ちます。

　みんな、結局私を馬鹿にするんですから。もう知りません。

　コン。ピロン♪

「ま、中途半端な才能なんて、あっても苦しむだけかもしれねえがな……」

　カン。ピロン♪

「中途半端な才の……」

　カーン。ピロン♪

「半端な才……」

　カン、カン、カン。

　ピロン、ピロン、ピロン♪

「才……能……？」

　まるで輪唱みたいに、釘を打つとレベルアップ音が鳴り響きます。

　私は完全に動揺していました。

　なにが起きているんでしょうか。

　これまで一度もレベルが上がったことないからピンと来ませんが、いくらなんでも、こんなに立て続けに上がることって普通ありえないですよね……？

　ワケわかんなくなったせいで手が止まりませんでした。

　私は棟梁に渡された釘を打ち終わると、次の釘を手に取ります。

　カカン、カン、カン。

　ピロロロロロロロ──♪

　みんながざわつきだすのに、そう時間はかかりませんでした。

「な、なあ。お前ってさぁ……、ハンマーのレベルいくつよ？」

「五年大工やって、ようやく30ってとこ……」

「お、俺は十年やって50だ」

「棟梁でさえ80くらいだったろ。こんな勢いでレベルが上がるやつなんて──」

「「「「見たことない！」」」」




　鈍ドンッ!!




　それからというもの、私の仕事内容は一変しました。釘を打つ作業は全部私が担当することになったのです。
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「ハンナちゃん、ここ打ってくれ！」

「はーい！　わかりました！」

　カーン！

　鈍器レベルが百を超え、スキルを身につけた私は、長い釘でも一撃で根元まで木材に刺し込めるようになりました。まるで吸い込まれるように釘がすっぽり埋まるのです。自分でやってても気持ちいいくらいに。

「ハンナさん、椅子組み立てといてください！」

「はーい！　了解です！」

　ピロン♪　ピロン♪　ピロン♪　ピロン♪

　鈍器レベルはハンマーを振るたびに上がり、磨くたびに上がり、あげくの果てには胸に抱えて寝るだけで上がるようになりました。

　レベルが千を超えたときに、レベルアップ音をミュートできるスキルを覚えていなかったら、私は不眠症に悩まされていたと思います。

「ハンナ先生。大聖堂の屋根、お願いします！」

「はーい！　先生はやめてください！」

　レベルはあっさり万を超え、それでもなお、上がり続けていきました。
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「いやー、教会の完成も間近ですね！　ハンナ先生のおかげで！」

「私のおかげって……。進行が早まっているのは、皆さんが頑張ってるからですよ？」

「またまたあ、先生は口が上手うまいんだから」

「だから、先生はやめてください！」

　工事現場に流れ着いてから、一年近くが経たちました。

　先生というあだ名も、敬語も、最初は冗談半分だったのに、大工さん達はもう当たり前みたいに使っています。そしてぎらついた眼差しを向けてきます。

　それは女の子にではなく、尊敬する『匠たくみ』に対するもの。

　彼らが盗もうとしているのは乙女心などでは決してなく、私の技術。

　なんでしょう。この誇らしくも、そこはかとなく感じてしまう敗北感は……。

　初め再建に五年はかかると言われていた教会は、ほぼ完成しています。

　工期が五分の一にも短縮されたのは……、まあ私の影響、ありますよね。どう謙遜してもこれは認めざるを得ないです。普通だったらありえないスピードなんですから。

「ハンナ先生、教会ができあがっても、次の現場で一緒に働きましょうね！」

「そうですね。この仕事は大好きですし、頑張りたいです」

　大工さん達に返事をしながらも、実は将来設計に悩んでいました。

　鈍器レベルが百万を超えた頃から、考えるようになったんです。これだけレベルが上がれば、冒険者としても通用するんじゃないかなって……。

「お前ら、喋しゃべっている暇があったら働け！」

　そう怒鳴りつけてくるのは現場監督さんです。

　病的に目つきが悪くて前髪の薄い、悪人顔の中年男性ですが、この街の役人で偉い人らしく、大聖堂にもちょくちょくやってきては、大工さん達に文句を言います。

「なんでえ。ハンナ先生のおかげで工期はめちゃくちゃ早まってるのに……」

　大工さん達は監督さんが嫌いです。もちろん私も。

　その理由は、彼が口やかましいからだけではありません。

「まったく、黙って仕事することすらできんのか。これだから邪教徒どもは……」

　親指の爪を嚙かみながら監督さんがぼやきます。大工、鍛冶仕事に従事する者は邪神ドルトスを崇あがめる邪教徒──そう罵られることは少なくありません。

　なぜなら、邪神ドルトスはハンマーなどの鈍器を司つかさどる神でもあるからです。

「偏見ですよね。ハンマーを使っているだけで邪神を崇拝しているだなんて」

　私は近くにいた棟梁にこそっと耳打ちします。

「大体、本当に邪教徒だと思うのなら、ファルマ様の大聖堂を建てさせようなんて思わないでほしいです」

「まったくだな。でもまあ、俺は別にドルトスを悪く思っちゃいねえがな」

「え？　でも、ドルトスは悪い神様じゃないですか。神々戦争で他の神様を殺しまくった破壊の神だって……」

「べらぼうめ。それこそ偏見じゃねえのか？　俺も嬢ちゃんも、神話の時代には生きちゃいねえ。自分で見たわけでもねえんだからよ」

「それは……、そうかもしれないですけど……」

「そもそも鈍器を司る神様が破壊の神だなんて、俺は信じちゃいねーんだ。だって、全然逆じゃねえか。俺達はハンマーで物を創ってんだからな！」

　ぐうの音も出ませんでした。神話を疑うなんて、考えたこともなかったです。

　大工仕事を手伝うようになって、本当に勉強させられることばかりです。




　朝。教会の外に出て、ハンマーで木の板をコツンと叩たたきます。

「鈍器スキル【足場固め】」

　すると板はひとりでにふわりと浮き上がり、外壁にそって階段を形作ります。

　みんなが外壁作業をしやすいよう、外の足場を用意するのは日課のひとつ。

　普通なら一日がかりな準備も、スキルを使えばあっという間です。

　鈍器スキルは多種多様で千差万別。工夫次第では戦闘にも充分応用できるはず……。

　でも、大工としての暮らしが心地よくなっているのも確かなのです。

　みんな気がいい人達ですし、肉体労働した後のごはんはおいしいです。

　しかも現場の食事はジューシーでボリューミー。

　焼き肉の日は、ライス十杯はいけちゃいます！

　……うわ。これじゃ夢より食欲を選んでるみたいじゃないですか！

　さすがにマズいです。ごはんだけに。いえ、ごはんはウマいです。

　さて、夕方になると私は工事現場の高台を離れ、街へと向かいます。棟梁の奥さんに、鍛冶を教えてもらうためです。

　棟梁にはもったいないくらい美人な奥さんは、大工さんの道具や、釘くぎ、蝶ちょう番つがいを主に作っている鍛冶師さん。たまに冒険者向けに剣なんかも打ってます。

　鍛冶でもハンマーは大活躍。鈍器スキルをより磨き上げるには弟子入りしておくべき、と棟梁が将来を考えて弟子入りさせてくれたんです。

　鍛冶はとても楽しいです。

　私の場合、鈍器レベルが高すぎるのが災いして、ちゃんと習っているのに我流みたいになってしまい、師匠からは「邪道！」と罵られてばかりですけどね。

　まあ、仕方ないです。

　鉄塊をコンとひと叩きしたら、ひとりでにドアノブの形になっちゃいました……なんて、やったのが自分じゃなきゃ「反則反則！」と叫びだしちゃうところです。

「──このアマ！　ふざけやがって！」

「あたいにもプライドってもんがある。そんな金じゃ剣は渡せないよ」

　鍛冶場につくと、入り口で師匠と客が言い争っていました。

　どうやら師匠の打った剣を買おうとした冒険者と、金額でもめているようなのです。

「ハンマーで適当に剣を打っただけで、２千ペルもとるだとお……。さすが邪教徒、がめついもんだな！　ほら、そんなにほしいならくれてやる！」

　強面こわもての冒険者は革袋に入っていた硬貨を地面にぶちまけます。

「な、なんてことするんですか！」

　思わず駆け寄り、冒険者に食ってかかります。

「ああ、なんだお前は」

「いくらなんでもひどすぎます。お金と食べ物は粗末にしたらいけません！」

「ハンナ。相手にするんじゃないよ。あたいらハンマーを使う職人の立場が弱いのは、今に始まったことじゃないさ」

　かがんで、地面に散らばった硬貨を集めはじめる師匠。

　私の尊敬する人が、どうしてこんな扱いを受けなきゃならないんでしょう？

「はっ。ろくな剣を作れないくせに、デカい態度を取るからだ。邪教徒は邪教徒らしく、頭を下げて生きてかなきゃなあ？」

　冒険者はニヤリと勝ち誇ったように笑い──なんと師匠の頭を踏みつけました！

「あなたねえ！」

　私はカッとなり、冒険者を突き飛ばしました。そして、腰に提げていた小さなハンマーを握りしめます。

「ハンナ！」

　師匠が声をあげますが、もう誰にも止められません。

「なんだあ？　そのちっぽけなハンマーで俺とやろうってのか？」

「あたぼーです！」

　棟とう梁りょうの口癖を真ま似ねてすごんでやります。

　すると冒険者は対抗し、師匠から買った剣を抜きます。切っ先から根元の鍔つばまで、刃はがきらきら光り輝いて見えます。さすが師匠、素晴らしい出来映え。

「それだけすごい剣を作ってもらって、感謝すらできないなんて。みじめな感性ですね」

「ふん。この剣のどこがすごいって？　俺の手には全然なじんでないぞ！」

　叫びながら、冒険者は筋肉の隆起した腕を持ち上げます。握った剣の刃は、きっちりとこちらを向いています。

　峰打ちなんて、微み塵じんもする気はないようです。

「剣が手になじんでない、ですか。じゃあ剣以外の装備は、よほど身体からだになじんでるんでしょうね？」

　カーン！　私は男の剣をかわすと、ハンマーで男の着ている鎧よろいを叩きました。

「はっ！　なんだその攻撃は。鎧ごしじゃ痛くも痒かゆくもないぜ！」

　実際、その通りだったでしょう。別にダメージを与えようとしてないですから。

「……鈍どん技ぎ【オーダーメイド】」

「ああ？　……ぐ、ぐわああああ！」

　悲鳴を上げる冒険者。無理もありません。着ていた鎧がぎゅっと縮まって、身体を締めつけはじめたのですから。

「うわ、本当ですね。その鎧、すごく身体になじんでるじゃないですか。もう一生脱げないんじゃないかってくらいに」

「て、てめェ！　なにをした！」

「なにって？　あなたが噓うそつきにならないよう、鎧のサイズを合わせてあげたんですよ。でも大変ですね？　はやく脱がないと、どんどん鎧が縮んで、身体がぺちゃんこになってしまうかもしれません」

「な、なんだって……？」

　冒険者は頑張って留め具を外そうとしますが、ぎっちぎちに締めつけられた状態で器用に手を動かせるわけもありません。

「かわいそうですね。いっそ、ひと思いに私がぺちゃんこにしてあげましょうか！」




　鈍ドンッ！




　ハンマーを地面に叩きつけると、石畳がひび割れ、円形に陥没しました。

　スキルなんて使ってません。単純に腕力によるものです。

「ひ、ひいいいい！」

　強面の冒険者は剣を地面に放り投げ、情けない声とともに逃げ去っていきました。

　素直に謝れば鎧を元に戻してあげようと思っていたのですが、まあ、いい気味です。

　……とか思っていたら、頭の上にゴツン、と拳げん骨こつが降ってきました！

「こら、ハンナ！　軒先の道をこんなにしちまって！」

「あっ！　ご、ごめんなさい！」

　ノリと勢いでやってしまいましたが、よく考えたらそうでした！

　ここ、店の前じゃないですか！　こんな落とし穴みたいなものがあいてたら、お客さんが寄りつかなくなってしまいます！

　けれど、師匠は怒った表情をふっと緩め、拳骨した場所を優しく撫なでてくれます。

「ま、でも久しぶりにスカッとしたよ。ありがとね」

「えへ」

「もちろんこのへこんだ地面は、あんたが直すのよね？」

「えへへ……。はい……」

　やっぱり師匠、怖いです。これがアメとムチですか。アメ１にムチ２って感じですね。

「それにしても、冒険者ってあんな人ばっかりなんでしょうか……」

　私はざまあみろという気持ち以外に、ちょっと複雑な思いを抱いていました。

「レイニーは『弱い人、虐げられている人を助けるのが冒険者』だと言ってました……。なのに、今の人は完全に真逆じゃないですか」

　いいえ、さっきの冒険者だけじゃありません。

　私を学園から追い出した理事長、【剣闘王】バゼル。娘のセシル。

　将来冒険者になる私の同級生達。

　みんながみんな、虐げられている人を助けるどころか、喜んで虐げるような人ばかり。

　だとしたら、今みたいなことはきっとこれからも起こり続けるのでしょう。

「なんでえ、なにかあったのか？」

　そこへ師匠の旦那さん、棟梁が帰ってきました。丁度いいと私は思いました。ずっと前からもやついていた思いが、ついに固まったように感じたからです。

「棟梁、師匠。決めました。私、やっぱり冒険者になります」

　そう宣言すると、棟梁はすっと目を細めました。

「いつか話していた、親代わりをしてくれたエルフに会いに行くのか？」

「それもあります。でも、それだけじゃないです」

　私は、胸の内をぶちまけます。

「私、素晴らしい職人の皆さんが、鈍器を使っているってだけで虐げられているのが我慢なりません。だから私は──虐げられている人達の象徴、鈍器を使う冒険者になります。そしてみんなに思い知らせてやるんです。鈍器の素晴らしさを。そして、誰かが誰かを虐げることが、どれだけ馬鹿みたいかを！」

　それは正真正銘の、私の本音でした。私にできること、そして私にしかできないことをやって、胸を張ってレイニーに会いにいくのです。

「急だねえ。まあ、いつかはこういう日が来るんじゃないかって思ってたけどね」

　師匠は寂しげに眉を歪ゆがめます。

　一方の棟梁は、ふう、とため息をつき、くるりと背中を向けました。

「出て行くのは大聖堂が建ってからにしろ。ひとつデカいものを完成させたっていう自信は、必ずお前の財産になる」

「……はい」

「完成まで、あと二週間ってところか。米を炊く量が減るな……」

　どういう感慨の仕方ですかと憤慨したいところですが、私は天を仰ぐ棟梁に深く頭を下げました。棟梁に助けてもらわなければ、私はきっと鈍器に出会うこともなく、空腹でのたれ死んでいたでしょう。

　恩は一生かけても返しきれないほどあります。

　それでも、決めたのです。

　私は、私の生きる道を。
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　大工さん達とのお別れは、すぐにやってきました。

　木造建築の美しい教会、ティアレット大聖堂が完成したのです。

　荘厳な屋根。丈夫な外壁。豪ごう奢しゃなステンドグラス。どこをとっても完璧な仕上がりで、この建築に自分が携わったのだと思うと、誇らしい気持ちがじわりと胸にあふれます。

「先生もったいないですよ。このまま大工を続けるべきですって。冒険者はカッコつけばかり。鈍器レベルが高くても、剣や魔法を使うやつらにゃ絶対馬鹿にされるんですから」

　名残惜しそうな大工さん達に、私は頭を下げます。

「ごめんなさい。それでも、私は冒険者になるって決めたんです」

「で、でもせんせえ……」

「グズグズ言うのはやめねえかお前ら。みっともねえ！」

「棟梁……」

「最後くれえ、気持ちよく送り出してやろうじゃねえか。それによ、俺は見てみてえんだよ。ハンナの鈍器が、冒険者としてどこまで通用するのかを」

　棟梁はパチンと指を鳴らします。それを合図に、大工さん達が布に覆われた、なにやら重そうなものを運んできました。

「餞せん別べつだ。持ってけ」

　布をはぎとると、現れたのは大小ふたつのハンマーでした。

　小ぶりなほうは、腹は平たく、背は爪になっている、いわゆるネイルハンマー。片手で持てるので、釘くぎを打つのにも抜くのにも活躍しそうです。

　大きなほうは、柄の長い両手持ちのハンマー。

　金属部は大人の胴体よりもぶっとくて、竜の頭でさえも一撃で砕けそう。

　ちっちゃな私が持つと、遠近法がおかしくなったみたいです。

「これってもしかして……？」

「ああ。嫁さんが作った特注品だ。きっと過酷な冒険にも耐えられるだろう」

「……師匠」

　今日はお別れに来てくれていませんが、こんなに素敵なプレゼントをもらえるなんて。

　感動の涙をぐっとこらえ、私は宣言しました。

「……行ってきます。冒険者業界に、鈍器のすごさを知らしめてやります！」

「あたぼうよぉー！　先生ならできる！」

「鈍器を使いこなす先生こそ、漢おとこのなかの漢ですぜ！」

　なんだか不本意なエールまで受けてしまってますが……、気にしません。

　大ハンマーを背に負い、小ハンマーを腰のベルトに提げると、私は大聖堂をあとにしました。

　目指すはそう、憧れの冒険者ギルドです！




　カララン。

　ギルドに入ると、扉際に陣取るパーティがじろりと睨にらんできました。

　テーブルは六人掛けが四に、四人掛けが六、脚の長い立ち飲み用が五つあり、その多くを冒険者達が囲んでいます。

「う、ううむ……」

　さっきまでの威勢はどこへやら、私は思いっきり気後れしました。

　分厚い鉄鎧の重戦士。樫かしの杖つえを持つエルフの魔術師。黒くろ髭ひげをたくわえたドワーフ。自前のナイフでリンゴをむくのは盗賊さんでしょうか。

　誰も彼も歴戦の勇士っぽくて、カッコいい人達ばっかり。

　明らかに私、浮いています。そりゃそうですよね……。冒険者なら、みんな剣か魔法を使いたいですもん。次点で槍やりか弓。せめて斧おの。

「ねえ、あれ見て」

「ダッサ、ハンマーなんか担いでやがる」

　カアアア、と頰が熱くなりました！

　そう。大工文化にどっぷり染まっていた私は、すっかり忘れていたのです。

　神話だのなんだのとは関係なく、鈍器はダサい。

　その決して覆すことのできない世界の真理を……！

「いらっしゃい。見ない顔ね。新人さん？」

　入り口で固まっている私に声をかけてくれたのは、カウンター奥に座る受付のお姉さんでした。たれ目の眉に紫のアイシャドウをつけた、なんとも艶なまめかしい大人の女性です。

「ハンナ・ファルセット。ぼ、冒険者志望です！」

　ガッチガチな自己紹介を聞いて、クスクス、と近くにいた冒険者の先輩が笑います。

　ああ、私ってなんでいつも笑いの対象になってしまうんでしょうか。

「そ。じゃあこの紙に必要事項書いてね」

　お姉さんは慣れた手つきでペンと登録用紙を渡してきます。目立ちたくなくていそいそと書き出そうとした私ですが、紙を押さえた瞬間、ちょっとよろけました。

　あれ？

　このカウンターテーブル、ぐらついてます。

　慣れれば気にならない程度ではありますが、経年劣化で接合部が緩んでいるようです。

　安定感がなくて書きにくい。私は無意識に腰のベルトから小ハンマーを抜くと、カウンターをカツンと叩たたいていました。

「ちょっとあなた。なにしてるの？　傷つけたら弁償してもらうわよ！」

　お姉さんのたれ気味の目尻が上がります。

「あ。勝手にすいません。ぐらついてたから、直したんです」

「はあ？　確かにこのカウンターはガタついてたけど、そんな適当に叩いて直るわけが……」

　ぐっぐっと、自分の体重をカウンターに載せたお姉さんは、怪け訝げんな表情になりました。

「……直ってるわ。一体、どうやったの？」

「机の神様が怠けてたんで、起こしたんです」

「は？」

「だから、テーブルの神様が怠けてたんで、ハンマーで叩き起こしたんです。気を引き締めるついでに、木を引き締めてもらいました」

「………………はあ？」

「あ……」

　やってしまいました。得意気に語ってしまいましたが、よく考えたらこんな話、わかるわけないですよね。

　物には神様が宿っている。それは常識ですが、その姿を見たり、声を聞いたりできる人はいません。たまに見えると主張する人もいますが、ほぼ間違いなくペテン師です。

　でも、鈍器レベルが１千万を超えたあたりから、私には見えるようになってしまったのです。いろんな道具に宿る神様が。

　昔、神様は道具には宿っておらず、人間を見下ろせる天界に住んでいたそうです。

　ところが鈍器を司つかさどる神、邪神ドルトスは人間を滅ぼし、地上を我が物にしようと企てました。その野望を実現するために反対する他の神を次々と殺していったのです。

　もちろん、標的とされた神様は結束し、ドルトスを倒そうとしました。

　血で血を洗う【神々戦争】の始まりです。

　しかし、ドルトスは圧倒的に強く、最終的に自分以外の神様を全て殺してしまいます。鈍器でぐっちゃぐちゃにされた神々。でも地上に降り注いだ血肉には少しずつ神様の魂が宿っていて、それは自らが司っていた道具にとりついたのです。

　勝利したドルトスもまた、無傷では済みませんでした。

　彼の血肉もまた、地上に降り鈍器に宿ったと言われています。けれど他の神様と違い、ドルトスの本体はまだ生きています。

　なんでも【魔の大地】の最北端で、今も眠りについているのだとか。

　道具にとりついた神様の姿は──半透明の小人といえばわかってもらえるでしょうか。

　外見や年齢は様々で、このカウンターテーブルに宿る神様は髭の長い、村の長老みたいに見えます。

　私が来たときはダラダラと寝転がっていましたが、ハンマーで叩いたらシャキッと正座してくれました。なかなか可か愛わいいおじいちゃんです。

「ええと。つまりあなたは、魔法使いなの？」

　不思議そうに訊たずねてくる受付のお姉さん。

　魔法使い。なんともカッコいいですが、鈍器で叩き起こしたり、叩き直したりする乱暴なやり方しかできない私に、そんな高尚な名乗りは許されません。

「いいえ、強いて言うなら──鈍器使いです」

「なるほど。鈍器ね、鈍器。…………鈍器？」

　お姉さんがおずおずと、私の持っているハンマーを指差します。

「鈍器って……、そういう？」

「はい。これを武器として使います」

「マ、マスター」

　お姉さんは近くを通りかかったおじさんを呼びとめます。

　ギルドマスターでしょうか。長身で精せい悍かんな、いかにも元戦士といった風貌の人です。

「ね、ねえ。ハンマーって、武器扱いでいいの？　大工用品じゃなくて？」

「うん？　東のほうじゃ武器として使う地域もあるらしいが……。ここらじゃあんまり見ないな」

　マスターは私が背負っているドデカいハンマーをじろりと見やります。

「それ、振り回せるのか？　アンタの体格には合ってないように見えるんだが」

「大丈夫です。鈍器のレベルだけは高いので！」

　私の取り柄といったらそれくらいなのです。しかし、受付のお姉さんとマスターはまだ信じられないといった様子。

「とりあえず、スキルツリーを見せてくれる？」

　それは私も望むところです。以前ならレベルゼロを知られるのが嫌でためらっていたところですが、今はまったく気になりません。

「ツリー・オープン！」

　かけ声に応じて表示されるツリー。それをひと目見て、お姉さんは目を丸くします。

「ま、マスター。なんか表示が変なんだけど」

「ん、なんだこれは……」

　ふたりの反応に、苦笑せざるを得ませんでした。

　そりゃそうですよね。ふたりの前にあるのは、信じられないくらい無数に枝分かれしたスキルツリー。

　さらに、馬鹿馬鹿しいほど膨れあがったレベル表示です。

『鈍器レベル　１０５、２２４、５７８』

　つまり、およそ１億。

　私、どうやら鈍器の神様に死ぬほど愛されているみたいです。

　ちなみに、鈍器の神様は熊の姿。

　手足の短い、愛らしい姿で、私の二振りのハンマーにも、一匹ずつ宿ってます。

　サイズが違うので、見比べると親子熊みたいです。

　これ、やっぱり邪神ドルトスの血肉から生まれた神様なんですかね？

　邪神にルーツがあるにしてはやたら可愛いですし、どっちも目の焦点が微妙に合ってなくて、すごく馬鹿っぽいです。邪悪な気配は全然しません。

　やっぱり神話なんて、棟とう梁りょうの言うとおりあんまりアテにならないものなのかも。

　マスターは確認と称して私にツリーを何度も出し直させましたが、結果は同じ。

「ふむ。こんなことは初めてだ。仕方ないからこのおかしな表示は無視して、試験を受けてもらうとしよう」

　うーん……、やっぱり信じてもらえませんでした。

　本来なら武器レベルが50を超えていれば、試験は免除になるんですが……。

　まあ仕方ないですよね。そもそも鈍器が武器と認められるかも怪しかったわけですし。

「ちょうどよかった。これから一斉試験があるのよ。それに参加してもらえる？」

「一斉試験？」

「ええ。ソルトラーク冒険者学園の生徒さんが、そろそろ来るはずだから」

「え」

　……こんな最悪の間ってあるでしょうか。

　そういえばもう季節は春。私を馬鹿にしてきた同級生達が卒業を迎える時期です。

　うわー、会いたくない！

　そそくさとその場を立ち去ろうとしましたが、時すでに遅し。

「ったく、ヤダヤダ、超ダルーい。あとレベルがひとつ上がってれば、こんな試験やんなくてよかったのにさぁ」

　扉の開く音とともに、キンキンと耳障りな声が聞こえてきます。

　魔術師志望のローゼリア・シュルツ。

　いつも先陣を切って私を馬鹿にしてきた女ダークエルフでした。

『ヤダヤダ、ヤッバーい☆　魔術師志望のアタシより剣が下手なんて、ハンナってばどんだけどんくさいのォー？』

　ローゼリアは、学園でしつこく私をからかってきました。

　ダークエルフは今でこそ友好的ですが、三百年前までは人間とガッチガチに敵対していた種族。

　人を傷つける癖が、遺伝子レベルで刻み込まれているのかもしれません。

　ド派手なピンクの髪に、ダークエルフらしさ全開の褐色肌。

　腕にはヒラヒラとした踊り子のような布を纏まとわせ、脚はニーソックスで隠しているくせに、肝心の胴体には下着かってくらい露出の多い服しか着ていません。

　極めつけはジュエリーのストラップがジャラジャラついた魔法杖づえ。

　とにかくチャラくて、流行に振り回されまくりな彼女こそ──私の学園生活を振り回しまくった張本人でした。

　剣の下手さを馬鹿にするだけならまだ事実だから許せます。

　が、彼女はそれだけに留とどまらず、練習中に足をひっかけてきたり、魔法で私の動きを遅くしたりして、みんなの笑いを誘っていたのです。

　私がトロいとか、ノロマとか言われてた理由の半分は、彼女にあると思います。

　まあ残り半分は、完全に私自身のせいなのですが……。

「試験とかやんなくてよくなーい？　なんでレベルが１足りないだけで受けなきゃダメなのカナぁ。どうせゴーカクするに決まってるのに」

「まあまあ、学園卒業時点でレベル50を超えてる人なんて、学年にひとりいればいいほうなんだからさ」

「在学中にレベル１００まで行っちゃうセシルが異常なだけだよね。ローゼほどの実力者が次席に留まっているとか、うちらの世代、どんだけ黄金世代なのよ」

　ローゼリアだけじゃありません。私の苦手な同級生がわんさとギルドに入ってきます。

　ソルトラーク冒険者学園には王国中から生徒が集まり、卒業後は再び各地に散らばります。だから、ここティアレットに残るのは一割に満たないはずなのですが……、それでも十人以上いるみたいです。

　いやああああああ……。

　私は彼女らに背を向けてちぢこまりました。どうかバレませんように……！

　しかし、その願いは受付のお姉さんが発した一言であっけなく砕かれます。

「今日の試験、飛び入りでそこの子も受けることになったの。仲よくしてあげてね」

　それを聞いて、ローゼリアがこちらに視線を向けます。さっと顔をそらす私。

「へー。学園出身じゃない子なんかいるんだ？　……って、なんかダッサい武器しょってるし、芋っぽーい！　田舎から出てきたばっかりなのカナ？」

　うう、いきなりあおられました。

　ローゼリア、こういうところ全然変わってません……！

　学園での嫌な思い出がどんどんフラッシュバックして、胃がキリキリと痛みます。

「……ん？　ンんんん？」

　背を向けている私の肩を摑つかみ、顔をのぞきこんでくるローゼリア。

　必死で身体ごと顔を背けますが、しつこく追いかけてくるのです。

「うわ、誰かと思えばドンケツハンナじゃん！　ひっさしぶりー！」

「お、お久しぶりです。ローゼリア」

「まだ冒険者になるのあきらめてなかったんだねー！　ヤダヤダ、ヤッバーい☆　超ウケるんですケドー！　武器の才能はなくても、人を笑わせる才能だけはバッチリじゃーん！　あ、ゴメン。人に笑われる才能の間違いだったー！」

　ムカムカムカー！

「べ、別にいいでしょう？　いつまで冒険者を目指そうが、私の勝手です！」

「いやあ、どう考えても無理っしょー。なんで学園追い出されたか、覚えてないのぉ？　ど・ん・く・さ・い・か・ら・だ・ゾ？」

　指で私の頰をぐりぐりしながら、ウインクしてくるローゼリア。血管がブチ切れそうになります。この的確に相手の逆げき鱗りんに触れてくる能力、もはや才能ですよね。

　絶対、彼女は魔術師より前線の壁役タンクをやるべきです。ヘイトを稼ぎまくるから、魔物の攻撃もきっと自然と集まるはずです。

　そして同級生達の中には──私が一番会いたくなかった子まで混じっていました。

「──キミはもしかして、ハンナ・ファルセットか……？」

「セシル・ソルトラーク……！」

　悔しいことに、彼女は一年前より、さらにカッコよくなってました。

　長い青髪、鋭い目尻、体たい軀くにぴったり合った胸当て。

　腰に提げた細身剣の柄つかに手を添えた立ち姿は堂々としたものです。

　ていうか絶対、彼女って【至し剣けんの姫】レイニーを意識してますよね。

　もし意識せずにこんなに似てるんだったらそれこそずるいです。

　私なんて、意識しまくってもひとつも似せることができなかったのに……。

　憎むべき相手ではありますが、あまりに綺き麗れいで目が離せません。

　ぐぬぬ……。

「未練たらしいな。雰囲気を味わって満足したのなら、さっさと出ていくんだね。ここはキミのようなレベルゼロが来るべき場所じゃない。決まり切ったことさ」

　セシルは私を睨にらみつけながら言います。

　一年間、工事現場にいた私にさえ、彼女の武勇伝は届いてきました。

　弱冠十五歳にして、ティアレット最強の剣士と噂うわさされ、次代の勇者と称たたえられる彼女。

　でも、それがなんだというのでしょう。

　ここは彼女の父が理事長を務める学園のなかじゃありません。

　ひとたび学園の外に出たなら、彼女もまた一介の冒険者に過ぎないのです。
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　ちょっと腕が立って、人望があって、顔がいいだけの。

　……充分じゃないですか。くっ！

「私が来るべき場所じゃないなんて、勝手に決めつけないでください。私、一年前とは違うんですから！」

　彼女の完璧っぷりに心が折れそうになりつつも、毅き然ぜんと立ち向かいます。

「学園の二年間でまったく成長しなかったキミが、たった一年でどう変わったって？」

「あれれ、セシルほどの優等生が知らないんですか？　女は三日会わなかったら、刮かつ目もくして見なきゃいけないんですよ？」

「ハッ。刮目？　キミなんか半目で充分だよ。半目でね」

「じゃあ私は白目ですよ！」

「ふうん。ならボクだって白目だね！」

「はああ？」

「はあああああ!?」

「まーまー。セシルってば」

　謎の対抗心を燃やして白目と白目でにらみ合うことになった私達のあいだに、ローゼリアが割って入ります。

「そんなにムキにならなくてもいいじゃーん。どーせドンケツが試験に受かるワケないんだからさ」

　ふむ、と納得しかけたセシルでしたが、少し考えたあとに、うんざりした様子で首を横に振りました。

「いいや。おこぼれで受かる可能性だってある」

「おこぼれ？」

「ああ。ティアレットの試験は、魔物を倒し、魔石を回収するというものだからな。今回もどうせ同じ内容なんだろう？」

「ええ、その通りよ」

　気だるげな受付のお姉さんが、試験の内容を説明してくれます。

　私達はこれから、西に一時間ほど歩いた場所にある【浅闇の洞窟】へ行き、魔物を倒さなければならないようです。

　魔物は死ぬと肉体が消滅し、魔石という結晶体に変化します。

　それをひとつでも持ち帰れば、試験合格とのこと。

　セシルが問題にしているのは、魔石の種類によって、冒険者ランクが決まる点です。

　例えば、洞窟ネズミの魔石を持ち帰れば、ランクは最低のＦから。

【浅闇の洞窟】で一番の難敵とされている猛毒サソリの魔石ならランクはＤからのスタートとなります。

　ランクによって報酬の高い依頼を受けられるようになるので、みんな上を目指します。結果、Ｄランクを目指す人は、その過程で倒した洞窟ネズミの魔石なんていりません。

　セシルは私が、いらなくなった魔石を譲ってもらおうとしてる──そう思っているようなのです。

「そんなズル、するはずないじゃないですか」

「そう言っといて、いざ洞窟に入ったらおねだりするんだろ？　決まり切ったことさ」

「失礼にもほどがあります。それなら私はこの試験、みんなのなかで一番いい魔石を持ち帰ります。それなら文句ありませんよね！」

　一番いい魔石なら他に譲るはずないんですから、おこぼれをもらったという疑惑は完全払拭です。

「ふうん。じゃあ、もし一番じゃなかったら？」

「そのときは、私は合格を辞退して、冒険者にはなりません。どうですか？」

「ふん、そこまで言うなら構わないよ。一番になれないのはどうせ決まり切ったことさ」

　こうして私は、自分から不利な条件をつきつけてしまったのでした。

　しかも、こっちが賭けに勝ったらなにをしてもらうかも言わずに。

　何度考えても、これじゃ損しかしてません。

　どんくさ、ここに極まる、です。
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　試験会場である【浅闇の洞窟】までの一時間は、大変な苦痛でした。

　一緒にいるのは二年間、学舎まなびやをともにした人達でしたが、友達は皆無。無言を貫く私をよそに、みんなは楽しそうです。

「ドンケツハンナ、前と全然変わってないよねー」

「セシルにケンカを売るとか、身の程知らずもいいとこ」

「一年前も馬鹿のひとつ覚えみたいに突っ込んでいってさ」

「まるでイノシシだったよね！　武器は細身剣なのに、フットワークがさあ」

「ドスンドスン！」

　ギャハハハ、と起こる笑い声。

　セシルに突っかかっていく私を見て、一年前のことを思い出したのでしょう。

　無謀にも学園トップのセシルと決闘し、退学となったドンケツの私。

　しかも一年後に鈍器を持って再登場。……ネタとしてはなかなか香こうばしいです。

　ああ、これなんて罰ゲーム？

　この場にセシルがいればもう少しみんな大人しくしてると思うのですが、彼女はもう、一流の冒険者。試験についてくるはずもありません。

　賭けをしたんだから、見に来るくらいすればいいのに。

　どうせ私の負けを確信してるんでしょう。

　一番いい魔石はローゼリアが持ち帰るに決まってる、と。

　ローゼリアは性格最悪ですが、魔法だけは上手ですからね。

　不正を監視するためについてきている試験官のベテラン冒険者さんも、彼女の活躍には期待しているようです。

　さて、果てしなく感じられた旅路は終わり、私達は森のなか、洞窟の入り口へとたどり着きました。

「では試験を開始する。魔物に勝てないと思ったら、無理せず引き返せよ。はじめ！」

　試験官のおじさんによる掛け声で、同級生達が一斉に洞窟内へなだれ込みます。

　みんな、三年生の実習で魔物の相手をしたんでしょう。恐怖したり、ためらったりする様子は微み塵じんもありません。

　私はというと、ぶっちゃけややビビってました。一番をとると大言をはいた私ですが、まだ魔物とは一度も戦ったことがないのです。

　鈍器スキル、役に立ってくれますよね……？

「どうした？　君も行きなさい」

　試験官にうながされ、ようやく洞窟に入ります。

　大丈夫、自分のレベル、いくつだと思ってるんですか。

　１億ですよ１億。どんな魔物にも、負けるわけがありません。

　みんなのあとを追いかけ、洞窟内の開けた場所に到着しました。

　魔物との戦闘はすでにはじまっています。

　みんな剣や槍やりを振るい、魔法を唱えて、洞窟ネズミの群れを相手に奮戦しています。

　ネズミと言っても、大きさは豚と同じくらいあります。ネズミは猫さんに食べられますが、洞窟ネズミは猫さんを食べてしまうのです。

　猫さんがかわいそうです。これは私が倒して、まだ見ぬ猫さんを守るしかありません。

　冒険者志望者十一人に対し、洞窟ネズミは十体。ここでネズミを倒しきれば、ほとんどの人は合格する計算です。

　私も、変な賭けをしてなければここで合格を拾えたんでしょうけど──

　ああ、バカバカ。ソツ女。

「うわー、なに？　本当にソレ使うつもりなの？　ヤダヤダ、ヤッバーい☆」

　私が構えた大ハンマーを見て、ローゼリアが笑います。

「それってつまりアレでしょ？　剣のレベルが上がんないから、技術のいらない、叩たたくだけの野蛮な邪教武器を選んだってことでしょ？　ドンケツすぎてつらみがヤバーい！」

「ふん。なんとでも言ってください」

　まずは鈍器が通用するか確認です。自分のほうへ向かってきた洞窟ネズミを叩こうと、ハンマーを振りかぶりました。

　ところが、です。

「【ファイア・アロー】！」

　瞬間、横からかすめるように飛んできた火の矢が、洞窟ネズミの首筋を貫き、体毛を燃え上がらせました。

「ざーんねん。その魔物はアタシが倒しちゃいましたぁ」

　ローゼリアが杖つえでこつんと自分の頭を叩きます。

「ひどっ！　横取りじゃないですか！」

「えー。別に誰がどの魔物を倒すトカ、ルールなくない？　さっきのネズミ、名前でも書いてあったのカナ？　でもごっめーん、もう魔石になっちゃったから確認できないね☆」

　そう言ってローゼリアは、足下の魔石を拾います。石、といってもそんなに硬そうではありません。宝石みたいな見た目のわりに、ローゼリアが手でもてあそぶとグニグニと形が変わります。

　むー。もっと文句をつけたいところですが、確かにここでは早い者勝ち。

　ムカつきますがしょうがありません。まだネズミはたくさんいるんです。一番近くのネズミに向かって、私は突進しました。

「やああ！」

　今度こそ。ハンマーがネズミに直撃しかけたそのときでした。

「【ファイア・アロー】！」

　またもや、です。横から飛んできた魔法がネズミを燃やし、魔石へと変えます。

「またまたアタシが倒しちゃいましたあ。ごめんねー。でも、ハンナがトロいのがいけないんだよぉー？」

　彼女がてへぺろしているあいだにネズミは消滅。ゴロンと転がった魔石を盗賊志望の子が素早く回収します。けれど、ローゼリアは盗賊志望の子に怒ったりしません。むしろ、当然といったご様子です。

「なるほど……、そういうことですか」

　つまり私以外は、みんな結託しているのです。

　ひとりも不合格者を出さないように。そして、私だけは不合格となるように。

　人数分の魔石を回収して、あとでわけあうのでしょう。そして、おそらく一番いい魔石はローゼリアのものになります。

　それを見ていてなにも言わないところからすると、どうも試験官までグルのようです。

　おそらく、理事長の息がかかっているのでしょうね。

【剣闘王】である理事長の権力は、この街では絶対。学園から不合格者を出そうものならどうなるか、彼もよくわかっているのです。

　これも不合格者を出さないための『学園の伝統』ってことですね。そして私は、そのおこぼれにもあずかれないくらいダメだったと。

　きっと、試験を受けずに冒険者になったセシルは、こんなことが横行しているとは知らないんでしょうね。じゃなきゃ、あんなに堂々と私におこぼれがどうのこうのなんて言えるはずないです。

　あー、退学になってよかったです。だって学園に残ったままだったら、こんな不正行為で合格させられていたわけでしょう？

　そんなの、絶対イヤでしたよ。

「そういうことなら、私にも考えがあります」

　堪忍袋の緒がプッチンしました。

　あなた達がみんなで合格を目指すなら、汚いとは思うけど見逃しましょう。

　でも、みんなして私の足を引っ張るって……。そんなに私のことが嫌いですか？

　ぐっ、とハンマーを持つ手に力が入ります。

　それなら、こっちも見せてやろうじゃないですか。

　──圧倒的なレベル差ってやつを。

　戦意を露あらわにした私を嘲るように、またもやローゼリアが一番近くにいたネズミを先に仕留めようとします。

「【ファイア──」

　しかし、魔法が発動するよりはやく、私はぶん、とハンマーを横薙なぎに振りました。

　はたから見たら、なにやってるんだって感じだったでしょう。

　私とネズミとのあいだには、まだまだたっぷり距離があったのですから。

　しかし、あら不思議。ハンマーが通過した空間に生まれる半透明の釘くぎ。

　その数は、実に千本にものぼります。

　ドスドスドスドス！

　それらはひとつひとつが意思を持っているかのように飛び、洞窟ネズミ達に残らず突き刺さりました！

「な……！」

　今度は私が、みんなのネズミを横取りする形になりました。

「い、今のなんなの!?」

　ぽかんとする人が多いなか、ローゼリアだけが驚きょう愕がくし声を震わせました。なにが起きたのかちゃんと見ていたのは、私の邪魔に集中していた彼女だけだったのです。

「鈍技【千本釘】です」

「ま、魔法……？」

「鈍器スキルです。長いので言い換えて鈍技。空気を叩いて、釘に変えたんです」

　まあ、魔法と勘違いするのも仕方ないですかね。空気に混じっている魔力を固めて釘にしているわけですし。

　でも、魔法って言うと、鈍器の神様がすねるんですよね。だからわざわざ訂正しなきゃいけないんです。鈍器スキルも鈍技も、響きが全然かわいくないです……。

「い、いやいや、なにまともに取り合ってるんだよローゼ。俺達の攻撃がじわじわ効いてて、たまたまこいつがハンマーを振った瞬間に倒れただけだろ。まぐれまぐれ」

　戦士志望の男子が言うと、ローゼリアはその言葉にほっと胸を撫なで下ろします。

「そ、そーだよね。ドンケツが遠距離全体攻撃なんて使えるワケないし！」

　彼女はそう自分に言い聞かせると、盗賊志望の子に目配せして、魔石を回収させます。

　おこぼれにあずかったのはあなた達でしょとツッコミたかったですが、まあいいです。

　セシルと約束してしまった私は、もっと強い魔物を倒さなきゃいけないんですからね。

「さあ、次だよ、次！　猛毒サソリはアタシが倒すんだから！」

「さすがローゼ、頼もしー！」

「ローゼなら絶対、やれるって！」

　わいわいと盛り上がる同級生達。

　ローゼリアもまた、私の鈍器スキルは見なかったことにしようと決めたみたいです。

　あーあ……。それにしてもガッカリです。

　どうやら私は、なんだかんだちょっと期待してたみたいなんです。

　鈍器スキルで、同級生達を見返してやれるんじゃないかって。

　私だってやればできるんだって、みんなが認めてくれるんじゃないかって。

　でも、この感じだと無理そうですね……。

　仮に私が一番いい魔石を手にいれても、まぐれ、たまたまで終わらせられそう。

　私が使ってるの、いかんせん鈍器ですしね。

　カッコよさが誰にでもわかりやすいのは剣、なんだよなあ……。

　剣、やっぱり憧れるなぁ……。

　セシルみたいに颯さっ爽そうと敵を倒せたのなら、きっと全然違うのにな……。

　そんなことを未練たらしく考えながら、洞窟内を進みます。

　路みちは少しずつ下へ、下へと向かっています。

　しかし、この洞窟は、そんなに深くはありません。

【浅闇の洞窟】の名が示す通り、ここは初心者向けの低層ダンジョン。

　敵も強いのはほとんど出ないのです。

「にしても、モンスターの量、多すぎじゃね？」

　先頭を進む戦士志望の男子がぼやきました。なんだかすごい勢いで奥からネズミが出てくるんです。まるでなにかに住すみ処かを奪われたかのように。

「うーん、おかしいな……。普段はもっと狭い場所に潜んでいて、こんなに一度に出てくることはないんだがなあ」

　試験官のおじさんも同情的です。お守り役の立場なので手を貸してはくれませんが。

　Ｅランクをもらえる吸血コウモリなどを倒しながら、先へと進んだところ──お目当ての魔物が現れました。

　毒のトゲがついた長い尾を持つ魔物、猛毒サソリです。

　思ってたよりずっとデカいです。両手のハサミなんて、人間の胴体をスパッと両断できちゃうくらいのサイズです。

「アレを倒せば、Ｄランク……！　そしたらセシルともパーティを組める！」

　ローゼリアはうっすら笑うと、呪文を唱え始めます。

　セシルは今、Ｃランク。ランクがふたつ以上違うと、一緒に冒険をしようと思ってもギルドから正式なパーティだと認めてもらえません。

　Ｄランクを勝ち取り、セシルとパーティを組めるようになることが、ローゼリアのモチベーションみたいですね。

　彼女は呪文の詠唱に、ずいぶんと時間をかけています。どうやら【ファイア・アロー】より強力な魔法を使うようです。

　無防備な彼女を守って、同級生達が周囲をかためました。ローゼリアにトドメをささせるため、囮おとりに、盾になるつもり満々です。

　この場面だけ切り取れば、美しい友情だなあと思えそうなんですけどね……。

　おっと、のんびりしてはいられません。

　早い者勝ちは、あっちが言い出したこと。私はハンマーを強く握ると、猛毒サソリへと突進しました。

　私は私で、レイニーを探すためにどうしても冒険者にならなくちゃいけないんです！

　ガツンッ！

「いったあ！」

　走っている最中になにかにけつまずきました。

　ああ、もうやだ。レベルがいくら上がっても、ドジだけは治りません。

　涙目で足下を見ると、そこにあったのは子どもの頭くらいの大きさの、古びた壺つぼ。

　蹴ってもピクリとも動かなかったので、相当重たいと思われます。

　表面にはやたら細かな文様が彫られてますし、もしかしたら値打ち物かも……。

　いやいや、そんなこと考えてる場合ですか。

　今は、ローゼリアより早く猛毒サソリを倒すことに集中しないと。

　が、そのときです。

『これ、封魔の壺やんけ』

『あらま、解かれとるがな』

　ハンマーに宿っている、これまで全然喋しゃべらなかった鈍器の神様──大小二匹の熊さん達がそうささやきあったのは。

　どうにもその会話が不吉に思え、とっさに猛毒サソリから距離をとりました。

　瞬間──ゴウッ、と巨大な炎がサソリを包みました。

　さっきローゼリアが使っていた【ファイア・アロー】とは比べ物にならない威力。

　彼女がもっと上位の魔法を使ったのでしょうか？

　いいえ、違います。

　まだ詠唱は終わっていませんでしたし、炎は洞窟の奥側から飛んできました。

　なにより、ローゼリアの驚いた顔を見れば、彼女の魔法じゃないのは明らかです。

　ズシン、と洞窟全体が揺れ、パラパラと細かな土が落ちてきます。

　洞窟の奥で──やたら大きな双そう眸ぼうが光りました。

「うわあああ！」

　同級生のひとりが、尻餅をついて悲鳴を上げます。

「なんでこんなとこに、ロックドラゴンがいるんだ？」

　ごつごつとした岩の肌を持つ竜、ロックドラゴン。Ａランク冒険者ですら手を焼くという大型の魔物が、なんとこの初心者向けの洞窟に姿を現したのです。

「ははーん……」

　なぜネズミ達が逃げるように洞窟の外を目指していたのか、ようやくわかりました。

　きっとこのロックドラゴンが目覚めたからです。

　おそらく封印されていたのは、この壺のなか。

　魔法の力で、竜の巨体はぎゅっと圧縮され、収納されていたのでしょう。

「お、お前達、なにがあってもドラゴンを刺激するなよ！　落ち着いて避難しろ！」

　試験官さんが声を張り上げますが、冷静に聞けている人はいないようです。

　同級生達はあわてふためき、我先にと逃げ出します。

　彼らの悲鳴が、ロックドラゴンを興奮させたのでしょうか。メキメキ、と狭い通路を崩しながら、竜がその巨体を広間へとねじこんできます。

「うわああああ！」

　強引な侵入による衝撃は洞窟に伝わり、ガラガラと天井が崩れだしました。

　ここで戦うのは、どう考えても危険です。

　私もひとまず、洞窟の外へと逃げることにしました。

「ちょっと、みんな待ってよ……！」

　そのとき、助けを求めるか細い声に気づきました。

　ローゼリアです。

　天井から落盤した岩石に、彼女、脚を挟まれてしまっています。

　おそらく、同級生達のなかで唯一、竜と戦うべきか迷い、逃げるのが遅れたんですね。

　倒せたらセシルに褒めてもらえるとでも考えたんじゃないでしょうか。

　うーん、無謀というか、自己評価が高いというか……。

「ヤダヤダ、置いてかないでってば！　アタシ、動けないの！」

　同級生のみんなに彼女は呼び掛けますが、全然気づいてもらえません。

　彼らも逃げるのに必死で、後ろを気にする余裕がないのです。

　ロックドラゴンが、ズシン、ズシンとローゼリアへと近づきます。

　このままいけば、彼女は竜の炎に焼かれるか、瓦が礫れきの下敷きになるかのどちらか。

「ふん、いい気味です」

　瓦礫に足を挟まれ、逃げられずにいるローゼリアを見ながら、私はつぶやきました。

　これまでのバチが当たったんです。

　散々私を馬鹿にして……、今日だって合格させまいと邪魔までしてきて。

「た、助けて……。お願い……」

　彼女は必死に、離れていく同級生達に手を伸ばします。

　同情なんかしませんよ。私がどんなにどんくさくてもわかります。

　ここで助けたところで、彼女は感謝なんかしません。次の日にはコロッと忘れ、馬鹿にしてくるに違いないのです。

　ロックドラゴンの口内が赤く光ります。炎の息を吐く直前。離れていても、空気ごしに熱を感じるほど。竜の瞳は、ローゼリアに向けられています。

「ひっ、【ファイア・アロー】！」

　ローゼリアは抵抗しますが、竜にそんな低レベルな魔法が効くはずありません。

　むしろ逆効果。竜は怒った様子で、口から漏れ出す炎が激しさを増します。

「や、やだぁ。セシル……。ママァ……」

　ローゼリアはとうとう泣き出しました。同級生達はみんな逃げ終わり、もう残っていません。それを見て、もう助からないと覚悟したのでしょう。

　ついに竜の口から、大量の炎が噴き出しました。真っ赤な激流です。

　直撃すればひとたまりもありません。

「……あーあ。私って、なんてどんくさいんでしょう……」

　はあ、とため息をつき、私はハンマーで地面を叩たたきました。

　ゴウン、と凄すさまじい音がして、目の前に垂直の壁が出現します。

　分厚い分厚い、土の壁です。

「鈍技【土つち壁かべ造づくり】」

　炎は壁に阻まれて、一切ダメージを負わせることは叶かないませんでした。

　私にも──その後ろにいたローゼリアにも。

「ハンナ……、どうして」

　さすがにローゼリアも庇かばわれたことに気づいたようです。

　でも理由を聞かれても、上手うまく言葉にできません。

　私だって、守りたくて守ったわけじゃないんです。

「アタシを、助けてくれるの……？」

「はあ？　あたぼーですよ」

　イライラしながらも、棟とう梁りょうの口癖を借りてそう告げました。

「学園にいたとき、あなたは私をとことん馬鹿にしてくれましたよね。だから……、その分とことん知ってもらわなきゃ釣り合わないんです」

「な、なにを……？」

「鈍器を持ったときの私のすごさを、ですよ」

　口にしてみて、妙に腑ふにおちた感がありました。

　そうです。

　私はローゼリアや同級生達を見返して、仕返しをしたかったわけじゃないんです。

　ただ──友達になりたかった。

　認めあえる対等な存在になり、彼らに鈍器を使う私をカッコいいと思ってほしかった。

　私と友達になりたい、今からでもなろうと、みんなから言ってほしかったんです。

　でも、そんなの無理でした。

　みんな鈍器を馬鹿にするし、強くなったことにも気づいてくれない。

　もしくは気づかぬふりをする。

　……なんで、泣けてくるんでしょう。

　今はロックドラゴンを倒すことに集中すべきなのに。

　炎が収まると、ボロボロと土の壁が崩れました。

　竜は完全に、私を敵として認識したようです。ぐるり、と巨体を団子のように丸めて、回転しながら体当たりを仕掛けてきます。

　ガガン、と鳴り響く、重く鈍い音。

「ハンナ！」

　ローゼリアが叫びますが、私はなんともありません。

「ドラゴンさん。……この程度の攻撃で、私を潰せるとでも思ったんですか？」

　むしろダメージを負ったのはあちらのほうです。私の持つハンマーが、竜のゴツゴツした岩の鱗うろこにめりこみ、グチャグチャに粉砕していました。

「鈍技【鎧よろい砕き】です」

　説明するまでもないと思いますが、これは重装鎧や、防御力の高い外皮を破壊するためのスキルです。

　竜が悲鳴を上げ、丸めていた身体からだを戻します。

　無防備もいいところ。ここが勝負を決めるタイミングです。

「鈍技【空気の杭くい】！」

　私がハンマーを振るうと、空中に半透明の杭が出現します。

【千本釘くぎ】で生み出される釘よりも数は少ないですが、一本一本は遥はるかに大きい杭。

　それらは勢いよく竜へ向かって飛び、巨体に突き刺さります。

　ギャアアアアア！

　ロックドラゴンは痛みに身もだえます。その隙に、私はめりこんだ杭を足場にして竜に駆けのぼると、ラストで思い切り飛び上がりました。

　落下に合わせて、ハンマーを振るいます。

「鈍技──【頭骨粉砕】！」




　ズ鈍ドンッッ!!!!!!




　ハンマーがパアア、と光を放ち、竜の頭部にぐしゃりとめりこみます！

　鈍技【頭骨粉砕】。

　その名の通り、頭蓋骨を粉砕し、敵を絶命させるスキルです。

　あ、念のため言っておきますが、スキル名がダサいのは私のセンスじゃありません。

　名称がスキルツリーに書いてあるので、仕方ないのです。

　私だって本当は【ウインドアリア】みたいな、横文字のカッコいいスキルが使いたいんですよ。わかってます？

　こんな悲しいこと、二度と説明させないでくださいね……。

　圧倒的な防御力を誇るロックドラゴンも、頭を潰されてはたまらなかったようです。

　ズシン、と巨体を横たえ、ついには大きな灰色の魔石へと変化しました。

「アンタ、本当にハンナ……？　あの、ドンケツの……？」

　地面へと降り立った私に、ローゼリアが信じられないものを見るような眼まな差ざしを送ってきます。

「あたぼーです。トロくてどんくさい、あのドンケツハンナですよ」

　そう返すと、ローゼリアは怯おびえたようにビクリ、と震えました。これまで私にしてきた仕打ちを思い出したのかもしれません。

　私は自嘲ぎみに笑いました。やっぱり友達になるなんて、夢のまた夢ですよね。

　複数の足音と、同級生達の声が近づいてきます。

　おそらく、洞窟を出てからようやくローゼリアがいないことに気づいたんでしょう。

　ふーん、友達のために戻ってくるなんて、いいところもあるじゃないですか。

　その友達のなかに私が含まれていないのが、とても残念です。





＊






　なんやかんやありましたが、私達はひとりも欠けずに街へと帰還しました。

　ローゼリアの怪け我がも、すでに同級生の回復魔法によって完治しています。

　全員、なにかしらの魔石を手にしていて、命の危険にさらされたばかりのわりに、表情は明るいです。

　冒険者ギルドに入ると、セシルがローゼリアの元に駆けつけました。

「聞いたよ。なんでも突然出現したロックドラゴンを討伐したそうじゃないか。さすがはローゼだね！」

　ギルド内にはすでにロックドラゴンが出たという情報が広まっているみたいです。

　しかも一部間違っている情報が……。

「あ、あのね、セシル……」

「あれ？　キミが持ってる魔石は、猛毒サソリの？」

　それはローゼリアが瓦礫のなかから拾ってきたものでした。しかもサソリは竜が放った【炎の息】で焼け死んだので、実は彼女が倒したわけじゃありません。

　セシルはようやく賭けを思い出したらしく、ハッとこちらに目を向けます。

　もちろん私の手には、他の魔物のものより一回り大きな、灰色の魔石がありました。

　セシルは綺き麗れいに整った眉を思いっきりひそめます。

「ローゼ……。キミともあろう人が、同情から彼女に一番いい魔石を譲ったのか？」

　うわあ……、めちゃくちゃ勘違いしてます。

　ローゼリアって、そんなに性格いい子じゃないですよ？

「いつも言っているだろう。冒険者は実力主義。力のない者は仮に冒険者になれたとしても長生きしないって」

　見当外れな想像はみるみる膨らみ、ついには見当外れな説教へと発展しました。

　うーん、セシルってなにげに天然なんでしょうか……。

　私がロックドラゴンを倒したとは、露ほども思っていない様子です。

「あ、あのね……」

　なにか言いたそうにしつつも、もごもごと言葉を濁すローゼリア。その間に、同級生達がセシルの勘違いを悪化させてしまいます。

「いや。違うんだよ、セシル。ハンナはローゼが脚を怪我してたから、その隙に魔石を横取りしたってわけ。信じられないよな」

「結局、おこぼれで合格したのよ。恥知らずにもほどがあるわよね」

　さも見ていたかのような同級生達の発言です。脇目も振らずに逃げ出したの、どちらさんでしたっけね。

　全く、そもそもおこぼれにあずかってるのはローゼリアのほうなんですよ。

　でも、誤解を解ける唯一のダークエルフはおろおろするばかりで、全然真実を語ろうとはしません。

　気持ちはわかりますよ。自分がドンケツだと貶おとしめていた相手に命を救われた、だなんてカッコ悪いですもんね。

　私自身が真実を告げることも、できないわけではありません。

　でも、信じてもらえるはずがない以上、やるだけ無駄でしょう。

　それに「こんなにすごいことをやったんだ」って自ら主張するなんて、カッコ悪いじゃないですか。

　棟梁が見ていたら「漢おとこのすることじゃねェ」って絶対言いますよ。

　私、漢じゃないですけど。

「……いいさ。確かにキミは一番の魔石を持ち帰った。冒険者になるのは認めてあげる」

　セシルは敵意をむき出しに、黙ったままの私をにらみつけてきます。

「でも、忘れないでほしいね。ボクや、ボクの父がいるティアレットで、そんな卑ひ怯きょうな手が通じ続けると思ったら大間違いだってね！」

　そう吐き捨てると、怒り心頭のセシルはギルドを出ていってしまいました。

「やれやれ、ですね……」

　賭けに勝ったのに踏んだり蹴ったりって、これどうなんでしょう。

　ハイグレードな魔石を持ち帰ったものの、私がもらえた冒険者ランクはＤ。

　結局、猛毒サソリの魔石と同じ扱いです。

　さすがにルーキーでロックドラゴンを倒すなんて例外すぎたみたいです。それに受付のお姉さんも本当に私が倒したのか半信半疑のようでしたし。

　まあ、多くは望みません。

　なにはともあれ、ですよ？

　ついに──念願の冒険者になったのです！

　同級生のみんなも、ランクの差はあれど全員合格。

　ギルド内ではベテラン達も交え、お祝いのパーティが始まろうとしています。

　私の居場所？　そんなのはもちろんないので、みんなに気づかれないよう、足早にその場をあとにします。

　さて、今日はどこの宿に泊まりましょうかね。

　ご飯がおいしいところがいいんですけど……。

　そんなことを考えながら繁華街を歩いていると、後ろから足音が聞こえました。

「ハンナ！」

　振り返れば、やってきたのはローゼリア。わざわざパーティを抜け出してくるなんて、今日のことを口止めでもするつもりなんでしょうか。

　別にそんなことしなくても、言いふらしたりしないのに。

　怪け訝げんに思っている私に向かって、ローゼリアはなにかを放り投げました。

「えっ、な、なに？」

　投げられたものを受け取ろうとしましたが、わたわたと取りこぼしてしまいます。

　私のどんくささをなめてはいけません。

　いくら鈍器スキルを身につけ、基礎能力が上がっていても、本質的なところはなにも変わっていないのです。

　地面に転がったものを拾い上げていたら、ローゼリアがバッと頭を下げました。

「……今までゴメン！　それと……、ありがと」

　一方的にそれだけ言うと、たたたたっとギルドのほうへ戻っていきます。

　ローゼリアが投げたのは、ヒモのついた、ちっちゃなクリスタルの飾り。

　どうやら彼女が杖つえにジャラジャラつけてたストラップのひとつみたいです。

　要するにこれをお礼にくれる、と。

「うーん……」

　あんまり自分の趣味じゃありません。もしかして、これでこれまでのことを全部謝ったつもりなんでしょうか。だとしたら、自分のやってきたことを軽く考えすぎでは？

「……まあ、そんなに悪い気分じゃないですけどね」

　今日の宿ご飯は、ちょっとリッチなメニューを選んでみてもいいかもしれません。











第二章　鈍器開店









　五年前。

　粉雪が冬眠に入った動物達の寝息すら消し去るなか、私は淀よどんだ空の下にうずくまっていました。

　茶色く変色した葉っぱの毛布は冷たく濡ぬれていて、身体からだの熱を少しずつ奪います。

　でも、その感覚を辛つらいとは思いませんでした。

　なぜならそのとき、私の心はもっと冷え切っていたからです。

　村の方角から足音が近づいてきました。

　誰かはすぐわかったので、慌てて隠れようとしましたが、時すでに遅し、でした。

『なにをしておるのじゃ、ハンナ』

　声をかけてきたのは、やっぱりレイニーです。

『そろそろ夕食の時間じゃぞ。凍える前に帰ろう』

　彼女は私の髪にへばりついた雪を、細い指で払ってくれます。

『……私、帰りません』

　けれど、私は意固地になっていました。

　いえ、自暴自棄になって、と言ったほうが正しいかもしれません。

　家に帰らず、レイニーと離れて生きていける力なんて、十歳の私にはありはしなかったのですから。

『村のみんなに言われたんです。レイニーが冒険できないのは私のせいだって』

　みんな、というのは言い過ぎです。実際には同年代の何人かから言われただけ。

　でも、当時の私はそれが村の、さらには世界中の人々の総意だと感じました。

　だって、レイニーは英雄のなかの英雄。本来なら包丁より剣を持つべき人なんです。

　なのに、私がいるせいで彼女は冒険者を辞めざるを得ませんでした。

　そのせいで未いまだに邪神は健在。【魔の大地】は未開のまま。

　全部、私が悪いのです。

『私なんか、レイニーに拾われなければよかったです……』

　口にしてすぐに、ズキリと胸が痛みました。

　なぜなら、レイニーがとても悲しそうな顔になったからです。

　すぐに『噓うそです』と撤回したくなりました。レイニーに出会えてどれだけ幸せだったか、どんなに彼女のことが好きか、並べ立てたくなりました。

　けれど……、それはダメだと思いとどまります。

　嫌われたなら、嫌われたでいいじゃないですか。そうすればレイニーはなんの気兼ねもなく私を捨てて、冒険の最前線に戻れるのですから。

『いいか、ハンナ。わらわは確かに邪神討伐の期待をかけられておったし、その使命を中断していることには引け目も感じておる』

『そうでしょう？　なら私を置いていってください』

　その引け目を、私も同じように感じているのです。私が今、幸せであればあるほど、他の人を不幸にしているように思えてならないのです。

『しかしな、何百年も戦い続けて、わらわもさすがに疲れたのじゃ。たまの休暇くらい、ハンナと過ごしてもバチは当たらない。そうは思わんか？』

　それは……、そうかもしれません。レイニーは頑張りすぎでした。

　何百、何千と残された逸話が、彼女の使命感の強さを物語っています。

　彼女が休みたいと言えば、それを責められる人なんて誰もいません。

　でも──そんな貴重なお休みを私なんかのために使って、本当にいいんですか？

　私がみんなから恨まれるのなんて、どうだっていいんです。

　ただ、復帰した後のレイニーのことを考えると不安だったのです。

『みんな、レイニーは弱くなったって言うんです。何年も魔物と戦ってないでしょう？　私がいるせいで、勘が鈍ってたらどうするんですか？』

　最前線である【魔の大地】を十年も離れ……、もしレイニーが本当に弱くなっていて、死んじゃったりしたら──私は自分を恨んでも恨みきれません。

『ハンナもわらわが弱くなったと思っておるのか？　それは勘違いというものじゃ』

　レイニーは私の心配を一笑に付すと、なぜかおもむろに鞘さやから細身剣を抜き、誰もいない空間に剣先を向けました。

『……そこにおるのじゃろう？　丁度よいから、相手をしてやってもよいぞ』

　なにを言っているのだろうと不思議に思いましたが、次の瞬間です。

『──腐っても【至し剣けんの姫】だな。気づいていたか』

　レイニーが指し示した場所がぼんやり揺らぎ、突如として白いマントの男が現れます。

　頭はフードで覆い、仮面までつけているので表情はうかがい知れません。ですが、その手にはナイフが握られており、悪意を持って私達に近づいたのは明らかです。

『我が教団を潰しておきながら、貴様はぬくぬくと田舎で子育てとはな。暢気のんきなものだ』

『ほお。誰かと思えばゴライアスではないか。お偉い教主自らご登場とは、どうやら命からがら逃げおおせたはいいが、教団の復興までは叶かなわなかったようじゃな』

　その名は、レイニーの冒険譚たんにも出てきたので知っています。

　教主ゴライアス。邪神を崇拝する教団【鈍き黒光こっこう】の指導者であり、邪神復活のために街ひとつを生いけ贄にえに捧ささげる儀式を行おうとしていた極悪人。

　もちろん、その企たくらみは失敗に終わります。レイニーとその仲間達が駆けつけ、教団ごとぶっ潰したからです。

『レイニー……。貴様のお陰で、俺は全てを失った。その恨みを晴らさせてもらう』

　ゴライアスが逆手に持ったナイフは、紫色の液体で濡れています。

　間違いなく、それは毒。本当なら私と話している隙に背後からレイニーを刺し、毒で確実に仕留めるつもりだったのでしょう。

　鈍器を司つかさどる神を崇拝しながら、鋭利な凶器を使うなんて、今思うと教主のくせになんのポリシーもありませんね。

『わらわがそなたの教団を滅ぼしたときも、その透明になる能力を使ったわけか。どうりで見つからんわけじゃ』

『ああ。これが俺のマントスキル【不可覚の衣】。着用者の姿形だけでなく、足音さえも消してくれる。知覚系スキルさえ、このスキルの前では無力。果たして貴様は勘だけで、俺の正確な位置を捉えられるかな？』

　白のマントを翻し、ゴライアスは再び忽こつ然ぜんと姿を消します。

『なるほど……。確かにわからん』

　レイニーは感心したように呟つぶやきます。レイニーに見えないのですから、私にだって当然見えません。

『ははは。降伏は認めんぞ。我が教団を滅ぼした報い、今こそ受けるがいい！』

　低い男の声が四方から聞こえてきます。おそらくレイニーの間合いに入らないギリギリの距離を保ちながら、私達の周囲をぐるりと回っているのです。

　マズいと思いました。相手の自信たっぷりな態度からして、刃やいばには相当強力な毒が使われているに決まっています。

　敵は見えない。攻撃にかすっただけで死。それだけでも不利なのに、レイニーには私という足手まといまでいるのです。

『レイニー……。わ、私を置いて──』

　逃げてください。震える声で、そう言おうとしました。

　けれどレイニーは余裕の表情を浮かべ、地面に剣を突き立てます。

『──【エターナルロンド】』

　すると次の瞬間、驚くべきことが起きました。

　空から降ってくる粉雪が、ぴたりと空中で止まったのです。

　……いいえ。

　まじまじと、よく見ればかすかに、とてもゆっくりと、粉雪は下へと向かっています。

　普段の何十分の一かの速さまで、時間の進み方が制限されたかのようでした。

『──わかるか、ハンナ。どこに刺客がおるのか』

『は、はい』

　時間がゆっくりになったからこそ、見えるものがあります。

　スキル【不可覚の衣】は、着用者の気配を消す力を持ちます。だから着用者に触れた雪さえも、同様に消してしまうのでしょう。

　私達の右側、そんな風に粉雪が不自然に消滅する空間が、すぐ近くにありました。

『剣技【ウインドアリア】』

　レイニーの細身剣からブワッと突風が噴き出し、見えない邪教徒を襲います。

『げはっ！』

　スキルの行使に必須であるマントが引き裂かれ、ゴライアスの姿が露あらわになりました。仮面は割れ、額から大量の血が流れ落ちます。

『……すごい』

　レイニーが弱くなったなんて、誰が言ったんです？

　いくつもの不利を跳ね返して余りある、圧倒的な強さじゃないですか！

　それにしても──私は先ほどの不思議な体験を思い出し、レイニーに訊たずねます。

『今、なにをしたんですか？』

　剣の達人になると、相手の動きが止まって見えることがあると聞きます。集中力が極限まで高まることで起きる現象なのだとか。

　でも、今のは明らかにそれとは違います。だって、レイニーだけならともかく、私まで時間の進みが遅くなったように感じていたのですから。

『【エターナルロンド】。時間の進み方を変えるユニークスキルじゃ』

『時間の進み方を変える？　あ、ありえない』

　うつぶせに倒れるゴライアスに、もはや戦う体力は残っていないようです。

　あとは彼を指名手配しているグラン騎士団に引き渡せば、二度と悪事は働けません。

『なぜだ。【至剣の姫】は尊称であり蔑称。それはユニークスキルが使えぬまま、己の剣を完成に至らせてしまった者という意味だろうが……！　なのになぜ、なぜ貴様がユニークスキルを使えるようになっている！』

　誤算を恨みがましく嘆くゴライアス。

　けれど、彼がそこまで意外に思う理由が、私にはよくわかりませんでした。

『ユニークスキル……、ってそもそもなんですか？』

　聞き慣れない言葉です。他のスキルとどう違うんでしょう？

『ツリーには元々存在しないスキル。なにかを強く、強く願い、神がそれを聞き入れたときにのみ覚えることができるもの。そしてスキルの内容は、どんな願いを持っているかに左右される──わらわが何百年と冒険しても、覚えることが叶わんかったものじゃ』

　要は、その人の想おもいの力が発現させる、その人にしか使えない必殺技？

　それって、めちゃくちゃカッコいいじゃないですか！

　しかも時間の進み方を変えられる？　ただでさえ神速を極めるレイニーの攻撃が、もっと速くなるってことですか？

　まさに最強。そんなスキルがあれば、邪神だって敵じゃありません！

　でも……、なんだか不思議な気もします。

『どうして強すぎるまでに強いレイニーが、ユニークスキルを使えなかったんですか？』

　何百年も冒険していたのですから、そのあいだに習得したってよさそうなものなのに。

『それは──心の問題じゃな』

　レイニーは自嘲気味に笑います。

『わらわは邪神を倒し、人々を守ると言いつつ、この世界を本当の意味で愛してはおらんかった。愛する者を心のなかに描けない者が願う平和ほど、虚むなしいものはない。真剣な願いではないことを、きっと神様も見抜いておったのじゃな』

『今はもう、違うんですか？』

『ああ。これは平和を願って生まれたスキルではないが、わらわにも愛する者はできた』

　レイニーは鞘に剣をしまうと、私の頭を優しく撫なでてくれました。

『もうわかったじゃろう？　このスキルは、ハンナとの暮らしがいつまでも続いてほしいという願いから生まれたものじゃ』

『えっ』

『ふふ。わらわがハンナと過ごして弱くなった？　誰が言ったか知らんが、とんだお門違いもあったものじゃ。【エターナルロンド】のことを知れば、きっと皆、ハンナに感謝することになるじゃろう。ハンナとの日々は、わらわを逆に強くしたのじゃから』

『レイニー！』

　思わず、彼女の胸に飛び込みます。

　心の底から嬉うれしかったからです。

　レイニーが、私との時間を本当に大切に想っていてくれたことがわかったから。

『いくつになっても甘えん坊じゃのう、ハンナは。わらわもいつかは【魔の大地】に戻らねばならんのに、そんなことじゃやっていけぬぞ』

『そんなの知りません！　私だって冒険者になって【魔の大地】に行くんですから！』

　私の瞳から溢あふれた涙を拭い、レイニーは額にキスをしてくれます。

『本気で冒険者を目指すのなら、覚えておくのじゃぞ、ハンナ。人を強くするのは、世界を守りたいなどといった大それた使命感ではない。身近な誰かを大切に想う、もっと純粋で素朴な心じゃ──』




「レイニー！」

　改めて彼女を抱きしめようとした手は、空を切りました。

　……あれ？

　ぼんやりとした目であたりを見回すと、そこは雪の降る森のなかではなく、昨夜借りた宿屋の一室でした。

　もちろん、レイニーの姿はどこにもありません。

「はあああ……。夢ですか……」
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　せっかく幸せな記憶を思い出せたあとだというのに──気分は最悪。

　なぜならお腹なかに強烈な不快感があったからです。

　やってしまいました……。明らかに食べすぎの症状です。

　やっぱり、冒険者になったお祝い、と串焼き肉を十本買い込んだのはやり過ぎでした？

　それとも、自分へのご褒美と、そのあとに焼き魚の入った炊き込みご飯、ティアレット名物【ティアライス】を十杯もおかわりしたのがダメだったんでしょうか。

　それとも、あとで「さすがに太るかも」と購入した、全てをなかったことにするという【帳消しドリンク[image: arufa]】なる怪しげな飲み物をガブ飲みしたせいでしょうか。

　それともそれとも、もしかして……、全部？

「うううう、すこぶる調子が悪いです」

　しかし、宿でじっとしてなんかいられません。

　今日は冒険者ギルドに大事な用があるのですから。

「あらハンナちゃん。昨日は試験お疲れ様。これからよろしくね」

　ギルドを訪れると、掲示板の依頼書を貼り替えているお姉さんに声をかけられました。

　昨日、登録試験の受付をしてくれた、気だるい雰囲気の美人さんです。

「よろしくお願いします。ええと……」

「あたしはマーチ。みんな名前で呼ぶから、ハンナちゃんもそうしてくれていいわよ？」

　長い髪をかき上げながら、マーチさんは微ほほ笑えみます。

　ううむ、色っぽいです。思わずシャツからのぞく胸元をじっくり見てしまいます。

　いい人ですよね、マーチさん。ギルドマスターもそうでしたが、鈍器を使う私にあまり偏見を持ってないみたいです。こういう人達がいるなら、この街の冒険者ギルドも捨てたものじゃありません。

　午前なので、ギルド内の冒険者は十人程度と少なめ。他はすでに冒険へ出かけたか、あるいは宿で冒険の疲れをとっているか……。

　みんなが集まって、一番盛り上がるのはお酒を飲めるようになる夜だと聞いています。

　私は十五歳なので、まだ飲めませんけどねー。グラン王国では飲酒は十六歳からと決められているのです。

「あ、そうそう。【冒険者の証あかし】を渡しておかないとね」

　マーチさんは受付に戻って引き出しを開けると、一枚のカードを取り出しました。

「わあ……！」

　そこにはハンナ・ファルセットの名と、冒険者ランク『Ｄ』の文字。どちらも偽造を防ぐための、ぼんやりと光る魔工インクで記されています。

「改めて合格おめでとう。ロックドラゴンを倒したって話は眉唾だけど、個人的には期待してるからね。あなたが活躍してくれると、あたしの残業も減るかもだし」

「ありがとうございます！　私、ド鈍ドンと頑張ります！」

　これが憧れだった【冒険者の証】ですか……！

　レイニー、見てください。私、本当に冒険者になっちゃいました。

　待っててください。あともう少しですよ！

「今日はこれを取りに来たのよね？　これで正式な冒険者だから、依頼も受けられるけれど。どうする？」

「そうですね、せっかくだから──と、その前に」

「ん？　なにかやることがあるの？」

「はい。私、レイニーについて知りたいんです。今、レイニーって【魔の大地】でどうしてますか？　元気でいるんでしょうか？　ギルドには、きっと情報が入ってますよね？」

　夢のなかで会うだけでは満足できません。あれはあくまで過去でしかないのですから。

　知りたいのは彼女の今。

　そして近い未来には、直接会いに行くのです！

　私は、そのために冒険者になったんですからね！

「レイニーって、【至し剣けんの姫】の？　どうして？」

　マーチさんは訝いぶかしむように首をひねります。

「私、実は彼女に育ててもらったんです。だから今どうしているのかを知りたくて」

「へえ……？　ってことは、レイニーが冒険を休んで育ててた赤ん坊って、あなた？」

「う……」

　そう言われると、未いまだに心苦しいものがあります。レイニーは私のおかげで強くなれたと言ってくれましたが、ギルドからしたら知らんがなってなものですしね……。

「ごめんごめん。別に責めてるわけじゃないから。なるほどね、レイニーに育てられてたのなら、ロックドラゴンとか倒せちゃっても不思議じゃないか」

「そ、そんな大したものじゃありません……」

「またまたあ〜。ま、そういうことならいいわ。教えてあげる」

　マーチさんは手元に置いた分厚い手帳をパラリと開きます。

「検索【至剣の姫】」

　そう唱えると、白紙だった手帳のページに、ぼんやりと文字が浮かび上がってきます。

「わ、なにが起きたんですか？　もしかして、スキルですか？」

「ふふ。手帳スキル【シェアードブック】よ」

　マーチさんは自慢気に語ります。

「このスキルを使えることが、冒険者ギルドの受付嬢になるための必須条件なの。同じスキルを持つ人と手帳の情報を交換できる、とっても便利なスキルなのよー」

「へええ……。だから冒険者ギルドって情報をいち早く手に入れられているんですね」

　必須条件というわりに、これ相当手帳レベル高くないと覚えられないスキルじゃないですか？　感覚的に、多分20くらいはないとダメな気がするんですが。

　マーチさん、おっとりして見えて、なかなか仕事ができる人みたいです。

「ふむふむ。レイニーは今、【魔の大地】で邪神四天王のひとり【白昼夢】のアミューズに挑んでいるそうよ。アミューズの拠点、アゼルバラン城は超巨大なことで知られているから、長丁場になりそうね」

「【白昼夢】のアミューズ！　数々の冒険譚たんに登場する、伝説の魔人じゃないですか！　そんなのと戦っているだなんて、さすがレイニー、しびれます！」

　あ、いけません。冒険譚大好き人間の性質さがが出てしまいました。

　ごほん、と咳せき払ばらいをして冷静を装います。

「つまり、元気なんですね？」

「もちろん。なんといっても【至剣の姫】だもの。復帰してすぐに大活躍。ブランクなんて感じさせないわね」

　レイニーは今も、新たな伝説を作る真っ最中のようです。私も早く追いつきたい。その隣に立って戦いたい。気持ちが逸はやってしまいます。

　その考えを見抜いて、マーチさんが私の鼻を指差します。

「ハンナちゃん。【魔の大地】に今すぐ行きたい、なんて思ってないわよね？」

「そ、その通りですけど、なにか問題が？」

「そりゃ問題あるわよー。【魔の大地】に入るためには、最低でも冒険者ランクをＢに上げなきゃいけないんだからね？」

「え、それ本当ですか？」

「もちろんよ。低ランクの冒険者なんて、【魔の大地】で戦力になるはずがないもの」

　冒険者が【魔の大地】に挑む理由。

　それは、大陸の最北端に眠る、邪神ドルトスを滅ぼすこと。

　彼かの者を討ち果たせば、北の魔物達は邪神の加護を失って弱体化し、【魔の大地】にも人が住めるようになる、と言われています。

【魔の大地】攻略は冒険者ギルドの悲願。なぜなら、それを達成した暁には、大陸南方の各国家から莫ばく大だいな財を与えられることになっているからです。

　それがなくても【魔の大地】は、冒険者を引きつけてやみません。

　未開の地なので、お宝も盛りだくさん。また、南では決してお目にかかれない絶景や、味わえない絶品珍味も待っているのだとか。

　うう、胃もたれしている今は、食べることを想像しても嬉しくなりませんね……。

「とりあえず、冒険者ランク『Ｂ』に上がらなきゃですね……」

　今、私はＤランク。

　構いません。どうせ鈍器の素晴らしさを知らしめて、偏見を木こっ端ぱ微み塵じんに砕いてやろうと思っていたんです。

「ランクをふたつ上げるくらい、当面の目標としては丁度いいですね」

「当面って……」

　私の発言を聞き咎とがめて、マーチさんがやれやれと首を振ります。

「ランクをふたつ上げようと思ったら、どんなに早くても三年はかかるわよ？」

「へー……。さ、三年!?　頑張れば、一年くらいで上がれるものじゃないんですか？　超難度のクエストをいくつもクリアしたりして！」

「冒険者はランクに応じたクエストしか受けられないの。Ｄランクの冒険者なら、それと同等かそれよりも低い難度Ｄ〜Ｆのクエストまで。超難度なんて、ルーキーが受けられるワケないじゃない。ランクアップするためには数をこなさなきゃね」

「な、なんですかその年功序列的なルール……！」

　じゃあ、あと三年もレイニーに会えないんですか？　すでに何年も会っていないのに？　そんなの、ひどすぎます。

　よほど落ち込んで見えたのでしょう。マーチさんは私を慰めるように言います。

「まあ、三年も待たなくて済む方法もあるから、そっちを狙うのもありなんじゃない？」

「な、なんですかその方法って！　教えてください！」

「ギルドに特例を認めさせればいいのよ。この冒険者はランクアップにふさわしい貢献をしたってね。魔物の襲撃から街を救ったとか。貴族や豪商を暗殺者から守ったとか」

「え……。それクエストとは全然関係なく、偶発的にってことですよね？」

「もちろん。そんなクエスト、本来なら難度ＡとかＢがついてしかるべきだし？」

　ダメじゃないですか。そんな人の不幸を願わないと叶かなわないような方法じゃ。

　自作自演なんて論外ですし。

「そんなに難しく考えなくていいのよ。要は『この街に貢献した』ってみんなが思えばいいんだから。同じクエストを達成するのでも、成功と大成功じゃ評価も違ってくるしね。一日一善の精神で頑張りましょ？」

　マーチさん、私が言うのもなんですけど、かなり脳天気で前向きですね……。

　まあ、なにはともあれ、頑張るしかないですか。

　初めて受けるクエストを選ぶために掲示板を見上げた、そのときでした。

「ハ・ン・ナ〜♪」

「ひゃあ！」

　いきなり後ろから抱きつかれ、私は思わず悲鳴を上げました。

　振り返ると、鼻がくっつきそうなくらい近くに、ニヤニヤと頰を緩ませたダークエルフの顔がありました。

「うわ、なんですかローゼリア」

　とっさに突き飛ばすと、ローゼリアは私に向かって口をとがらせます。

「やーん。ハンナってばつれなーい。アタシ達同級生なんだし、みんなと同じようにローゼって呼んでくれていいんだケドー？」

「ロ、ローゼェ？」

　私がオエエ、と顔をしかめているのに、ローゼリアは「そーそー、そんな感じ☆」と言いながら、嬉うれしそうに身体からだをくねらせます。

　なんなのでしょう。この、突然のなれなれしさは。

　本気で気持ち悪いんですけど……。新手のトラップかなにかですか？

「ねーねー。アタシのあげた友情の証あかし、つけてくれてないのー？」

　ローゼリアは私のハンマーや鞄かばんをチラチラと確認します。

「友情の証って……、昨日くれたストラップですか？」

「そ。そのハンマーにつけたらカワイイと思うんだよねー。あ、ドンくさすぎてつけられないなら、アタシがつけてあげよっか？」

「遠慮しときます」

　やっぱり、あのクリスタルがついたやつ。

　つけてるワケないでしょ。

　捨てるのもなんだから、一応鞄の中には入っていますが……。

「えー。恥ずかしがらなくてもいいのにィー。アタシなんてほら、こんなにたくさんつけてるよぉ？」

　ローゼリアは自分のけばけばしい杖つえを誇らしげに掲げます。

「そんなにじゃらじゃらしてて、魔法使うときに邪魔にならないんですか？」

「そこはほら、アタシって天才だから？　このストラップで強化してるワケよ」

「へえ、魔力をですか？」

「ううん？　女子力を！」

　ゲンナリしました。

　私はこんな頭の悪い人に長いこと怯おびえ、イジメられていたんでしょうか。過去の虐げられていた自分に「あの子、マジモンのバカだよ？」と教えてあげたくなりました。

「そもそも、なんで絡んでくるんですか。まさか、私と本気で仲よくなるつもりですか？　だったら、まずは昨日の真実をみんなに話してくださいよ」

　そうすればちょっとは見直してあげるのに。

　しかし、ローゼリアは露骨に嫌そうな顔をします。

「えー？　本当はハンナがドラゴンを倒せるくらいイケてるってわかったら、みんなヤッバーいってなって、ヤダヤダ友達になりたーいって言い出すに決まってるじゃーん！」

「一体それのどこがいけないんですか」

　彼女が何を言いたいのか、さっぱりわかりません。

　いいことばかりじゃないですか。本当の意味で仲よくできるかはともかくとして、少なくとも私がローゼリアから魔石を奪ったという誤解はとけます。

「だってさー、ハンナの親友は、アタシだけでよくない？　アタシ以外の子からハンナがチヤホヤされてるの見るトカ、ヤダヤダ、ジェラっちゃう☆」

　おわかりいただけたでしょうか。

　性格の悪い女の改心なんて、当てにしてはいけません。

　命の恩人である私への好感度が爆上がっただけで、ローゼリア・シュルツは、どうあがいてもこういう自分本位な考え方をする女なのです！

「……ローゼ。そんなヤツにいつまで構ってやってるつもりだい？」

　はい、きました。ローゼリアがいるなら絶対一緒だろうなと思ってたら、やっぱりセシル・ソルトラークが登場です。

　ローゼリアのような自称天才ではない、本物の天才。

　弱冠十三歳で【冒険者の証】を手に入れ、学園に在籍しながら冒険者ランク『Ｃ』にまで昇格した少女。

「えー、いいじゃーん。同じ学園出身なんだし。あ、もしかしてセシル、アタシが他の子と仲よくしてるのが面白くないワケ？　カワイイとこあるー☆」

「そういう意味じゃない。彼女が学園を退学になった、相手をするに値しない落ちこぼれだから忠告してるんだ」

　ツン、とそっぽを向くセシル。

　ムカついた私は、彼女の前に立ち、思いっきりねめつけます。

「ええ、そうですよね。私、誰かさんのせいで退学にさせられたんでしたっけ」

「ああ。実力不足の生徒には、早々に現実を教えてやらなきゃならないからなあ」

「あれれ、おかしいですね。実力不足でも【冒険者の証】ってもらえるんでしたっけ？」

「それはキミがローゼの手柄を奪ったからだろ？　決まり切ったことさ！」

「はあ？」

「はああああ？」

　私とセシルとのあいだにバチバチと火花が散ります。

　ムカつく！　ムカつきすぎて鼻血を噴きそうです。

　至近距離で見るセシルの顔は、怒っていても妙に綺き麗れいで余計にムカつきます！

「まーまー、ふたりとも……。ギルド内でのケンカは禁止だよ？」

　ローゼリアの仲介により、私達はとりあえず離れました。

　あー、もう。これ以上、一秒たりともそばにいたくありません。

　ていうかローゼリア！

　仲のいいセシルにも真実を話してないって、どういうことですか！

　全く、このふたりは相手にすればするほど損です！

「私、あなたなんかに構ってる暇ないんです。この街に貢献して、一刻もはやくランクを上げなきゃならないんですから」

「ふうん？　もしかしてキミは、特例でのランクアップを狙っているのかい？」

「そうですけど……、それが？」

　セシルはくすりと嘲るように笑いました。

「それは無理だよ。この街、ティアレットに貢献したかどうか──決めてるのは、一体誰だと思っているのかな」

「ま、まさか」

「そう。ボクの父、バゼル・ソルトラークだ」

　頭の中が真っ白になりました。冒険者学園理事長、バゼル・ソルトラーク。

　ティアレットや冒険者ギルドにおいて絶大な権力を持っている──それはもちろん知っていましたが、まさか特例ランクアップの承認にまで絡んでいるなんて。

「ま、正確にはお父様を含む五人の評議員が決定権を持ってるんだけどね。お父様が反対すればキミのランクアップなんて認められるはずがない。決まり切ったことさ」

「な、なんで理事長が反対するんですか。私のランクアップなんて、理事長にはどうでもいいことでしょう？」

「いいや、キミは学園の汚点なんだ。退学処分を受けた者が冒険者になる──それくらいならまだいい。けれど特例でランクアップするなんて、許されるはずないだろう？　それこそ学園の伝統に反している」

　また、学園の伝統……。そんなのがなんだって言うんです？

　弱い者を虐げる腐った学園。到底守るべきものには思えないんですけどね。

「そんなイジワルしないで、認めてあげたら？　セシルが口添えすれば、理事長の考えも変わるかもしれないんでしょ？」

　ローゼリア、たまにはいいこと言うじゃないですか。

「さあね……。ま、どのみち彼女は特例ランクアップの審査対象にもならないさ。そもそもそんな功績を残せるとは思えないし、なにより使っている武器がね……」

　セシルは私の背負っているハンマーに侮蔑の眼まな差ざしを向けてきます。やはり彼女は偏見たっぷりな人みたいですね。予想通りで安心しましたよ。

「もういいです。要は理事長が反対しようが、鈍器を使っていようが、評議員達がランクアップを認めざるを得ない──そのくらいの功績を残せばいいんでしょう？　てやんでーです。やってやりますよ、べらぼーさん！」

　私はふたりに背を向けると、クエストの貼り出された掲示板の前に立ちます。貼り紙には依頼主とその内容、報酬の金額、それに難度を示すＢ〜Ｆまでの文字。

　自分のランクより上の依頼は受けられないので、Ｄランクの私が選べるのは、Ｄ〜Ｆ。

　ちなみにＡが貼り出されていないのは、この街にＡランクの冒険者がいないからです。

　もし難度Ａだと判断される案件が発生した場合は、別の街や【魔の大地】から、それに見合う冒険者がやってきます。

　まあ、Ａランクの冒険者なんて、大陸に数えるほどしかいないんですけどね……。

　理事長の【剣闘王】バゼル・ソルトラークなんかはＡのなかでもさらに少数にしか与えられない『特Ａ』ランクだったらしいですが、今は引退していますし。

　さて、Ｄ〜Ｆまでの貼り紙は、ざっと十枚。モンスターの討伐、薬の素材収集、人物の捜索、行商人の護衛などなど。やはり難度の高いもののほうが報酬もいいです。

　Ｄならひとつ達成するだけで最低でも千ペルももらえます。これは大工時代の月収に相当します。めちゃくちゃおいしいです。やはり受けるのなら、難度Ｄに限ります。

『……【封魔の壺つぼ】の匂いがプンプンするわ』

『せやなー。これはあかんで、あかんでー』

　ふいにそんな声が聞こえてきて、私は視線を落としました。鈍器の神様、熊さん二匹が一枚の貼り紙をじいっと見つめているのです。

「……これ？」

　指差して訊たずねると、うんうんとうなずく熊さん達。






クエスト内容

依頼主　：ミラ・カーライト

依頼内容：トルフキノコの採集。素人にキノコは見分けられないから、ミラも同行する。

　　　　　当然護衛は仕事のうち。

報酬　　：３００ペル

ランク　：Ｅ








　キノコの採集？

　……なんだかパッとしない依頼です。報酬も高くないですし、ランクもＥ。

　おまけに依頼内容の書き方が丁寧じゃないっていうか、ぶっきらぼう。依頼主のとっつきにくそうな性格がうかがい知れます。

　しかし、熊さんの口にした【封魔の壺】というワードが、どうにも気になりました。

【浅闇の洞窟】にロックドラゴンが現れたとき、古びた壺が転がっていたのを思い出したのです。普段は喋しゃべらない熊さん達が、その壺に反応していたことも。

【封魔の壺】──あのときも熊さん達は壺をそう呼んでいました。私が倒したロックドラゴンは、確実にあの壺のなかに封印されていたのだと思われます。

　だとすると、その気配を感じるという依頼を、放っておくわけにはいきません。

「これに決めました」

　掲示板から依頼の貼り紙をはがすと、マーチさんのところへ持っていきました。

「へえ……。難度Ｅだし、最初に受ける依頼としてはいいんじゃない？　依頼主には気をつけたほうがいいかもしれないけど……」

「え？　なんでですか？」

「その子、薬くす師しなんだけどね……。客に得体の知れない薬を渡すって悪い噂うわさがあるのよ」

「え、得体の知れない薬？」

　薬師は花や草、キノコなんかを混ぜ合わせ、傷や病気に効く薬を作り出す職業。

　なにをするにも危険が伴う冒険者にとっては、切っても切れない存在です。

「試作品の薬を試したいからって、客を実験台にしてる変人……らしいわよ」

「ええええええ!?」

　なんですかその頭おかしい薬師は！　変人ってレベルじゃなくないですか？

　急に会うのが怖くなってきました！

「や、やっぱりやめ──」

　別の依頼にしようとした瞬間、マーチさんに両肩をがっちり摑つかまれました。

「みんなが受けたくない依頼を、率先して受ける！　さすがハンナちゃん、やる気あるわあー。特例ランクアップも夢じゃないかもね！」

　誰もやろうとしない依頼を押しつけるつもりなのが見え見えです。でも、どれだけ見え見えだろうが、特例ランクアップの話を持ち出されたら断れません。

「は、はは……。あたぼーですよ……」

　得体の知れない薬師？　てやんでーです。

　鬼が出るか蛇が出るか。

　どっちが来ようともばしっとクリアしてやろうじゃないですか。

「ねーねー、ハンナ」

　ギルドを出ようとすると、ローゼリアに声をかけられました。

「アタシを連れてかない？　今日はセシル、クエストを受けないみたいなんだよねー」

「なに遊びに行くようなノリで言ってるんですか。パーティ組んでるわけでもないのに」

「そうなんだケド。一緒のほうが仕事も早く終わって、Ｂランクにも近づけるんじゃないカナって。ほら、アタシがいれば、変な薬を飲まされそうになっても鑑定魔法で見抜けるしさあ」

「ふうむ、確かに……なんて言うと思いました？　絶対嫌ですよ」

「えー、遠慮しなくていいんだよ？　アタシ達、親友なんだからさぁー」

　彼女のなかでは、これまでのイジメはなかったことになっているんでしょうか……。

「親友どころか、友人ですらないですし。私、あなたに馬鹿にされてたときのこと、全然許してないですから」

「そ、そっか……」

　ダークエルフの長い耳が、ぺろんと垂れ下がりました。

　そんなあからさまにしゅんとしないでください！

　なんだか私が悪いことしてるみたいじゃないですか！
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　そのお店は、ティアレットの中心とも言える【マグダラ商店街】のなかにありました。

「ここが、依頼主の……？」

　カーラント薬剤店。

　看板のかかったお店は、あまりにもボロでした。木造なのですが、屋根には穴があき、扉はガタガタ、全体的に傾いているようにも見えます。

　本当に営業しているのでしょうか……？　今にも崩れ落ちてしまいそうで、お客さんがいるようにはとても思えないのですが……。

「お、お邪魔しまーす……」

　暖簾のれんをくぐってみると、意外や意外。お店にはふたり、お客さんらしき人がいます。

　なんだ、もしかして隠れた名店みたいな感じですかね？

「ミラさんよぉ。この落とし前、どうつけてくれるんだ？」

「そうよ！　あなたの薬のせいで、お肌がこんなになっちゃったじゃないの！」

　……うん。お客じゃなかったです。なんか怖そうな黒ずくめのお兄さんと、ヒステリックなおばちゃんが、店の奥にいる薬師に文句つけてますね。

「綺き麗れいになりたいって言うから、ミラは薬を出した。文句を言われる筋合い、ない」

「な、なんですって!?　これのどこが綺麗だって言うの!?」

　おばちゃんの肌はカッサカサにひび割れちゃってます。

　確かに、薬でああなったんだとしたら大変マズい状況と言わざるを得ません。

　なのに薬師の女性は無表情に、淡々と告げます。

「前よりはまし」

「な、なんですってぇー!?」

　カンカンに怒り出したおばちゃんは、誰がどう見ても美とはかけ離れた存在です。

　一方、私の目は薬師、そして依頼主でもあるミラ・カーライトに引きつけられます。

　この人、めっちゃくちゃ美人です。

　年齢は私よりひとつかふたつ上といったところかと思いますが、体型は比べものにならないほど大人びています。

　もっと端的に言うと、お、おっぱいがデカい、です……！

　それはもう、うらやましくなるくらいに……！

　アッシュブラウンの長い髪が右目を覆い隠していますが、露出している片側だけで、彼女の顔がいかに整っているかわかります。

　猫っぽさを感じさせる、丸みを帯びたつり目。長い睫まつ毛げ。くっきりとした鼻び梁りょう。

　ただ──残念ながら、彼女には表情というものがまったく浮かんでいません。

　怒られている最中だというのに、眉をぴくりとも動かさず、瞬きは非常に規則的、遠くを見つめてるみたいに焦点が合っていないのです。

　神秘的な美しさ、と言えば響きがいいのかもしれませんが、本当に、人形みたいに感情が見えないのでした。

「なあ、ミラさんよ。この方はなあ、金さえ出せばあんたを許してやるって言ってくれてんのよ」

　怖いお兄さんが、薬師のミラさんにすごみます。

「それも、たったの１万ペルでいいとさ。安いもんだろうが！」

「そんな大金、どこにもない」

「あ？　だったらこの店を売りゃいいだろう？　どうせお前にゃ、亡くなった親おや父じさんと違って商才なんて欠片かけらもねえんだからな！　それとも、自分を売るほうがいいかあ？　それだけの身体からだがありゃ、いくら無愛想でも客はとれるだろ!?」

　ドンドン、とカウンターを叩たたくお兄さん。

　どうやらこの人はおばちゃんに雇われた脅し役みたいです。

「いいか。明日までだ。金を用意できなきゃ、こっちにも考えがあるからな」

「ふん。あたしの美を台無しにしたこと、後悔するがいいわ！」

　おばちゃんとお兄さんはそう吐き捨て、踵きびすを返します。

「ん。アンタ、客か？　こんな店で薬なんか買うもんじゃねえぞ。どんな副作用に苦しめられるか、わかったもんじゃねえからな！」

　クレーマーのふたりが出て行って、しん、と店内が静かになりました。

　なんだか、出直したほうがいいような、重苦しい雰囲気です。けれども、私まで店を出て行くわけにはいきませんでした。

　なぜなら、この店の主あるじである美少女と、ばっちり目が合ってしまったから。

「……お客さん？」

「いいえ。私、冒険者ギルドの者ですけど」

「あなたが？」

　ミラさんは無表情のまま立ち上がると、こちらに近づいてきます。

　そして私の顔をまじまじとのぞき込みました。

「み、見えないですよね、冒険者には。でも私、意外と戦えるんですよ？」

「ふーん」

　ミラさんは私から視線を逸そらそうとしません。

　思わず目を背けると、その隙に彼女は──なんとほっぺにキスをしてきたのです。

「にゃ！　な、なにするんですか！」

「かわいい」

　そんなことを、完全なる無表情で口にします。

　私はぞおーっとしました。

　ヘビににらまれたカエルって、こんな気持ち？

　第六感が、ここに留とどまるのは危険だと訴えてきています。

　しかし逃げるより早く、ミラさんは店の奥にある戸棚まで行くとガラスの瓶を取り、私に差し出してきました。なかには紫色のどろりとした液体が入っています。

「な、なんですかこれ」

「お近づきの印」

　き、来ました。怪しげな薬です。

　これはヤバいです。お腹なかを壊すだけならまだしも、飲んだら最後、心を支配されたりして、彼女の実験台として一生を終えることになるかもしれません。

　くっ、どんなに嫌でもローゼリアを連れてくるべきだったかも……！

「ミラの薬、飲んでくれないの？」

　首をかしげるミラさん。し、仕方がありません。多分、いざとなったら多種多様な鈍器スキルのどれかで対応できるはず……。
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　私は覚悟を決め、差し出された薬を一気に飲み干しました。

「う、うぐぐぐぐぐ」

　激烈にマズいです。しかも、なんだか胃のあたりが異様に冷たいです。

　まるで氷を直接ぶち込まれたみたいに、いたたたたた……！

　ただでさえ暴食で調子が悪かったのに、私の胃はどうなってしまうんでしょうか……！

「…………あれ？」

　それは突然のことでした。痛みが和らいできたかと思うと、これまで感じていた胃の重みがすうーっと解消されていくのです。

「胃もたれがすっきりしました……」

　もしかしなくても、これミラさんの薬の効果ですよね？

「ど、どうして私が胃もたれしてるってわかったんですか？」

　別にお店に入ってからは、お腹を押さえたりとかしてなかったと思うんですけど。すると彼女はこともなげに返してきます。

「ミラ、一目見れば体調がわかる」

「す、すごいじゃないですか！」

　それって薬師として、物もの凄すごく有利な才能なのでは!?

　マーチさんから聞いた噂うわさ話ばなしは、一体なんだったんでしょう？

「じゃあ、さっきほっぺにキスしてきたのも体調を確認する手段？」

「ううん、それはキスしたかっただけ」

　うん、変人であることは間違いないですね！

「あのお……、こんなすごい才能があるのに、どうしてさっきのおばさんには変な薬を渡しちゃったんですか？」

　あのおばさんがよほど嫌いだったとか？

　でも、客商売でそんな好き嫌いは許されませんよね？

「変な薬？　そんなの渡してない」

「で、でも肌がカサカサになってましたよね」

「あれは途中。少ししたらツヤツヤになる」

「ええ？」

　そんな風には全然見えませんでしたけど……。しかし、身をもって薬の効果を実感したばかりなので、信じざるを得ません。

「じゃあ、それを伝えたらどうです？　めちゃくちゃ勘違いされてましたよ？」

「……無理。ミラ、口ベタ。それにさっきのお兄さん、怖い……」

「怖い？」

　全然怖がっている風には見えなかったのですが。しかし、私はそのときになって初めて気づきました。彼女の手が小刻みに震えていることに。

　ミラさん、顔に出ないだけで、本当は感情をしっかり持っている人みたいです。

　言葉が足りないのも相まって、めちゃくちゃ誤解されやすいんだろうなあ……。

　実際、私も完全に誤解してましたし。これはお店に悪い評判も立つわけです。

「……じゃあ、こっちもお近づきの印に」

　誤解していたお詫わびも兼ねて、背負っていたハンマーを手に取ると、店の中央を支える柱をゴン、と叩きました。

「なにするの？　ミラ、お店を潰す依頼は、出してない」

「大丈夫です。私はただ、この店の傾きを直しただけですから」

　みしみしと音を立て、斜めに傾いていた柱が元の垂直に戻っていきます。

「なに、これ」

「鈍器スキル【大黒柱】です。これでこの柱は今後も絶対に傾いたりしません」

「……あなた、大工さん？」

「元、ですけどね」

「へえ。驚いた」

　全然驚いているように見えないんですが……、多分本当に驚いてくれてるんでしょう。

「改めて、私は冒険者のハンナ。依頼内容を詳しく聞かせてもらえますか？」
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　ミラさんが採集したいキノコは、トルフキノコ。

　田舎育ちでそれなりにキノコの知識はある私ですが、聞いたことがありませんでした。

　それもそのはず、トルフキノコというのは、神々の戦いが始まった頃に、ぱったりと消えてしまった、伝説級のキノコなんだそう。

「アベル山で見つけたの」

「へえ、そんなレアなのが、たまたま生えていたんですか？」

「生えてなかった」

「え？　でも見つけたんですよね？」

「転がってただけ」

　説明はいちいち言葉足らずで、質問攻めで進めなければいけません。

「転がってたんですか。貴重なキノコなのに？」

「多分、鳥がくわえてたのを落とした。キノコは山の上に生えてる」

　そう言ってミラさんが取り出したのは、すすけたように真っ黒な笠かさのキノコです。

「うーん……。どこにでも生えてる、クロイワキノコに見えますけど……」

　クロイワキノコは、食用としてとてもポピュラーな種類です。スープなどに入れるとおいしいですし、お肉と一緒に焼いてもいけます。

　私の行きつけの串焼き屋でも定番のメニューです。

　じゅるり。胃もたれが治ったので、途端に食欲が湧いてきました。

「素人には見分けがつかない。でも値段は全然違う」

「へー。どのくらい？」

「大体三……、秘密」

　あれ、途中でぼかされてしまいました。

　三倍？　いや、もしかして、三十倍でしょうか。別にどれだけ価値があろうと、取ったりなんかしないのに。まだそこまでは信用されてないみたいです。

「で、トルフキノコも薬に使うんですよね？　どんな効果があるんですか？」

「背が伸びる」

「背が伸びる!?　それはもしかして、私のチビな体型も、すらりとしたカッコいい体型にできるってことですか？」

　こくり、とうなずくミラさん。

　マジですか……、余計に値段が気になってきました。

「トルフキノコを貴族に売れば、お金の問題は解決。ミラは薬屋を続けられる。あわよくば人工栽培して、がっぽり稼ぐ……」

　拳を握りしめるミラさん。無表情ではありますが、やる気は充分です。

　アベル山はティアレット市街から東に三時間ほど歩いたところにそびえています。

　山のふもとは比較的安全なのですが、山頂に近づくにつれて魔物が多くなるため、私のような冒険者が必要になるわけです。

　ミラさんの話を聞いたあと、さっそく私達は山へと向かいました。

　さすが薬くす師し、道中のミラさんの足取りは軽快でした。薬草採りのため、山までは何度も通っているのでしょう。

「ミラがトルフキノコを見つけたのは、このあたり」

　アベル山を少し登ったところで、ミラさんが言います。

　左右には木々が生い茂っていますが、決して歩きにくい山道ではありません。なぜならアベル山は冒険者の修行地としてよく使われ、踏み入る人も多いのです。

「うわ、さっそくあるじゃないですか、トルフキノコ！」

　木の根元に黒いキノコを見つけて私は指差しましたが、ミラさんは首を横に振ります。

「それはクロイワキノコ」

「え？　……ちょっとさっき見せてもらったトルフキノコ貸してくれます？」

　私は生えていたキノコを採取すると、ミラさんから借りたトルフキノコの横に並べ、見比べます。

　全然、違いがわかりません。

「光にかざして」

「光に？」

　半信半疑で、私はふたつのキノコを太陽にかざしました。

　するとびっくり。トルフキノコのほうは笠に砂金でもついているかのように、キラキラと光るではないですか。

「これが一番わかりやすい。伝説のとおり」

　なるほど。確かに、これは全然違う種類のキノコみたいです。

「このあたりには生えてない。もっと上に行かないと……」

　言いながら、なぜかミラさんがじっとこちらを見つめてきます。相変わらず無表情ですが、なんとなく意図はわかりました。

　山道には木製の看板が立てられており『この先、魔物注意』との表示があります。

　私がちゃんと冒険者として戦えるのかどうか、心配しているのでしょう。

　普通、冒険者といったら仲間とパーティを組んで行動するものですし、ひとりっきりの私に不安を感じるのも当然です。

「任せてください。ミラさんは、私の後についてきてくださいね」

　鈍ドン、と私は胸を叩たたき、先へと進みます。

　アベル山。冒険者学園の生徒だったときも、何度か来たことがありましたっけ。

　私は全然戦えなくて、みんなの足を引っ張ってばかりでしたが……。

「あっ、出た」

　ミラさんが指差す先には、ハリイノシシ。

　動物のような名前ですが、れっきとした魔物です。

　それも、新米冒険者なら一匹あたりに三人でかかれ、それが無理ならすぐさま逃げろと言われるくらい、なかなか強い魔物。

　それが目の前に三匹。

　ゴフッ、ゴフゥッ！

　ハリイノシシが私達の気配に気づき、猛突進してきます。厄介なことに、その動きは三匹同時です。右にも左にも、避よけようがありません。

　仮に避けられたとしても、それだとミラさんを守れないですし。

　けれどまあ……、問題はなしです。

　私はゆっくりと大ハンマーを背中から抜き取り、地面に叩きつけました。

「鈍器スキル【逆ぎやく地じ均ならし】！」

　鈍ドシュッ！　鈍ド鈍ドシュッ！

　三匹のイノシシが私の元へ辿たどり着つくことはありませんでした。地面から土を固めて作られた無数の槍やりが出現し、イノシシを貫いていたからです。

　建物を上に作る前に地面の高さを整えることを地均しと言います。

　が、今放ったのはその逆。ハンマーで地面の高さを極端に変化させることで槍を作り、前方から襲ってきた敵を一網打尽にする、攻防一体の技。

　それが【逆地均し】です。

「どうです。私が冒険者だって、少しは信じてもらえました？」

　振り返ると、ミラさんはパチパチと拍手を送ってくれます。

「おおー、すごい。本当に冒険者だ」

「ふっふっふ。これでもランクＤですからね。こんな魔物、敵じゃないんですよ」

「ドヤ顔のハンナ、かっこかわいい。でも……、技名はダサい」

「うっ！　こ、これはしょうがないんです！」

　正確に言わないと、神様がすねるんですから！

　ちなみに本格的にすねると、丸一日スキルの効果が弱くなったりするんですよ！
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　魔物を倒しながら、私達は上へ、上へと山を登っていきます。

「魔力が濃くなってる」

　息を切らしながら、ミラさんが言います。

「そうですね。すごく濃いです」

　アベル山は、高度が上がるほど魔力が濃くなることで知られています。この高い魔力のおかげで、魔物は食料が少なくても生きていけますし、人里に降りても来ないわけです。

　さて、お気づきになられたでしょうか……。

　私は今、ひとつ噓うそをつきました。

　そう、鈍器スキルが上がったとはいえ、私はドンケツ、どんくさのハンナです。

　そうですね？　すごく濃いです？

　はい、知ったかぶりです。

　普通の人なら感じるんですか？　その場所の魔力が濃いのか、薄いのか？

　そんなもの、生まれてこのかた、感じたことがないんですが！

　鈍器スキルで魔力は使ってますけど、それはあくまで神様の力を借りてですからね！　私自身は、センスなんて欠片かけらもないわけですよ。

　でもそんなこと言ったら馬鹿にされるのは目に見えてますからね。

　学園にいるときも、まわりに合わせてそれらしいこと言ってましたよ、はい。

　私の知ったかぶりは年季が入ってるんです！

　少し休憩。昼ご飯代わりに持ってきていた肉入りパンにかじりついていると、ミラさんが青いガラス瓶に入った液体を差し出してきます。

「これ飲んで」

　コルクの蓋を開けてみると、ツンと酸味のある匂いがします。

　どうも、単に喉をうるおすための飲み物ってわけじゃなさそうですね。

「これ、なんですか？」

「周囲の魔力を取り込む薬。疲れにくくなる」

「ああ。【ゼロ・ポーション】ですね。普通のポーションと違って、水薬そのものには魔力が込められていない──」

「それ」

【ゼロ・ポーション】は魔法のアイテムではありません。ただ、魔力を取り込みやすい植物を混ぜ合わせただけの、いわば気休めのようなもの。

　私も以前飲んだことがありますが、効果のほどはいまいちでした。

　そのわりに、おいしくないんですよね……。

　うーん。でもまあ、好意を無下にはできませんし……。

　そう思い、私は一気に飲み干しました。

「あれ……？」

　瓶を口から離すよりも早く、私は身体からだが軽くなるのを感じました。

「え、なにこれ……」

　すごくないですか？　効くなんてもんじゃないです。まるで脚に翼が生えたみたい。

これなら、今から世界最高峰の山にも挑めそうですよ！

　いや、それはさすがに言い過ぎですが。

「この山は魔力が濃いから、よく効くはず」

「いや、それにしたって、普通はこんなに効かないですよ？　これもミラさんが作ったんですよね？　すごいです」

「ミラはすごくない。元はお父さんのレシピだから」

　あれ、褒めたのになんだか不機嫌になってしまいました。

　表情がなくても、しばらく一緒にいると考えていることってわかるものですね。

「ミラのお父さん、ユニークスキルを持ってた」

「えっ」

「人を見ただけで、どこが悪いかはもちろん、必要な薬のレシピが頭に浮かんでくる」

「それは……、すごいですね」

　ユニークスキルを覚えられる人は、レイニーしかり、もれなく偉人、英雄の類いです。

　そんな人がお父さんだったら、劣等感に悩むのもわかる気がします。ミラさんは私の胃が悪いことは言い当ててましたが、レシピが浮かんでくるわけじゃないんでしょうね。

　あくまで使っているのは、お父さんが遺のこしたレシピである、と。

　でも、いくらレシピがすごくてもここまでの効き目になるものですかね……？

「あの、もしよかったら、ミラさんのスキルツリー、見せてもらえません？」

「いいけど……」

　ミラさんがツリーを開くと、やはりレベルが高いのは調剤関係の道具でした。

【乳鉢25】【乳棒23】【薬釜27】【薬瓶22】【薬や研げん21】……。

　あ、薬研というのは、取手のついた円盤のようなものを、皿の上でゴロゴロと転がして植物を細かく挽ひくのに使う道具です。

　一般的に、道具レベルは20を超えると上等と言われています。ミラさんの年齢でここまで20超えがたくさんあるのはすごいことです。

　次に、道具スキルごとの取得スキルを確認します。目についたのは【薬研】のツリー上にあるスキル【上質化】でした。

　内容は『薬研で挽いた薬の効果を１・５倍にする』。

　うーん、薬の効き目がよかったのはこれのおかげですかね？

　……でも、１・５倍程度であそこまでの効果になります？

「ん……？」

　よく見ると【上質化】のスキルを取っている道具は【薬研】だけではありません。




【乳鉢・上質化】　乳鉢のなかで混ぜた薬の効果を１・５倍にする。

【乳棒・上質化】　乳棒で混ぜた薬の効果を１・５倍にする。

【薬釜・上質化】　薬釜で抽出した薬の効果を１・５倍にする。

【薬瓶・上質化】　薬瓶で保管した薬の効果を１・５倍にする。




「あんまり見られると恥ずかしい……」

　顔を覆い隠すミラさん。恥ずかしがっていても全く表情は変わってないから、隠す必要なくないですか？

　って、そんなことはどうでもいいんですよ！

「ミラさんのスキルツリー、すごいですよ！　なんでこんなにたくさん【上質化】スキルが取れてるんです？　これって掛け合わせていったら、とんでもないことになるんじゃないですか!?」

　作る薬によって使う道具は異なるでしょうが、例えば二つ道具を使えば約２・３倍、三つ使えば約３・４倍、四つ使えば……約５・１倍の効果アップ！

　複数の道具レベルを上げ、各スキルを組み合わせることで、効果を最大にする──

　なんというか、ひとつの道具に特化している私の、真逆のようなパターンです。

　しかし、褒めてもミラさんは首を横に振るだけです。

「ミラはお父さんには全然勝てない。だから店を守るためにもっと頑張らないと」

「あのお店……、ミラさんにとっては大事な場所なんですね」

「うん。お父さんやプーたんと過ごした場所」

「プーたんというのは？」

「子どもの頃に持ってたぬいぐるみ。ハンナそっくり」

「へー、猫とか、犬のぬいぐるみですか？　それともクマ、とか？」

「ううん、豚」

「豚！　なんだかショックです！」

　私、さすがにそこまでブサイクじゃないと思うんですが！

　食欲だけは豚なみかもしれませんけどね……って、ほっとけです！

「プーたんはかわいい。ミラ、プーたんをぎゅーっとすると落ち着く……」

　そう言うと、ミラさんは後ろに回り込んで私に抱きつき、すうー、すうー、と頭頂部を嗅いできます。

「あ、あのお、ミラさん？」

　昔ぬいぐるみに同じことしてたんですかね……。あったかいし柔らかいし、なんかすごく気持ちいいんですけど、超絶美人に抱きつかれて平静でいられるほど、私は人生経験豊富じゃないんですよ……！

　でも、このとき平静じゃなかったのは、私よりもミラさんだったのかもしれません。

　ここまで登ってきても、肝心のトルフキノコが見つからない。黒いキノコはいくらでも生えているのですが、金粉のような輝きを放つものはありません。

　その焦りが、じわじわと彼女を追い詰めていたのでした。
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　休憩を終え、さらに山を登ります。

「……トルフキノコ、ない」

　ミラさん曰いわく、キノコは菌の一種で、菌糸と呼ばれる綿のような形をした本体が地中に隠れているんだそうです（今、めちゃくちゃ簡潔にまとめましたが、ミラさんの説明を要約するのはとても大変でした）。

　菌糸といえば、思い出すのは子ども時代。

　近所に住んでいた、カブトムシを育てるのが趣味だったおじいさんのこと。

　白い髭ひげを腰のあたりまで伸ばした怪しげな人でしたけど、飼っているカブトムシはとにかく立派でした。

『幼虫を大きなカブトムシにするには、菌糸の入ったおがくずで育てにゃならん。儂わしらがキノコを食べるように、カブトムシは菌糸を食べるからのぉ』

　私達が食べるキノコは、菌糸が胞子を飛ばして子どもを増やすために地面から顔を出したもの。当然、一個生えれば、二個、三個とあるのが普通です。

　でも、それがない。なんででしょう……。

　そうこうしているうちに、私達は山のてっぺんまで登ってきてしまいました。

　山の反対側は切り立った崖になっていて、景色がすごく綺き麗れいです。

　でも、達成感にひたることはできません。

「なんでないの……？」

　相変わらず無表情なミラさんの瞳から、ぽろりと涙がこぼれました。

「これじゃ、お父さんの店が潰れちゃう……」

「だ、大丈夫です。きっといい方法が見つかりますよ」

「気休めはいらない。ミラには、店を継ぐこと自体無理だったんだ」

　顔を覆い、うずくまってしまいます。

「ミラ、商才ないし……」

　商才。

　確かに彼女の性格が商売に向いているとは到底思えません。

　彼女のお父さんは、きっと正反対だったんでしょうね。

　ユニークスキルを目覚めさせるのは、誰かを想おもう心。そして誰かのために願う心。

　であるならば、お父さんがお客さんを第一に考える、優しい人だったことは容易に想像がつきます。優れた腕がありながら、あんなに店がボロいのも、いい薬を少しでも安く売ろうと努力されていたからでしょう。

　ミラさんも、志はきっと同じなのです。でも初見では考えていることが全然わかりませんし、言葉足らずなせいで彼女が出す薬を飲みたいという気にもなりません。むしろ飲むのが怖いです。

　でも、ああああ、だんだんイライラしてきました。

　なんでって？

　そりゃ、昔のひとっつも才能がなかった自分と比べて、彼女がはるかに恵まれているからですよ！

「……商才がなんだって言うんです？」

　思わず、その思いが口をついて出てしまいます。

「あなたには商才がなくても、代わりに素晴らしい薬を調合できる才能があるじゃないですか！　みんなに喜んでもらえるだけの、根っこがあるじゃないですか！」

「でも、みんなミラの薬を飲んでも、喜ばないし……」

「それはあなたの説明が下手だからでしょ！」

「じゃあやっぱり、商才の問題じゃ──」

「違う！　そんなの才能の問題じゃありません！」

　すると、ミラさんは口をぽかんと開きました。

「…………才能の問題じゃ、ない？」

「ミラさんは無表情だし、口べた。話しても上手うまく薬のことを伝えられない。それは確かにそうなんでしょう。どれだけ根っこがしっかりしてても、花が咲いてなきゃ人は寄りつきません」

「そう。だからミラは──」

「でも、だからって最初から諦めていませんか？　無表情なら無表情なりに、感情を言葉にすればいい。話せないならいっそのこと、最初から文字にしておけばいい。そういう努力を放棄してませんか？」

　無表情だったミラさんの眉が、かすかに揺らいだように見えました。

「感情を言葉にする……。言葉を文字にする……。そんなこと、考えたことなかった。お父さんはいつも、お客さんに話して伝えてたから」

　きっと彼女は、お父さんに憧れて、憧れすぎて、だからこそお父さんと同じように商売をしようとしたのでしょう。

　それが自分に向いてない方法だとしても、無意識のうちに固執していたのです。

「でも……、気づいても、もう遅い。ミラは、明日までにお金を用意しないといけなかったんだから」

「うっ」

　いいこと言ったつもりでしたが、確かにその通りなんですよね。私もしかして、落ち込んでるミラさんに追い打ちかけただけですか？

　やっちゃったかなあ──そう思って下を向いていたら。

「ミラさん！　あれ、見てください！」

「え？　あっ！」

　私の指差したところを見て、涙に濡ぬれていたミラさんの瞳がぱっと輝きます。

　真下に広がる断崖絶壁の、頂上から少し降りたところから、にょきりとキノコが生えています。

　それも、黒い笠かさの表面が、夕日に照らされてキラキラと光っているではありませんか！

「あれはトルフキノコ──ですよね!?」

「うん、まちがいない」

「やっぱり。でも、面倒なところに生えてますね。どうやって採りま──って、なにしてるんですか！」

　私はびっくりしました。

　だって、ミラさんが命綱もなしにいきなり崖を降り始めたんです。

「ちょっ、危ないですよ！」

　私はミラさんに手を差し出します。けれど、彼女は摑つかもうとはせず、それどころか崖の出っ張りに足をひっかけて、どんどん降りていってしまいます。

　ミラさん、意外と体力あります。運動神経もどんくさな私よりよほどいいです。でも、危険なことに変わりはありません。

「あ、あれさえあれば！　お父さんの店を守れる！」

　ミラさんはまわりが見えなくなっています。

　棟とう梁りょうは言っていました。こういうときが一番危ないんだって。

　事故が起きやすいのは、頭が熱を帯びているときなんです。

　そしてその不安は的中しました。

　ミラさんが摑んでいた崖の出っ張りが、がらっ、と崩れたのです。

「あっ」

　落下するミラさんと目が合います。当然、黙って見てなんかいられません。

　私は頭から崖を飛び降りると、空中で背負ったハンマーを抜きながら振り抜きます。

「鈍技【空気の杭くい】！」

　ガンッ！　ガンガンガンガンッ！

　空気中の魔力で固められた杭が、崖に突き刺さります。

「あぐっ！」

　その上に背中から落ちたミラさんは、苦く悶もんの声を上げました。

「ぎゃん！」

　私なんてもっとひどいです。頭を思いっきりぶつけましたからね。

　覚悟してたんでなんとか意識は保てましたけど。

「いたたた……。もう、なにしてるんですかミラさん！」

「ごめんなさい……」

　なにはともあれ、無事でよかったです。

　先日、ロックドラゴンとの戦闘では攻撃に使いましたが、これが【空気の杭】の正しい使用方法です。

　空気の杭を突き刺せば、垂直の崖にだって足場を作ることができるのです。

「にしても、すごいですね。トルフキノコ、たくさん採れそうですよ」

「本当だ……」

　私とミラさんは、見えない杭の上に寝そべりながら崖を見上げます。

　切り立ったその表面にはトルフキノコがあちこちに生えています。

　私はさっそく【空気の杭】を追加して、崖に階段を作りました。

　こうなればあとはこちらのもの。収穫の秋。トルフキノコの採り放題です。
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「トルフキノコ、十三個も採れた。これだけあれば、もう安心」

　目に見える範囲を採り尽くすと、ミラさんは鼻息を荒くして言いました。そして、採集したうちの三個を私に差し出します。

「これ、お礼」

「え、いいんですか？」

「ハンナがいなかったらこんなに採れなかったから。正規の報酬も払う」

　嬉うれしいことを言ってくれます。ここはありがたく受け取っておくべきでしょう。

「じゃあ、お言葉に甘えて。で、これ、どのくらいの価値があるんです？」

　出かける前は秘密にされてしまいましたが、もう信用してくれたみたいですし、教えてもらえるかもと思って訊たずねました。

　あのおばさんに払わなきゃいけないのは１万ペル。

　ミラさんが持っているキノコの数は、以前手に入れたものを合わせると十一個。

　ということは、一個で千ペルくらいしてもおかしくないのでは？

　まあ、金額よりも、今はミラさんから感謝されたことのほうが嬉しいのですが。

「クロイワキノコの相場は十個１ペルくらいですよね。その一万倍、一個で１千ペルくらいはあったりして……、なんちゃって！」

「ううん？」

「あ、さすがにそれはないですよね！　伝説級とはいえ、ただのキノコですし！」

　欲張った金額を言ったつもりでしたが──予想のはるか上をいく答えが待ってました。

「トルフキノコは一個３万ペルだよ」

「へー。さんまんぺる。それはすごい。さんまんぺるかぁー……３万ペル!?」

「そう。３万ペル」

　一個で３万ペルですよ？　私がもらった三個だと……９万ペル!?

「いや、キノコひとつの値段としてありえないでしょ！」

　いくら食べたら背が伸びるからって、そこまでの値段になります？

　そりゃ私だってすらりとした長身は手に入れたいですけど……。

　ダメダメ、これを売るだけで何日宿に泊まれると思ってるんですか！

　でも、もうキノコに頼りでもしなきゃ身長は伸びないかもしれませんし……、いいえ、絶対にダメです！

「……人工栽培、しましょう」

　ミラさんの肩を摑み、力強く進言します。

　そうです。元々、ミラさんもそのつもりだったはず。ミラさんが自分の手でトルフキノコを増やせるようになれば、相場も下がって気軽に身長を伸ばせるじゃないですか。

「簡単にはいかないと思う。トルフキノコは空気中に魔力がたくさんあるところじゃないと育たないらしいし。それに、トルフキノコには呪いがかかってるんだって」

「呪い？　なんですか、それ」

「トルフキノコを食べた人は、背が伸びるだけじゃなくて、狂暴になるんだって」

「マ、マジですか」

「眉唾な話。多分、大昔にトルフキノコを独り占めしたいと思った人が流した」

「ならいいですけど、ちょっと物騒ですね……」

　ん？　物騒といえば──なにか忘れているような気がしてきました。

　思い出しそうで思い出せない……。

　一体、なんでしたっけ。

『……やっぱりな。封魔の壺つぼや』

『旨うまいキノコには毒がある、やで』

「──え？」

　それは、ハンマーの神様、熊さん達の声でした。

「どうかした？」

　ミラさんが首をかしげます。熊さん達は私にしか見えませんし、言葉も私にしか聞こえないのですから、突然変な声を出した私を不思議に思うのも無理ありません。

　そういえば、そうでした！

　この依頼を選んだ理由、それはギルドで掲示板を確認しているときに、熊さん達が不穏なことを言い出したからに他なりません。

　熊さん達の視線を追うと──ありました。

　木の幹に隠れるようにして……【浅闇の洞窟】で目にしたのとそっくりな壺が転がっているではありませんか。

「どういうことです？　壺とトルフキノコって、なにか関係してるんですか？」

　しーん……。

　熊さん達、なんでこっちから呼びかけたときは話してくれないんでしょう。

　無駄に無表情なのも腹立たしいです。ミラさんの真ま似ねでもしてるつもりですか？

　けれど──熊さん達が質問に答えてくれなくても、すぐにわかることだったのです。

　ズン！　地面がいきなり大きく揺れました。

「な、なに？」

　揺れは、一度切りではありません。大小不規則に、しかし継続して揺れ続けています。

　ボコリ、と地面の一部が浮き上がるので、私達は慌てて立ち上がりました。

「ただの地震じゃありません！　ここを離れないと！」

「う、うん」

　自然現象にせよ、そうでないにせよ、この場に留とどまっているのは危険と判断し、ミラさんの手を引いて来た道を下ります。

　すると、数秒と経たたないうちに、後方から激しい音が鳴り響いたのです。振り返ってみて、さらに仰天しました。

「あれは、カブトムシ!?」

　なんと、人の倍は体長があろうかという巨大なカブトムシが地中から現れ、追いかけてきたのです。

「な、なんなんですかあれ！」

　と叫びつつも、なんとなく予想がついていました。

　絶対、こないだのロックドラゴンと同じ、壺から出てきたパターンですよ。

【封魔の壺】とは、強力な古いにしえの魔物を閉じ込めておくもの。そこにもはや疑いの余地はありません。

　そして、今回封印から解き放たれたのが、あの規格外のカブトムシ。

　それにしても……、なんて大きいんでしょうか。

　手のひらサイズくらいに留まってくれてたら好事家に高く売れそうなのに、完全に人との縮尺が逆転してます。

　全身が漆黒、角は木のように枝分かれしていて、その先っちょにはいくつかのトルフキノコがくっついています。

　巨大カブトムシはどう見ても私達を追ってきていました。動きはゆっくりですが、いかんせん小柄な私達とは歩幅が違います。

「──迎え撃ちますか」

　山の中腹まで戻ったところで戦うのに充分な広さを確認し、私は踵きびすを返しました。

「無茶。あんな大きな魔物と戦うなんて……」

　ミラさんは言いますが、私は自信たっぷりに返します。

「まあ、任せといてください」

　私はハンマーを握って突進します。

「鈍技【ぶちかまし】！」

　ハンマーを大きく振りかぶり、縦に思いっきり振り抜きます。カブトムシの背に命中した瞬間、金属の槌つち部分がカッと瞬き、破壊力が倍増。

　カブトムシの胴体をぶち抜きます。

「おお、一撃！」

　無表情ながらもミラさんが激しく拍手してくれるので、私はガッツポーズを返します。

　ま、本気を出せばこんなもんですよ。鈍器の扱いにかけては、私の右に出る者はいませんからね。そもそも並ぼうとする者がいないですが！

　それにしても、あっけなさすぎて拍子抜けです。【封魔の壺】から出てきた魔物なのですから、ロックドラゴン並みに強いかと思っていたのに──

「ハンナ、あぶない！」

　喝采を送ってくれていたミラさんが叫びます。同時に、後ろから大きな影が立ち上がりました。

　振り返ると、そこにはさっき倒したはずのカブトムシがいるではありませんか！

「噓うそですよね？　わひゃ！」

　カブトムシが振り下ろした角を、すんでのところでかわします。

　危ない。油断しまくってました。確かに、私はカブトムシの身体からだにハンマーをめりこませたはずでした。現に、その胴体は陥没したまま。

　しかし、今まさにその穴は再生しようとしていました。むき出しになった肉からネバネバとした綿のようなものが出てきて、元の形状に戻っていきます。

　ミラさんがつぶやきます。

「あれは菌糸……！」

「菌糸？」

　それって、キノコの本体だとか言ってたものですか？

「きっと、トルフキノコがカブトムシを育てたんだ」

「ど、どういうことですか？」

「カブトムシの幼虫は、菌糸を食べて育つ。あれは元々はただのカブトムシ。キノコに寄生されたことで大きくなった」

「ああ、背が伸びる効果ってことですね──って、どんだけですか！　とんだ詐欺もあったもんですよ！」

　こんなにデカくなりたい人がいるもんですか！

「トルフキノコの菌糸は、自分を食べたカブトムシを宿主にして増えてる。ミラ達は、地面に埋まってたあのカブトムシの角から、キノコを引っこ抜いてたんだ」

「うわぁ……」

　知りたくなかったというか、食べる前に知ることができてよかったというか……。

　トルフキノコは、おいしいけど絶対に食べちゃいけない、禁断の果実ってことです。

　身体は大きくなりますが、菌糸に乗っ取られて、やがて自分の意思を失う。

　食べると狂暴になるのはそのため。

　おそらく、キノコをその場で食べれば仲間となるので襲われない。

　逆にキノコをその場で食べなければ襲って仲間にしようとする。

　トルフキノコに蝕むしばまれたカブトムシ──いわばトルフカブトは、そういう本能で私達を攻撃してきているのです。

　倒すためには、体内に巣くっている菌糸を殺さないとダメみたいですね。

「それなら──これでどうですか！　鈍技【火ひ造づくり】！」

　私はハンマーを再び叩たたきつけます。

　瞬間、ハンマーは真っ赤に染まり、トルフカブトの表面に熱を伝え、燃え上がらせました。

【火造】は、打ちつけたものに熱を伝えることのできるハンマー。

　鍛冶仕事で大変重宝するのです。

　効果はてきめんでした。ハンマーに熱され、燃えた部分はボロボロと崩れて、菌糸が死んでいるのがわかります。

　が、効率がいいやり方とは言えません。なんせ敵は大きいのです。火が全体に燃え移ってくれればいいのですが、思ったよりもすぐに消えてしまうのです。

　……仕方ありません。じわじわと、トルフカブトが再生しなくなるまでこのやり方を続けましょうか。

「ハンナ、あれ見て……！」

「ん？　げげ！」

　腹をくくって、持久戦に持ち込もうと思っていた私にとっては絶望的なことが起こっていました。

　山頂のほうから二体、三体と、似たようなサイズのカブトムシがこちらへ近づいてくるではありませんか。

　やばいです。一体でも苦戦しているのに、複数いっぺんに来られたら厄介極まります。

「ごめんなさい。ミラのせいで……」

　すっかり弱気になったミラさんがそんなことをぼやきます。

「なに言ってるんです。諦めるのはまだ早いですよ！」

「でも、カブトムシを倒せても、どのみちこんなキノコ、売れないし……。ミラが迷惑かけたことに変わりないし……」

「いやいやいや！　食べられるようにきちんと加工すれば……、あ！」

「どうしたの？」

　思いついてしまったのです。トルフカブト達を手っ取り早く倒す方法を。

　鈍器スキルは、壊すだけが取り柄じゃありません。

　加工ですよ、加工。現場仕込みの建築技術を、今こそ見せるときでしょう！

　けれど、問題はあります。その作戦を実行するには時間がかかり過ぎるという点です。

「うう。せめて一分、いや三十秒だけ、トルフカブトの気をそらせたなら──」

「そうしたら、なんとかなるの？」

「はい。使えそうな鈍器スキルがあるんですけど……」

　答えている間にも、トルフカブトの群れは私達に迫ります。

　なんと、気がつけば五体にまで増えています。ミラさんを守りながら、この数を相手にするのはさすがに無理です。

「そうだ！　【ゼロ・ポーション】って、まだ余ってます？」

「うん。でもなにに使うの？」

　差し出された【ゼロ・ポーション】の瓶。

　私は急いで蓋を開けると、ミラさんからもらった三個のトルフキノコにぶっかけます。

　そしてトルフカブトの群れのなかに、それらを放り投げました。トルフカブト達の照準は、たちまち私達からキノコへと移り、押し合うように一ヶ所に固まります。

「なるほど。ハンナ、頭いい」

　トルフキノコは、魔力濃度の高い場所でしか育ちません。つまり、トルフカブト達の好物は、高い魔力ということ。

【ゼロ・ポーション】で周囲の魔力を溜ため込んだトルフキノコは、彼らをおびき寄せるには充分なエサでしょう。

　どうですか。魔力の流れなんて一切感じとれないどんくさな私ですが、知恵ならカブトムシよりはあるんですよ！

　さて──ちょっと先に謝っておきます。

　私、今からちょっとだけ環境破壊しますからね。

「りゃああ！」

　私はまわりに生えていたスギの幹をハンマーで叩き、豪快に伐採。

「鈍器スキル【木材化】！」

　さらにもう一度、倒れた大木を叩きます。すると樹皮がずるりと剝むけ、何百枚もの均一な木板へとバラけます。

　同じことを五本の大木に繰り返し、出来上がったのは大量の木材の束です。

　鈍器スキルの本質は、叩いたものに変化を起こすこと。

　大地をハンマーで叩けば地面や土砂の形を変えられますし、鉄をハンマーで叩けば武器や防具を作れますし、空中の魔力をハンマーで叩けば固めて透明な杭くいにすることだってできます。

　すごいスキルに思えますが、唯一の弱点は必ず叩かなければいけないこと。

　複数に分かれたものを加工する場合には、とても時間がかかってしまうのです。

　放り投げたトルフキノコを食べ尽くしたトルフカブト達が、再び私に襲いかかってきます。

「くっ！」

　やっぱり時間が足りません。あと一歩のところでダメかも──そう思ったときでした。

「こっち！」

　ミラさんが今日一番の声で叫ぶと、トルフカブト達が向きを変えるではありませんか。

　もちろん、カブト達は言葉に反応したわけではありません。

　ミラさんの腕には【ゼロ・ポーション】をかけたと思われるキノコが抱きかかえられています。

　新たなエサを発見し、トルフカブト達は本能のまま、ものすごい勢いで迫ります。

　覚悟したようにぎゅっと目を閉じるミラさん。

　でも、大丈夫です。彼女が引きつけてくれたおかげで、準備は滞りなく終わりました。

「鈍技【巨人籠かご】！」

　ハンマーをフルスイング。

　トルフカブト達とミラさんとを仕切るように、木板をガンガンガンガン、と飛ばします。

　敵は回り込んでなおもミラさんを襲おうとしますが、許すわけありません。私はさらに取り囲むように木板を彼らのまわりに突き立てていきます。

　出来上がったのは、半球状の木造ドーム。それはすっぽりとトルフカブト達を覆いつくし、左右はもちろん、上まで逃げ道をなくしました。

　あとは簡単。本体である菌糸が熱に弱いのはさっきの攻撃で確認済みです。

「鈍技【火造】！」

　真っ赤に熱されたハンマーを組み上がった木材に触れさせます。

　途端に勢いよく燃え上がるドーム。それでも私の建築物は簡単には崩れません。

　そういう設計を、ちゃんと棟とう梁りょうから習いましたからね。

「ハンナ、すごい。スキル名がいちいち男くさいことをのぞけば、すごくカッコいい」

　キラキラした瞳でミラさんが言います。

　すいません、技名についてはもう勘弁してください。

　ボコン、バコン、と内側からドームを突き破ろうとする音がします。

「む。あがきますね」

　ついには角がドームに穴を穿うがち、そこからトルフカブトが出てきましたが、全身は炎に包まれ、動きは明らかに鈍くなっています。

　引導を渡してあげるべきでしょう。

「ハンナ、倒せる？」

「あたぼーです。鈍技【ぶちかまし】！」

　私はハンマーを燃え盛るトルフカブトに叩きつけ、粉々に粉砕します。内側に巣くっていた菌糸はなおもあがき、再生しようと必死に糸を伸ばしているように見えましたが、ついには炎のなかで力尽きます。

　さすがに復活してくることはないでしょう。

　苦労しましたが、これでようやく、初のクエストクリアです。
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　トルフカブト打倒後、私は再び山頂に登って【封魔の壺つぼ】を回収しました。

　店に戻って表面の泥を洗い流してみると、そこには古代文字でなにか書いてあります。

「これなんて書いてあるかわかります？」

　冒険者学園で習いはしたものの、とても意味を理解するところまで習熟できていない私は訊たずねるしかありません。

「ええと。『彼かの者の前では、剣は剣にあらず。槍やりは槍にあらず。全ての利器は使うにあたわず。故に、利器に優まさるものは鈍器のみなり』だって。……どういう意味？」

　スラスラと読みきったミラさんでしたが、どういう意図で記されたものなのかまでは理解できず、首をかしげました。

　利器、とは鋭く尖とがったもの、つまりは剣や槍を表す、鈍器の対義語です。

　そういうものが使えないから、鈍器を使おう？　要約してみると、なんだか私を励ますかのような言葉です。

　でも、今まさに励ましが必要なのは、私ではありません。ミラさんがすっかり落ち込んでしまっているのです。

　それはそうですよね。せっかく手に入れた伝説のキノコが、人に食べさせられないものだったんですから。

　ただの昆虫をあんな化け物に変えてしまうような代物、知らんぷりして売るわけにはいきませんよね。熱してしまえば菌糸が死んで食べられるようになるでしょうけど、求められている『背が伸びる』効果も失われてしまいますし。

「もう明日までにお金を集める方法なんてない」

「うん、ないですね」

「……こういうときは、なんとかなるってなぐさめるべき」

「だって、なんともならないじゃないですか」

「そうだけど……」

「大丈夫ですよ。お金が集まらなくたって、ミラさんの薬はすごいことに変わりはないです。あとはそれを伝えられさえすればいいんです」

「でも……、ミラは無表情だし、口べただし、なに考えてるかわからないし……」

「そうですか？　今日一緒にいて、私はわかるようになりましたよ。ミラさんがなにを考えているのか」

「……ほんとう？」

「ええ。それに、ミラさんが本当は強くて勇気のある人だってことも」

「ミラ、ハンナに守られてばっかりだったけど……」

「てやんでーです。私だって、ミラさんに守られたじゃないですか」

　ミラさんはきょとんと首をかしげますが、彼女が囮おとりになってトルフカブトを引きつけてくれなかったら、今日の勝利はありませんでした。

　もう私、彼女のことがすっごく好きになってしまいました。そんな人が大切にしている店が潰されるなんて、絶対に許せません。

「私、いいこと思いついてしまったんです。よかったらのりません？」

　私は彼女にとあるプランを提案します。それはすごく馬鹿げていて、しかし店を救える唯一とも言える策でした。
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　そこからは大忙しでした。

　もはや日は暮れていましたが、私は棟梁に会いに行き、ミラさんの店に建築資材を運び入れてもらう算段をつけます。

「みなさんすみません。夜遅くまで働かせてしまって……」

「なに言ってるんです。ハンナ先生のためならこんなの屁へでもねぇ！」

「久々に先生の建築を見るの、楽しみですぜ」

　大工さん達はそう言って笑います。これは、つまらない仕事はできません。

「鈍技【床張替】、【壁補修】、【屋根修繕】！」

　鈍ドン！　鈍ドン！　鈍ド鈍ド鈍ドンッ！

「おおー！　さっすが先生！」

「みなさん、外壁の塗りはおまかせしていいです？　色はイエローで明るくかわいく！」

「合点承知！」

　まだ休んではいられません。今度は師匠の鍜冶屋へ行き、鉄をわけてもらいます。お金は出世払いです。

「すぅー……、いきます。鈍器スキル【超高速鍜冶】！」

　鈍ドン！　鈍ド鈍ド鈍ド鈍ド鈍ドンッ！

　……そうこうしているうちに、あっという間に朝が来てしまいました。

　ふいー、一休み……と言いたいところですが、まだまだ本番はこれから。

「──おつかれさま、ハンナちゃん。これ、依頼主からの報酬よ」

　私は仕事の報告をギルドに行い、マーチさんから３００ペルを受けとりました。報酬金は、元々依頼が出されたときにギルドへ預けられているみたいです。

　お金なさそうなミラさんに直接請求するのは心苦しいと思っていた、登山前の私は馬鹿丸出しです。

　袋に詰まっている銅貨。トルフキノコの値段を知ってしまった後だと少額に感じてしまいますが、クエストクリアによる初めての報酬は嬉うれしいものでした。

　昨日使った建築資材とか、金属とかのお金にほぼ消えていきますけどね……。山で魔物を倒して手に入れた魔石を売っても、ちょっと足りないかも。

「ところで、Ｃランクに上がるには、あとどのくらい依頼をこなしたらいいんですか？」

「ＤランクからＣに上がるためには……、そうねぇ、ギルドを介しての報酬を10万ペル稼いだら上がれるわよ」

「ということは、今回とおなじくらいのを三百回以上、ですか……」

　うーん、気が遠くなる思いです。地道にやるしかないとはいえ、さすがにやる気が削そがれますね。

　まあ、それはさておき、今回の仕事は私にとって、報酬の金額以上に有意義なものとなりました。

　これからの冒険の足掛かりを作ることができたと言っても、過言ではありません。

「ところで、ギルドって貼り紙することってできるんですか？」

「ん？　ハンナちゃんがギルドに依頼を出すってこと？」

「いえ、そうではなく。冒険者に役立つお店の紹介をしたいんです」

「それって……、ミラちゃんのお店？」

　昨日、ミラさんに関する怪しげな噂うわさを教えてくれたマーチさんです。そりゃあ不信感を持つのは当然でしょう。けれども、私は眉をひそめた彼女にくすりと微ほほ笑えみます。

「いいえ、ミラさんと──私のお店です」
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「ただいまです」

「お帰り、ハンナ」

　ギルドから戻ってくると、お店のまわりには人だかりができていました。

　道行く人達がミラさんの店を二度見し、少しずつ立ち止まっているのです。なかには冒険者ギルドに貼った広告を見て、さっそく来てくれた冒険者も混じってるみたいですが。

「こりゃあ一体、どういうことだ……」

「ここにあったのは潰れかけの薬屋だったはずだが……」

　なんということでしょう。

　昨日までボロボロの薬剤店が建っていた一角には『冒険者の店エッグタルト』という看板が掲げられた、タマゴを思わせる黄色い外観の、真新しいお店ができていました。

　なかには幅広い通路が設けられ、薬品だけでなく、冒険に必要な武器や防具がずらりと並んでいます。

　棚は匠わたしの作った特注品。足元には引き出しがついていて、スッキリとした見た目からは想像もつかないような収納力です。

　二階まで吹き抜けになった天井にはガラスの天窓がつき、薄暗かった店内を明るく照らします。

　それでいて光に弱い薬品の棚には、どの時間帯においても日差しが当たらないよう角度が調整されているところに、匠わたしの技が光ります。

　お店の中央を支える柱やお客さんと応対するためのカウンターは、以前と変わりません。

　ミラさんがお父さんから薬の作り方を習った奥の調剤室も、ちゃんと残されています。

　お父さんとの思い出はそのままに、ミラさんの店は新しく生まれ変わったのです。

「さて、新しくなったお店のお披露目です。お客さんを迎え入れましょう！」

「う、うん。じゃあ……、い、いらっしゃいませ」

　店前に立ち、頼りなくではありますが、ミラさんが声を発します。

「薬と武器。エッグタルトには冒険者に必要なものがたくさん揃そろってます！」

　私が続けると、まわりにいた人々はおっかなびっくり、店内へと足を踏み入れます。

　エッグタルトは柔らかさと固さが両方ある、という意味で名付けました。

　つまり、薬と武器。この店ではそのどちらもが看板に恥じないクオリティです。

「な、なんだこの剣は……！　一目で質が違うのがわかる……！」

「こっちの盾も、軽いのに頑丈そうだぞ！」

「しかもめちゃくちゃ安い！　どういうことだ!?」

「ふふふ……」

　思わずドヤ顔になってしまいます。

　並んでいるのは、昨夜、師匠のところで作った武器や防具。

　師匠のものには劣りますが、市場に出回っているものと比べたらなかなかレベルの高いものだと自負しています。

　伊達だてに鈍器レベル、１億を超えてはいないのです。

　まずは武器や防具の品質で客を釣り、薬を試させる作戦ですからね。とりあえず感触は上々といえるのではないでしょうか！

「さあさあ、新装開店記念に、お店で売っている薬も無料でお試しできちゃいますよ？」

　私は言いながら、蓋をとった小瓶をお客に配っていきます。武器が売れたって、この店が立て直せたとは言えません。あくまでミラさんの薬が売れないと。

　そのためには、一度試してもらうのが一番です。効き目の体感に優まさる説得なんて、ありはしないのですから。

「へえー、買う前に試せるなんて、気が利いてるぜ」

　くくく、薬の効き目に驚くがいいです。

「ハンナ、悪い顔になってる」

「そうですか？　ちょっとニヤけてるだけですけど」

　冒険者達が小瓶に口をつけようとした──そのときでした。

「待ちなさい！」

　大声とともに店へ入ってきたのは、昨日ミラさんにクレームをつけていたおばさん。

　ガラの悪い、脅し役の男も一緒です。

「あなた達、騙だまされちゃダメよ。あの子の作る薬は全部不良品なんだから！」

「そうですぜ。見てくだせえ、奥様の肌を。この店の薬を飲んだせいでこんなにガビガビになっちまったんだ」

「ガビガビとはなによ！　失礼ね！」

「あ、すんません。でもね、この店はヤバいって伝えるには一番でしょう？　いいですかみなさん、薬くす師しミラは客を実験台としか思ってない、性根の腐った女なんですよ」

　なんてこと言うんでしょう。

　店が新しくなってミラさんの表情も明るくなっていたのに。

「マジかよ。こ、これもヤバい薬なのか？」

「質のいい武器をエサにして、俺達に怪しい薬を試させようって魂胆だったわけか……」

　ああ、ミラさんがしゅん、とうつむいてしまいました。

　みんな好き勝手なこと言い過ぎです。どんどんムカムカしてきました。けれど、私が言い返したって、物事は解決しません。

「ほら、ミラさん」

　ぽん、と肩を叩たたくと、ミラさんは私の言ったことを思い出してくれたみたいです。

　伝える努力。彼女自身がそれをしなければ、誤解は誤解のまま。

　変わる必要があるのは店の外観だけではありません。ミラさんの内側も変わらなければならないのです。

　おずおずとではありますが、ミラさんはクレーマーおばさんの前に立ちました。

「な、なによ。私の言ってることは本当でしょう？」

「……そう。おばさんの肌がそうなったのはミラのせい」

「やっと認めたわね！　だったら責任をとってちょうだい！」

「でも……、それは途中。このあと、その肌は新しくなって、すごくツヤツヤになる」

「えっ？」

「もし一週間して綺き麗れいにならなかったら、賠償する」

　相手の手を握り、瞳をのぞきこむミラさん。

「……だから、信じて」

　おばさんは大いにたじろぎました。

　ええ、わかりますその気持ち。ミラさん、絶世の美女ですからね。そんな彼女に潤んだ瞳で見つめられて、平静でいられるわけがないんですよ。

「ま、まあそこまで言うんなら？　あと一週間くらい様子を見てあげてもいいけど……」

「奥様！　なに仰おっしゃってるんですか！」

　おばさんの態度変容に一番驚いたのは、脅し役の男です。

「だってそうでしょ？　店にこれだけお客が来るようになったなら、前と違ってちゃんとお金は用意できそうだし。大体、私は別にお金に困っているわけじゃないから。見せてほしかったのは誠意なのよね」

「それじゃ困るんですよ！　ここにはウチの店を新しく建てる予定だったのに！」

「それこそ、私には関係ないわ。それに今この店を潰して、一週間後にツヤツヤになってご覧なさい。もうその薬が手に入らなくなっちゃうのよ？　そっちのほうが困るでしょ」

　自己中心的な物の考え方までは変わっていませんが、おばさんはとりあえずミラさんを信じる気になってくれたみたいです。

「じゃあ、また一週間後に」

　そう言ってお店を出ていくおばさんを、悔しげに男が追いかけます。

「クソッ。こんないい土地、なかなか手に入らないっていうのによ……！」

　どうやら男は脅し役として雇われたわけではなく、おばさんを利用する側だったようです。

　ふふん、いい気味ですよ。ミラさんの薬は絶対効きます。一週間後、おばさんが嬉き々きとして店にやってくるのが目に浮かぶようです。

　状況の変化についていけてないのは冒険者のみなさんです。

　小瓶を持ったまま立ち尽くしている彼らに、ミラさんが向き直って言います。

「みんなに配ったのは、疲れにくくなる薬。三日間効果が続くから、冒険に役立つはず」

「えっ、三日間も？」

「そんなに効果が続く薬、あるはずないだろ」

「上手うまいこと言って、俺達を騙そうったって、そうはいかないぞ！」

「ミラを、信じて」

　またしても出ました。ミラさん会心の「信じて」攻撃。上目遣いオプションつき。

　敵意むき出しだったおばちゃんにすら効いたんです。男達に効かないはずがありませんでした。その場にいた全員が、ミラさんに落ちていく音が聞こえるようです。

「お、俺は飲むぜ。こんな綺麗な子に頼まれたんだ。これで死んでも本望だぜ！」

「そのとおりだ。これで飲まなきゃ、冒険者として、いや漢おとことして終わっている！」

　見事な手のひら返しを披露し、みんな一気に薬を飲み干します。

「ん？　うおおおお、なんじゃこりゃあ！」

「疲れが完全に吹っ飛んだ！　頭もキンッキンに冴さえてやがる！」

「全身の筋肉にエネルギーが行き渡って……、うおおお力こそパワー！」

　そのあとは大変でした。みんなひっきりなしに武器と薬を買っていき、お店の棚は空きだらけになってしまいます。

　やや客の流れが落ち着いたところで、ふと店の外を見ると、なかに入るのをためらっている一団がいることに気づきました。

　よく見れば、それは冒険者試験の時にも私を馬鹿にしていた同級生達。私が魔石をローゼリアから奪ったのだと主張していた連中です。

「お前ら、どうしたんだよ。買い物していかないのか？」

　事情を知らない先輩の冒険者が、彼らに言います。

「ここで武器と防具を揃えないのは損だぜ？　この品質のものは、他の店に行ったら倍はするぞ」

「何言ってるんだよ。買うなら薬だろ薬。こんな上質なの、王都でも手に入らねえよ」

「いや、でも……」

　店の前で立ち止まられていても迷惑です。

　仕方がないので、私から声をかけることにしました。

「どうしたんですか、みなさん。お客様は神様です。お金さえ払えば、誰にでも売ってあげますよ？」

　上から目線に聞こえたのでしょうか。

　それとも見下していた相手から歩み寄られたのが不快だったのでしょうか。

「だ、誰がドンケツハンナの店なんかに金をおとすかよ！」

「そ、そうよ。どうせ武器や防具だって、すぐに壊れる不良品に決まってるわ！」

「薬だってあとでどんな悪影響が出るかわかんないし！」

　彼らは口々に言って、悔しそうに店の前から立ち去っていきました。

　まったく、営業妨害もいいとこです。私がどんどん認められていってるのが、気にくわない感じですかね……。

　ま、私も別に無理してまで仲よくしたいとは思ってないので、構いません。

　今度店に来たときは土下座して謝らなきゃ、入れてあげませんから！
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　夕方になってやっとお客さんの流れが落ち着き、私とミラさんはふうーっと椅子に身体からだを預けました。いやあ、なかなか心地よい疲労感です。

「ありがとう。お店をお父さんがいたときみたいに、にぎやかにしてくれて」

「別にいいんですよ。私も帰る場所が欲しかったですし」

　これまでは宿屋暮らしでしたが、私も今日からここに住むことになりました。

　二階にはちゃんとふたり用の居住スペースがあります。

　冒険者ギルドからも近いですし、便利なことこの上なしです。

　それにミラさんの料理、めちゃくちゃおいしいんですよ。多分、鍋とかの道具レベルもすごく高いんじゃないですかね。料理のおいしさが１・５倍になるスキルとか身につけてそうです。

「ミラ、がんばった」

「？　ええ、頑張りましたよね。話すの苦手って言ってたのに、すごかったと思います」

　褒めてほしいのかな、と思ってそう返してみたのですが、彼女は満足していない様子。

「あー、癒やされたい」

　ミラさんはおもむろにそう言うと、ぽんぽんと自分の太ふと股ももを叩きます。

「ここに座って？」

「え、どういうことですか？」

「いいから座って」

　なんだか有無を言わせない雰囲気です。仕方なくミラさんの太股の上に座ると、後ろからぎゅうっと抱きつかれました。

「にゅうう。プーちゃん……」

　うわ、本当に癒やしを求めてますよこの人。黙っているとすごく綺麗ですけど、こういうところ子どもっぽいですよね。

「あの、ミラさん。私、ぬいぐるみじゃないんですけど」
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　別に嫌なわけじゃなかったですが、とりあえず不平を口にしてみます。ところが、ミラさんは不機嫌そうに返してきます。

「これくらい、がんばったごほうびとしては安い」

「ええー……。まあ、いいですけど」

「ハンナ、好き」

　余計に強く抱きしめられました。しょうがないなあとミラさんの頭を撫なでてあげていると、なんだか愛いとおしい気持ちになってきます。

　ううむ、もしかして、これが「友達ができた」ということなんじゃないでしょうか！

　学園ではついぞ作ることのできなかった関係性……、感動です！

「──あー！　なんかイチャイチャしてる！　ヤダヤダ、ズルくない!?　アタシもハンナをむぎゅーっとしたいんですケド!?」

　けれども、そんな和やかな空気に水を差したのは、自称『私の親友』のダークエルフでした。相変わらずへそ丸出し、痴女みたいな格好をしています。

「なにしに来たんですか、ローゼリア」

「うわ、冷たい！　ギルドに貼り紙があったからさ、どんなかな、と思って来てみたんだケド……」

「あなたに売るものなんてないんですよ、しっしっ」

「ひ、ひどい……」

　すん、と鼻をすするローゼリア。落ち込んでいるような顔つきですが、他の同級生と比べてやはり彼女は図太いです。

　私のこと、一番いじめてたくせになんの遠慮もなく店に入ってくるんですからね！

　そして、やだやだ。この女が来たということは、もうひとりもどうせいるんでしょう？

「ふうん。特例ランクアップのために頑張っているのかと思えば、気楽にお店ごっこなんか始めているとはね」

　はい、やっぱりです。セシル・ソルトラーク。一番来てほしくなかった人が早くもやってきました。しかも、なかなか的外れなこと言ってくれちゃってます。

「私の狙いに気づけないとは、セシルって意外と大したことないんですね」

「狙い、だって？」

「そうです。てっとり早くランクを上げるためには、街やギルドに貢献しなきゃいけないんでしょう？　だったら、単に自分が冒険するだけじゃなく、他の冒険者のサポートができたら？　例えば良質な武器や薬を提供する、とか」

　私はミラさんを助けるためだけに冒険者の店を始めたわけじゃないんです。やるからには、ティアレットで一番の店にしてやります。

「最高の品質、最安の価格、最大の品揃ぞろえ。冒険者なら誰でも知っている、誰もが行きたくなる最高の店に、ここはなります。そうすれば誰だって認めざるを得ないでしょう？　この店がティアレットに貢献しているって」

「ハンナ、頭いい」

「ふっふっふ」

　ミラさんの絶妙な合いの手に、私はドヤ顔になります。

　我ながら完璧な計画。究極のランクアッププランです！

「なるほどね。キミの考えはわかったよ。確かに、それができれば短期でのランクアップも不可能じゃないかもしれないな」

　しかしセシルは、妙に冷静なままで不気味な笑みを浮かべます。

　あれ……、絶対に悔しがると思ってたのに、なんですかね、この気持ち悪い感じ……。

「この店が街に貢献、ね。でも、それは無理じゃないかなあ」

「な、なんでですか」

「決まり切ったことさ。しばらく店を続けてみればわかるよ、必ずね」

　そう言い残すとセシルは背を向け、店を出ていきます。

「ま、待ってよセシル！　なんかアイテム、買ってかないのー？」

「買うわけないだろ、バカ」

「ヤダヤダ、ヒッドーい！　さすがにバカはないんじゃない？」

　ローゼリアもまた、慌てて彼女のあとを追って出ていきます。全く、なんてムカつく冷やかしなんでしょうか！

　どうせ来たのなら開店祝いのひとつやふたつ、置いていけないんですかね。

「ハンナ……」

　ほら、ミラさんの眉尻が心配げに下がってます。

「大丈夫ですよ。あんなの、単に私達を不安にさせたいだけなんですから」

「そ、そうだよね」

　けれど、私は思い知ることになるのです。彼女、そして彼女の父、バゼル・ソルトラークがこの街でどれだけの権力を持っているのかを。
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「……おかしいです」

　エッグタルトの開店から十日が経たちました。

　私が冒険に出ているあいだもミラさんはしっかりと切り盛りしてくれて、五日目までは上々の滑り出し。

　けれど、そのあとがよくありません。六日目にやや売上が落ち、そこからは日に日に客足が減っていきました。

　単にオープン時がよすぎただけかな、とも思っていたのですが、それにしてはなんだか妙です。お客さんが変によそよそしいというか、店に入ってくるときにこそこそしてる感じがするんですよね。

「ミラの接客のせいかな……。感謝が表情に出ないし……」

　しゅーんと落ち込んでいるミラさん。そんなことないですよ、と頭を撫なでてあげます。

　ふうむ、さすがに原因を探りに行く必要がありますね。

　とりあえずマーチさんに店の評判を聞きに行こうと、私はギルドに向かいました。

「──あれっ？」

　掲示板に貼ってもらっていたエッグタルトのチラシがなくなっています。

　これは一体、どういうことでしょう。

「あのう、マーチさん。どうしてウチの貼り紙がなくなってるんですか？」

「え？　ああ、それね……。オープンしてしばらく経ったから、もういいかなと思って」

　受付嬢のマーチさんは、明らかに挙動不審になります。

「てやんでーです、マーチさん。噓うそつくの下手ですね。本当のこと言ってください」

「あ、やっぱりわかっちゃった？　……はあ、こんなんじゃギルドの受付嬢とかやってられないわよね」

「そんなことないです。噓つけない人ってことは、信頼できる人ってことですから」

「信頼、ね……。そんな風に思われてると、余計に情けなくなってくるわ」

　マーチさんは気だるげに、というか疲れた雰囲気で髪の毛先をいじります。

「なにがあったんですか？」

「ハンナちゃんのお店ね……、ちょっと悪い噂うわさが立ってるのよ」

「噂？　一体どんな？」

「邪神と契約した鈍器使いがやってる、邪教徒のお店なんだって」

「はあ!?」

「いや、言ってるのは私じゃなくて、あくまで噂だからね？」

　マーチさんがわたわたと弁明します。

「貼り紙を見た人が『ギルドは邪教徒の店を応援するのか』って文句言ってくることが多くて。ギルドマスターも『これじゃ仕事にならないから』って」

「それで貼り紙をはがしてしまったんですか……」

「ごめんなさい。私はハンナちゃんの人となりを知ってるから否定したんだけど……」

「いえ、マーチさんが謝ることじゃないです。というか、こちらこそ迷惑かけたみたいですみません……」

　多分マーチさんは、私に気を遣って、噂が耳に入らないようにしてくれていたんだと思います。

　自分が責められても、ギリギリまで私やエッグタルトを庇かばってくれていたんです。そんな人を誰が責められるでしょうか。

　問題なのは鈍器への差別。

　まあ、いつかはぶち当たるだろうと思っていたことではあります。

　私が鈍器使いであることは、ごく短期間のうちに広まってしまってます。

　そしてこの世界においては、それは強烈な足あし枷かせなのです。

　鈍器ですごいことができるということは、鈍器を司つかさどる邪神ドルトスの強い加護を受けている、と見なされるのですから。

「まあ、噂なんて気にしなくていいわよ。真面目に商売をしていれば、わかってくれる人はわかってくれるんだから」

　マーチさんは慰めてくれますが、納得いきません。

　どうして鈍器レベルが高いというだけで、偏見の眼まな差ざしを向けられなければならないのでしょう。

　こっちだって、好きで鈍器は持ちません。剣の神様や槍やりの神様が振り向いてくれたのなら、きっと違う武器を使ってます。

　でも、そうはならなかったじゃないですか。どんなに努力しても、手をマメだらけにして頑張っても、レベルはぴくりとも上がらなかったじゃないですか。

　だからこそ鈍器を持ち、だからこそ気づけたんです。

　鈍器を使っている、ただそれだけの理由で理不尽な扱いを受けている人々に。

　棟とう梁りょうや師匠、素晴らしいものを世に生み出しながらも、蔑まれるばかりの人達に。

「……てやんでーです」

　負けてたまるもんですか。

　差別、偏見、迫害。

　そんなもの、私のハンマーで粉々に打ち砕いてやります。

　きっとそれこそが、私の鈍器レベル１億に課せられた使命なのです。

「ハ・ン・ナ♪」

「にょわあああ！」

　静かに闘志を燃やしているときにいきなり背後から抱きつかれ、思わず奇声を上げてしまいました。

「あはっ。ビックリした？」

「ロ、ローゼリアですか。なんなんですか、一体」

　ローゼリアは私を驚かせたことにご満悦みたいです。

　やっぱり、イジメっ子はいつまで経ってもイジメっ子。人をからかうのがそんなに楽しいんですかね。

「ちょっとハンナに伝えたいことがあってさあ……」

　ローゼリアは私に抱きついたまま、耳元で囁ささやきます。

「エッグタルトについての噂を流してるの、セシルんちなんだよね……」

「えっ。セシルが？」

「うん。セシルがって言うよりは、理事長が中心みたいなんだけど」

　バゼル・ソルトラーク。冒険者学園理事長にして、剣闘王とまで呼ばれた剣の達人。

　そして、私を学園から追い出した人……。

『この店が街に貢献、ね。でも、それは無理じゃないかなあ』

　セシルの言葉が思い出されます。

　あれは、この状況を見越しての発言だったのでしょうか。それとも彼女が自発的に父親によからぬことを吹き込んで、私の店を潰そうとしているのでしょうか。

　どちらにせよ、ムカつくことに変わりはありません。私はきょろきょろとギルド内を確認しますが、どうやらセシルはいないようです。

「まさかローゼリアも噂を広めるのに一役買ってたりしないですよね」

「アタシが？　んなのするワケないじゃん。この杖つえのストラップに誓ってもいいよ？」

「なんですか、そのぺらっぺらな誓いは……」

　大体、どのストラップに誓ってるんです？　じゃらじゃらつけまくってて、ひとつくらいなくなってても全然わからなそうですけど。

　まあ……、一応信じてあげますか。

　ローゼリアが噓をつくメリット、今回はなさそうですしね。というか、噂の出所をこっそり教えてくれたことには、感謝しなくてはいけません。

「ねーねー。アタシになにか言うことなーい？」

　そんな私の心の機微に気づいたのか、ローゼリアは私にひっついたままニマニマします。

「あ、ありがとう？」

　素直に謝意を伝えてみたら、ローゼリアはにっこおと笑みをさらに深めます。

「いいんだよぉ。アタシ達、親友じゃん？」

　そのまま、るんるんとスキップでも始めそうな勢いでギルドの外へと出ていってしまいました。

　ほんとなんなんでしょう、あの人。気持ち悪いですね……。

　しかし、おかげでやるべきことはわかりました。私は対たい峙じするべきなのでしょう。

　冒険者学園時代の因縁の相手、バゼル・ソルトラークに。
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　ソルトラーク家の屋敷がどこにあるかは、ティアレットの住人なら誰でも知っています。

　街の西、高級住宅が建ち並ぶ一角。その中で最も大きな屋敷……、もはや城と言っても過言ではない建物こそ、学園理事長にして剣闘王、ティアレットの影の支配者とも囁かれるバゼル・ソルトラークの根城なのです。

　根城、というのは言い方が悪い？

　いいえ、合ってます。バゼル・ソルトラークは私にとっては魔王。

　不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵なのですから。

　ミラさんを連れて屋敷の前へとやってくると、門番ふたりが槍を構え威嚇してきます。

「とまれ。この屋敷に何用だ」

「エッグタルトのハンナ・ファルセットとミラ・カーライトです。理事長にお話ししたいことがあります」

「エッグタルト……？　ああ、邪教徒の店として評判の。そんな汚らわしいヤツらを通すわけがないだろう」

　門番達は侮蔑的な眼差しを向けてきます。私にだけならともかく、ミラさんにまで。

　腹が立ちますが、ここでブン殴っても肝心の相手に会えなくなっちゃいますし、穏便に済ませましょうか。

「なら、これではどうです？」

　私は懐から一通の手紙を取り出します。怪け訝げんな顔で受け取った年かさのほうの門番は、赤い封ふう蠟ろうに押された紋章を見て青ざめます。

「こ、これは、メディト家の……！　どうしてお前がこんなものを！」

「メディトのおばさんは、ミラのお客さん」

　古くからティアレットを支える豪商メディト。

　今はそれほど強い権力を持っているわけではありませんが、ソルトラーク家でも無視はできない存在です。

　そして、メディトを束ねるロブ・メディトの奥さんこそ、肌がガッサガサになったとクレームをつけてきた、例のおばさんだったのです。

　もちろん、今はお肌ツルツル。完全にミラさんが作る美容液の虜とりこですけどね！

　しかし、あのおばさん、本当にお金には困ってなかったんですね……。

　門番が手紙を開封します。中にはいかにエッグタルトが素晴らしい店であるか、そしてその悪評を立てることがどれだけ愚かなことであるかがツラツラと書かれています。

　私も事前に中身を読ませてもらいましたが、クレームをつけさせたら天下一品でした。敵に回すと面倒ですが、味方にすれば千人力。

「くっ。おい、この手紙を持ってご判断を仰いでこい！」

「はっ、はい！」

　命令された若いほうの門番が、慌てて屋敷へ走って行きます。手紙の効果は絶大で、しばらくすると私達は、屋敷の応接間へと通されたのです。

「なんか、すごいところ過ぎる……」

　ミラさんはお腹なかを痛そうにさすっています。無表情なのでわかりにくいですが、そうとう緊張しているみたいです。

　まあ……、天井はやたら高いですし、絨じゅう毯たんは柔らかいですし、肖像画が至るところに飾られてますし、金持ちの家って感じがハンパなくしますからね。圧倒されるのも無理ないです。

　私も怒りで感覚が麻ま痺ひしてなかったら雰囲気に吞まれていたかもしれません。

　しばらく待っていると、応接間の扉が開きました。現れたのはセシル。そして奥にはバゼル・ソルトラークが立っています。

　理事長はどかっと椅子に座ると、威圧的に私を睨にらみつけてきます。

「貴様か、ノミ」

　開口一番これですよ。やってられませんね。

「ええ、私です。覚えていてもらえたとは光栄です」

「忘れようにも忘れられんからな。貴様の虫すら殺せん無様な剣さばきは」

「ですよね。だから学園から追放されたんですものね。学園の伝統、合格率百パーセントを守るんでしたっけ」

　私は見せびらかすように冒険者の証あかしを取り出しました。

「でもおかしいですね？　私、合格しちゃいましたけど」

「ふん、それこそキミが邪神に魂を売った証明だろ？」

　セシルが吐き捨てるように言います。

「でなければ、合格なんてありえなかったんだからね。決まり切ったことさ」

　ローゼリアから魔石を奪い取った、の次は、邪神に魂を売った、ですか。

　ほんとにこの女はもう……。

「理事長。あなたは責任ある立場なのに、娘の言うことを鵜う吞のみにしてしまう人なんですか？　だとしたら興ざめなんですが」

「はっ。俺が誰かに言われてやっていると思っているのか？　だとしたら大間違いだ。貴様の店を潰そうと思っているのは他ならぬ俺自身。セシルにはその手伝いをしてもらっているに過ぎない」

「へえ。手伝いって、あることないこと言いふらす卑ひ怯きょうなやり方のことです？」

「ボクはみんなに真実を伝えているだけだ。それのどこが卑怯だと言うんだい」

「なるほど。個人の思い込みも、行き着くところまで行き着けば真実に変わるんですね。知りませんでした」

「なに!?」

「──セシル」

　理事長の喉から、凄すごみのある低音が発せられます。それにより彼女はすっかり萎縮してしまいました。

　いいえ、彼女だけではありません。私だって、背筋のうぶ毛が逆立つのを感じました。

　ミラさんなんて、理事長が登場してからは置物みたいになって、一言も言葉を発していません。

　鈍器レベルが上がった今だからこそわかります。

　剣闘王バゼル。この人はやっぱり強いです。さすが、レイニーと並び称されるだけのことはあります。

「毛布にノミがいるのがわかれば、誰でも天日干しにする。それと同じだ。ティアレットは冒険者の街であり、剣闘王たる俺の庭。そこで邪教徒が店を開くなど、許されるはずがあるまい」

「あのですね、私は確かに鈍器を使いますが、邪教徒でもなんでもないんですよ」

「なら貴様の鈍器レベルについてはどう説明する。ギルドからはありえない数字がスキルツリーに表示されたと聞いているぞ」

「……」

　理事長らの言っていることは完全に言いがかりです。

　でも、それを証明する手段がないのです。

　昔から邪教徒の疑いで裁判にかけられる人は少なくありません。

　彼らは『自分達が邪教徒ではない』ということを自ら証明することを求められ、それができずに有罪となりました。

　私も、もし邪教徒の弾劾裁判にかけられたとしたら──きっと有罪にされ、一生牢ろうのなかで暮らすはめになるでしょう。

　それに、ぶっちゃけ私は邪神と呼ばれる存在、鈍器を司つかさどる神でもあるドルトスに、そこまで敵意を持っていません。というか、鈍器の神様は本当に邪悪なものなのだろうか──そんな疑問が、私のなかには芽生えつつあります。

『わいら散々言われとるがな……』

『しゃーないわ。悪者にされるのはいつものこっちゃ』

　鈍器の神様──二匹の熊さんが、そんなことを話しているのが聞こえます。

　このかわいい子達が邪神の一部だとはどうしても思えないんですよね。

　邪神を信仰なんかしないけど、そもそも邪神だと言われている鈍器の神ドルトスは、別に悪い神じゃないのでは、なんて……。

　そんな思想、理事長やセシルのような偏屈な人達には絶対に言えません。言えばそれこそ邪教徒として認定されてしまうでしょう。

「……ハンナは邪教徒なんかじゃない」

　どうしたものか、と思っていると、隣でミラさんがぼそりと呟つぶやきました。

　あれっ、ミラさん、理事長から無駄に発せられている威厳に竦すくんでいるのかと思っていたんですが、どうやら違ったみたいです。

　これ、わかりにくいですけど怒ってますね。それもすっごく。

「だから、それをどう証明するのかと聞いている」

「行動で証明する。邪教徒呼ばわりしたことを、あなた達が恥ずかしくなるくらいのことを、これからハンナがやってくれる」

「ほおー？」

「ちょ、ちょっと待ってください？　なに言ってくれちゃってるんですかミラさん！」

　味方してくれるのは嬉うれしいんですけど、何気に私が頑張らなきゃいけない方向に話が進んでいる気がするんですけど！

「そこまで言うなら見せてもらおうか。貴様らのようなノミがあがく様をな……！」

　冒険者でもないミラさんに言い返されるとは思っていなかったのでしょう。理事長はこめかみにピキピキと血管を浮き上がらせながら、そう言い放ったのでした。
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「あっはっは！　やるわねあなた達！　あのバゼルにケンカを売るなんて！」

　お店に来たメディトのおばさんが大笑いします。

「あのですね、おばさん。これ全然笑いごとじゃないんですよ」

　最初こそ敵対していた彼女ですが、今では一番のお客さんです。

　悪い噂うわさが立ってからも、一日たりともかかさずお店に来て、何かしらの美容アイテムを買っていってくれます。理事長への手紙だって書いてもくれましたし、悪い噂を消そうと私達の知らないところで頑張ってもくれてるみたいです。

　肌が若返ったからでしょうか。

　本当に、性格も以前とは全く違っておおらかに感じます。

　ミラさんの薬のおかげで、おばさん、どんどん綺き麗れいになってますよ。

「まあ、笑ってばかりもいられないわね。ソルトラークはこの街で一番の権力者だから、私ができることも限られるし。宣言を現実に変えられなければ、次にアイツがしてくるのはあなたを邪教徒裁判にかけることでしょう」

　邪教徒裁判。さすがにブルル、と背筋が震えました。

　一度疑われたら最後、絶対に無罪にはならないと言われる、恐ろしい裁判です。

　普通に鍛冶師や大工が鈍器を使っているくらいなら、裁判にかけられるまではいかないんですけどね……。

　邪教徒、邪教徒と罵っていても、みんな本気でそう思っているわけじゃないですから。

　でも、私の場合は違います。だってレベルが１億とか、自分で言うのもなんですけどもはや神の領域じゃないですか。

　しかも邪神は、今もリアルに「存在する」神様です。大昔に起きた神々の戦争で血肉の大半を失いながらも生き残り、魔人や魔物らを使役し【魔の大地】を支配している──

　邪教徒裁判は、信仰の有無を罰するだけでなく、魔人や魔物に人間側の情報を売り渡すスパイを取り締まるものでもあるわけです。

「ハンナ、ごめん……」

「ミラさんは謝らなくていいんですよ。どのみちアイツらを見返す計画を立てなきゃいけないのは変わりないんですし」

　それにミラさんが言い返してくれたのは、ちょっと嬉しかったですしね。

「でも、どうすればいいんですかね？　こうなると、ギルドの仕事をちょこちょこ受けてても、どうにもならないような気がするんですけど……」

　こういうときは年長者の知恵を借りるべきでしょう。そう思ってメディトのおばさんを見つめます。

「そうね。ふたりはルドレー橋、って知ってるかしら？」

「ルドレー橋？　ええと、王都ラベックとティアレットを結ぶ大きな橋ですよね。でも、一年前の大洪水で流されたんでしたっけ？」

　王都は私の故郷と逆方向なので、渡ったことありませんけど。

「あの橋がないと旅人やキャラバンは迂う回かいするか、船を使うしかなくて、王都からティアレットへの物流は滞る。ところが、そんな大事な橋が一年経たってもまだ直っていないの」

「え。そんなことってありえます？」

　どんなすごい橋でも、一年もあれば架けられそうなものです。大工さんの人手が足りないのでしょうか。

　だとすれば役に立てるかも……って、私はもう大工じゃなくて冒険者なんでした。

「橋が完成するたびに、魔物が壊していくから、何度作り直しても埒らちがあかないのよ」

「魔物が橋を壊す？　しかも何度も？」

　どうしてでしょう、と疑問は湧きましたが、だんだんと話が見えてきました。

「なるほど。つまりはその魔物を私が倒す、と」

「そうそう。魔物って要は邪神の使いでしょ？　大きくて強い魔物ほど、邪神の強い加護を受けてるし、こう何度も壊されてると『邪神の命令で動いているんじゃないか』って噂も出てきてるわけ。それを倒して戻れば、ちょっとは店の評判も回復するんじゃない？　上がりすぎてる物価も元に戻るし、みんなから感謝されると思うわよ？」

　確かに。最近、ティアレットの物価ってやたらと上がっているんですよね。前なら一本３ペルで買えていた串焼きが、今じゃ５ペルもするんです。ありえなくないですか？

　学園を追い出されたときに今の物価だったら、間違いなく死んでいましたよ。

「ルドレー橋が直ったら、王都からもお客さんが来る」

　ミラさんが無表情のまま、ふすーっと鼻息を荒くします。

　そういう考え方もできますね。

　まあ、店の噂を払拭できていることが前提ですが。

「どうする？　もし魔物を退治できたなら、メディト家が全力で噂を上書きするわ。そうすればソルトラークもしばらくは手を出せないでしょ。どうする？　受ける？」

「あたぼーです。受けるに決まってるじゃないですか」

　おばさんには感謝です。この話、私達にはメリットしかありません。

「大体、噂とか関係なく、人が困っているのを見過ごすわけにはいきませんね」

　橋が魔物に何度も壊されている──それが本当なら、一番悔しい思いをしているのは関わった大工さん達です。

　彼らの頑張りが報われるように、今度こそ私が橋を守ってやるのです！
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　ルドレー橋が架かっているのはティアレットの西。馬車で二日ほど進んだ先です。

　ちなみに王都ラベックまでの道程はおおよそ五日間。ちょうど中間あたりに架かっている橋だと思ってもらえれば合っています。

　さて、店の留守はミラさんに任せ、私はルドレー橋へと向かいます。

　リッチに馬車旅です。

　馬を一頭借りるほうが安いし到着も早い？　馬鹿を言ってはいけません。私のどんくささを舐なめないでください。馬なんて、乗れるわけないじゃないですか！

　しかし、その微妙な遅れが今回は仇あだとなりました。

　二日目の夜。

　そろそろルドレー橋に到着、というときに聞こえてきたのは悲鳴と怒号。

「な、なにごとですか」

　危険を感じて引き返そうとする馬車から降り、私は騒ぎのほうへと駆け出しました。

　右手にはなだらかに流れるスレーン川が見え、周囲には大工さん達が建てたと思われる仮設の家が建っています。

「化け物だ！　化け物が出たぁー！」

「水の中！　デカいぞ！」

　複数の男性が大きな声を上げています。ようやく橋が見えてきました。

　石を一つ一つ綺麗に組んで造られたもので、とても頑丈そうに見えます。

　これならちょっとやそっとでは壊れそうにありません。

　しかし、私の見立ては甘々でした。

　ざぱあっと川の中から出てきたのは吸盤のついた、異常に長く大きな触手。

　それは天に届きそうなほど高く伸びたあと、ビタァン！　思いっきり橋の中央に落ちてきました。

　その攻撃で橋は見事に真っ二つ。真ん中がごっそりと崩れ落ちたではありませんか！

「ぎゃあああ！」

「またかよおお！」

　大工さん達の慟どう哭こくがあたりを包みます。

　お、お気の毒に。

　何度も壊されているって話でしたが、これ何回目なんでしょうね……。自分だったら耐えられないかもしれないです。

　と、同情している場合ではありません。せっかく魔物が現れているのです。今ここで退治するに越したことはありません。

　私は大ハンマーを背中から抜くと、川のなかに潜んでいると思われる化け物のほうへと向かいます。

「出てきなさい！　鈍器使い、ハンナ・ファルセットが相手です！」

　とりあえず私は川べりで叫びました。言葉が通じる相手とは思えませんでしたが、そうする他なかったのです。

　敵が水中にいる限り、こちらからの攻撃手段は限られてしまうわけですし。

　え？　泳いで敵に近づけ？

　馬鹿言わないでください。私を誰だと思ってるんです。乗馬と同じで、ドンケツハンナが泳げるわけがないでしょうが！

　魔物の正体はおそらくクラーケン。

　八本の足と二本の触腕を持つとされる、巨大なイカの怪物です。

　さっき水中から出てきたのは足？　それとも触腕？

　どっちなのかわからないんでもう一緒くたに十本の触手ってことにします。

　とにかく泳げる泳げないに関係なく、水の中で戦ったら勝ち目ないやつですよ。

　橋を壊した触手は、するすると水中へと沈んでいきます。

　もしかして逃げる気でしょうか。

　そうはさせじと、私は砕けた橋の破片を拾って頭上へ投げると、ブン、とハンマーを叩たたきつけます。

「鈍器スキル【飛びつぶて】！」

　バスッ！　ハンマーが当たった破片は勢いよく川へと突き刺さります。

【空気の杭くい】は水中では威力が激減するので、これはその代替となる遠距離攻撃です。

　けれども、どうも命中しなかったようです。

　石のつぶてはただ水しぶきを激しく飛び散らせただけ。

　怒って敵が飛び出してくるようなことはなく、まるで魔物なんてその場にいなかったかのように、川は静まり返りました。

「俺達の苦労の結晶が……」

　大工さん達がガクリとうなだれます。

　橋は壊されるわ、魔物には逃げられるわ、ですもん。

　これじゃまた橋を作っても壊されるかもしれませんし、そりゃ士気も下がりますよ。

「何事だ、一体！」

　そこへ現れたのは頭の禿はげあがった五十手前くらいの男でした。

　金糸の刺し繡しゅうが施された、いかにも貴族、という感じの偉そうな一張羅を着ています。

「む、これはどういうことだ！　また橋が壊れているではないか！」

　男は顔を怒りで真っ赤にして、大工さん達を睨にらみつけます。

「壊れている、というか、壊されたんすわ。デカい魔物に──」

「ふざけるな！　そんな言い訳は聞きたくない！　何度も何度も橋を壊されおって。魔物が出ようと出まいと、本当に頑丈な橋なら崩れるわけがない！　次に壊されてみろ、貴様らは全員クビだ！　給料もビタ一文払わんからな！」

　貴族っぽい男はそうまくしたてると、現場の確認もろくにすることなく、さっさとその場から離れてしまいます。

「めちゃくちゃ言いやがるぜ、あのクソ貴族……」

「あんな馬鹿でかい魔物が出るんじゃしょうがねえよなあ」

「ていうかワイズのヤツ、魔物が出てるあいだはいつもいねえじゃねえか」

「いなくなったら途端に出てきやがって、ビビリがよお……！」

　男の姿が見えなくなると、大工さん達は口々に文句を言い始めました。

　気持ち、わかります。面識ない私でもすごくムカつきましたし。

　大聖堂を建てていたときの監督官もあんな感じでしたっけ……。

　鈍器を使う大工さんの辛つらいところです。鈍器を使う人はどれだけ叩いても、蔑んでも構わないってわけです。

「ところで、嬢ちゃんはなにもんだ？」

「おお、そうだそうだ。鈍器使いとか言ってたが……」

　文句を吐き出したことで多少頭が冷えたのでしょうか。大工さん達の注目はよそ者の私に集まりました。

「あ、私はティアレットの冒険者ギルドからやってきました。魔物から橋を守ろうと思ってやってきたんですけど……」

「そりゃーちっとばかり遅かったなあ」

「で、デスヨネー……」

　守る予定だった橋は無惨なものです。直すのには、またしばらくかかりそうですね。

「それにしても、すごかったですね。触手しか見えなかったですけど、あれクラーケンですか？　あんな巨大な魔物が出るんじゃ、何度も橋が壊されるのも納得です」

「ん？　ああ、触手のヤツが出たのは今日が初めてだぞ。前は水の精霊ウンディーネが現れて、水の砲弾で橋を穴だらけにしたんだからな」

「え？」

「その前なんか、水の上を走る馬の魔物、ケルピーが体当たりで橋脚をぶっ壊してよお」

「……はい？」

「さらにその前は、人魚が超音波で橋を丸ごと崩していったしな！」

「は、はあああ？　いやいやいや！」

　なんですかそれ!?

【魔の大地】じゃあるまいし、こんな王国のど真ん中に、そんな強い魔物が次から次へと現れて、みんなして橋を壊していく？　そんな話がありますか？

「あの、みなさん、それ自分の目で見たんですか？」

「「「もちろん！」」」

　一斉に答えが返ってきます。ううん、噓うそをついているようには思えませんが、そんなことありえるんでしょうか……。

　ん、ちょっと待ってください。そう言えばクラーケンって、本来は海の魔物のはず。川に現れたなんて、一度も聞いたことがありません。

　これはなにやら裏がありますね……。

「ちょ、ちょっとどいてくれ」

　私を取り囲んでいる大工さん達を押しのけ、三十手前くらいの小柄な男性がやってきました。小柄といっても、二の腕はバッキバキに仕上がっていて、見るからに彼も大工さんなのですが。

「なあ。あんたもしかして、ティアレット大聖堂の工事に関わってた子じゃないか？」

「え？　どうしてそれを知ってるんですか？」

「やっぱり。あんたのことは兄弟子のクルツから聞いてるぜ」

　クルツというのは棟とう梁りょうの名前です。変な話が伝わっていないといいんですが、と心配していると案の定、弟弟子さんは言います。

「みんな心して聞いてくれ。ここにいらっしゃるのは鈍器レベル驚異の１億超え。一万年にひとり生まれるか生まれないかの天才大工。大聖堂の完成を十年早めたハンナ・ファルセット大先生だ！」

「えっ！　この子があの伝説の大工!?」

「富と名誉を全てかなぐり捨てて、一介の冒険者になったっていう!?」

　ちょ、ちょっと、いくらなんでも尾ひれがつきすぎじゃないですか？　さすがに十年は縮めてないですし、どこに捨てるだけの富と名誉があったんですかね……。

「そ、そんなすごい人が一緒に橋を作ってくれるのかよ」

「これは勝ったも同然じゃね？」

「どんな橋ができるのか、オラ、ワクワクしてきたぞ！」

　さっきまで意気消沈していた大工さん達のテンションが、一気に盛り返しました。水を差すようで悪いんですが、誤解は解いておかなければ……。

「あ、あの、私、あくまで魔物から橋を『守り』に来たんであって、橋を『作り』に来たわけじゃないんですけど──」

「またまたあ！」

「いえ、今のは謙遜とかそういう類いのものではなくてですね……」

「よっ、匠たくみ！」

「先生！」

「名大工！」

　ダメです。話を全然聞いてくれません。これは本当に、工事の手伝いからスタートしなきゃいけなさそうですね。

　これ、大工としての報酬は、一体どこから出るんでしょうか……？
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「で、次はどうするよ？」

　翌朝。川べりに集まった大工さん達は腕を組んで唸うなります。

　橋が壊されたのはこれで四回目。橋の強度はすでに上げきった、というのが全員の見解で、これ以上はやりようがないと思っているみたいです。

「同じ設計でも、ハンナ先生が作ったらすげえ強度になるんじゃないか」

「いや、そういうのはないですから」

　多少は違いが出るような気がしなくもないですが、クラーケンの触手攻撃に耐えられるかと言われたら無理です。

「なんかいい方法ないですかね、先生」

「うーん。そうですね……」

　絶対に壊れない橋。

　面白そうなテーマではあります。建築物の仕組みは一通り棟梁から教わってますし、アイデアもないわけではありません。

　スレーン川の幅は私の短い足で百歩分くらい。

　前回の橋は、触手攻撃で真ん中の三十歩分くらいが崩れ落ちています。残った部分を活いかしつつ、壊れたところに橋を架けるのが一番手っ取り早いでしょう。

　橋のまわりには、橋の材料である石材や木材、金具が大量に積み上げられています。

　ふむふむ。あれをこうしてああすれば……。うん、いけそうな気がしてきました。

「私、図面とか描けないんで、小さい見本を作りますね。いらない木材をもらってもいいですか？」

「もちろんです。おい、適当に持ってきてくれ！」

「へい！　わかりやした！」

　しばらく待つと、指示された若手大工さんが担いできたのは短く切られた丸太です。

「馬鹿野郎！　適当とは言ったが、丸太で持ってくるやつがあるか！　先生にこんなとこから模型を作らせる気かよ！」

　現場を取り仕切る親分さん──棟梁の弟弟子にあたる方が、若手を叱りつけます。

「いや、大きさを言ってくれればあっしが切りますけど……」

「いえいえ、そのままで大丈夫ですよ」

「へ？　そうですかい？」

　きょとんとする大工さん達を尻目に、私は地面に置かれた丸太を小ハンマーでコンッとひと叩たたき。

「鈍器スキル【木材成型】」

　すると丸太はバラバラとひとりでに分かれ、手頃なサイズの木材へと変化します。

「えええええええ!?」

　盛大に驚いてくれる大工さん達。

　こうリアクションがいいと、こっちもやりがいがあるってもんです。

　木材はすでに、全てベストなサイズに加工してあります。あとは組み立てるだけ。

　他にも材料をいくつか拝借すると、大した時間もかからずに橋の模型は完成しました。

「手際がハンパねえ……」

「ハンマーだけでどうやったらこんなものが作れるんだ……？」

「我々は今まさに、神を目撃したのかもしれん……」

　呆あっ気けにとられる大工さん達。

　ただひとり、親分さんだけが冷静さを保ち、できあがった模型をじっくりと眺めます。

「確かにすごい。だが、木造というのが気にかかる。これじゃ、またクラーケンが出てきたら一発でおしまいじゃねえですかい？」

「──と思うじゃないですか。ふふふ、実は仕掛けがありましてね」

　待ってましたとばかりに、私は模型を使ってこの橋の『秘密』を披露します。

　おおー、と上がる歓声、そして拍手。

「一撃目で壊されなければ、そのあとは私が魔物を撃退します。本職は冒険者なので！」

「いけるかもな……」

「おもしれえ……。やってやろうぜ！」

　モチベーションがブチ上がった大工さん達は、一斉に立ち上がりました。

「この模型を参考に、俺が図面を引くぜ！」

「なら俺らは木を切っとく！」

「こっちは石橋の残ってる部分を整えとくぜ！」

「ええ、お願いしますよ、みなさん！」

　誰も指示しなくても、自分の役割を見つけ、率先して行動を起こす──さすがのチームワークです。

　うーん、なんだかこっちの物作り魂にも火がついちゃいます。お手伝いできるところはするとしましょう。

　そう思って立ち上がろうとすると、背中にふにゃっとした感触がぶつかってきました。

「楽しそうっスね、みなさん。なんの話をしてるんスか？」

「え……？　うわ！」

　振り向くと、背後にいたのは私と同じくらいの背丈の女の子。

　短い銀髪に、すべすべとした小麦肌。明るい黄色の瞳は人なつっこく輝いてます。

　そんな愛らしさをぎゅっと詰めこんだような子が、いきなりスキンシップを取ってきたんです。同性でも動揺するのは仕方ありません。

「あなたが橋を直しに来たっていう、さすらいの天才大工さんっスか？」

　大工じゃなくて冒険者です、と返したかったのですが、あまりにあどけない、無む垢くな表情で見つめられると言葉が出てきません。

　うん、私もう大工でいいかも……なんて思っちゃいます。

「わ、私はハンナ・ファルセット。そう言うあなたは？」

「ガレちゃんっスか？　ガレちゃんは、ここの工事監督をしてるお父さんの娘っス！」

「ということは、あのハ──監督官の娘さん？」

　あぶないあぶない。

　あやうく相手の親をハゲ親おや父じって言いかけてしまいました……。

「そうっス。ガレ・アルセリアっス！　ここでは大工さんのお手伝いをしたり、しなかったりしてるっス！　どうぞお見知りおきをお願いするっス！」

　私から離れると、びっと手を頭上に掲げるガレちゃん。

　は？　なんですかこの生き物。

　わんこみたいで死ぬほどかわいいんですが……！

　多分、ガレちゃんって私よりひとつかふたつ、年下ですよね。はああ、無性に妹がほしくなってきました。

「お、ガレちゃん。今日も元気だな！」
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　大工さんのひとりがそう言ってガレちゃんの頭をなでます。

「はいっス！　元気だけがガレちゃんの取り柄っす！」

「元気だけが取り柄？　なわけあるかよ。元気な上にかわいい、だろうが！」

「わあー、恐縮しきりっス！」

　なでられて、気持ちよさそうに目を細めるガレちゃん。

　うわ、私も頭をなでたい。なで回したい……。

　そんな欲望にかられて手をわきゃわきゃ開閉してたら、他の大工さんに笑われました。

「ビックリっしょ？　あのクソ野郎の娘には見えねえですよね？　全く、ガレちゃんだけがこの工事現場の癒やしですぜ……」

「ヤバいですねアレは。私、監督さんのこと嫌な感じの人だなと思ってましたけど、あの子を誕生させてくれたというだけで許せそうになってます」

「わかりやす。俺らもガレちゃんがいなかったらとっくに現場投げ出してますよ」

　納得です。確かにそれだけのかわいさがガレちゃんには備わっています。

　人間離れしたかわいさと言っても、過言ではありません。天使です天使。

　とか思ってたら。

『懐かしいもんがおるなー。マジもんの【悪あく食じき】やん』

『せやなー。何百年かぶりに会おうたわ』

「ん？」

　鈍器の神様、二匹のクマさんの声が聞こえてきました。

　懐かしい？

　それに悪食って、なんのことを指して言ってるんでしょうか？

　普通は食べないものを食べる、という意味でしたっけ？

　今、この場に食事中の人はいませんけれど──なんて考えてたら。

「ねーねー、なんの話をしてたんスかあ？」

　てこてこと寄ってきたガレちゃんが、上目遣いに訊たずねてきます。

　うひょー！

　あまりにかわいくて、神様達のことなんて一瞬で気にならなくなってしまいました。

　思わず私は頭をなでます。ふおお、この銀髪さらっさらですよ。気持ちいいー！

　……って、さっきからなんだか興奮して変態さんみたいになってますね……。

　すうー、はあー。深呼吸したらちょっと落ち着いてきました。

「橋をどう直すかを議論していたんです。私は冒険者ですが、みなさんの手伝いもしようかと思います。まずは守る橋ができないと、冒険者としての私の仕事も終わらないですからね」

　キリっと表情を引き締め、私は答えます。年下の子にカッコつけたくなっちゃうお年頃なのです。

「ハンナさんは仕事ができる冒険者なんスね！　憧れるっス！」

「え!?　憧れますか私に!?」

　鈍くさいだのダサいだのとはさんざん罵られてきましたし、鈍器レベルが上がってからは『すごい』はたまに聞くようになりましたが、憧れるとはなかなか言われません！

　しかもガレちゃんみたいなかわいい子に言ってもらえるなんて！

　冒険者冥利に尽きるとはこのことです！

「でも、みなさんを手伝うのは少し待ってほしいっス。お父さんがすぐに来てほしいみたいっスから」

　それを聞いて、私は一瞬で興ざめし、すんっと真顔になりました。

「あの、監督さんが、ですか……？」

　なんでしょうねえ。嫌な予感がしてきましたよ。大体こういうときって、予感したときよりもさらに嫌な気分にさせられるんですよね……。
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　ガレちゃんに案内され、監督さんが使っているという仮設家屋のなかに入ります。

「お父さん。ハンナさんをお連れしたっス！」

「遅い！」

　椅子でくつろいでいた監督さんは、いきなり手にしていたグラスのワインをガレちゃんに浴びせかけます。

「なにをダラダラしていた！　私の命令は全てにおいて優先しろと言っているだろう！」

「ご、ごめんなさいっス」

　髪からワインをしたたらせ、しゅんとうなだれるガレちゃん。

「ちょ、ちょっと、なにするんですか！」

　よその家庭事情に口を挟むのはどうかとも思いますが、これは見過ごせません！

　カッと監督さんに摑つかみかかろうとしたところ、ガレちゃんに服をひっぱられました。

「い、いいんス。ガレちゃんがみんなとおしゃべりしてたのが悪いんス」

　髪から赤い雫しずくをしたたらせながらも、ガレちゃんはにこりと微ほほ笑えみます。

　な、なんて健けな気げなんでしょうか。彼女こそ地上に降りた最後の天使です。

　それに比べてこの親父はなんですか？

　そこらの石っころほどにも価値のないゴミクズですか？

　ムカムカしてしょうがなかったですが、ガレちゃんの目の前で父親をハンマーでブン殴るわけにもいきません。

　我慢、我慢です……！

「フン。お前がメディトのババアがよこした邪教徒だな。同じ鈍器を使う卑しい大工達をさっそく手なずけたようだが、いい気になるなよ。ここで絶対的な決定権を持っているのは私なのだからな！」

　……あれ？　我慢ってなんでしたっけ？

　この人の頭蓋骨を粉砕しても、殺さなければ我慢したことになりますかね？

『橋の工事を監督しているワイズって男には気をつけて。バゼル・ソルトラークの完全なるシンパだから』

　おばさんからの忠ちゅう告こくが思い出されます。なるほど、理事長と同じで、傲慢を絵に描いたような人です。

「お前のことはバゼル殿からも聞いているぞ。どうやら身の潔白を証明するつもりでここへ来たようだが、無駄なことだ。鈍器を使えるのは邪よこしまな者だけと昔から決まっている！」

「類は友を呼ぶって本当ですね。あなた、言うこと為なすこと、理事長そっくりですよ」

「そうだろうそうだろう！　私とバゼル殿はこの国を守る誇り高き同志だからな！」

　うーん、嫌みで言ったんですが、むしろ褒め言葉に受け取られてしまいました……。

　鈍感力って、こういうときちょっとうらやましくなりますよね。

　私も大概鈍感？　殴りますよ？

「お父さんはワイズ・アルセリア。グラン王より伯爵位を賜っている高潔な貴族っス」

　ガレちゃんに定型と思われる紹介をさせ、偉そうにふんぞりかえる監督官ワイズさん。

　いえ、少なくとも心のなかではこんな人に『さん』づけする必要ない気もしますね。偉そうにふんぞりかえったハゲ、で充分です。

　あ、『さん』づけどうこうというレベルではなくなってしまいました。

「で、なんの用です？　昨夜、橋を壊されたのを責められても困りますよ。まだ私、到着してたとは言えないようなタイミングだったんですから」

「ああ、そんなことはどうでもいい。どのみち橋を守ることなどできはしなかっただろうからな！」

　またまた、ひどいことを言いますね。橋を壊されて大工さん達に理不尽な八つ当たりをしていたくせに。

「大工達から話を聞く限りでは、お前はどうやら大工としての能力だけは高いらしいじゃないか」

「ええ……。まあ、それなりには。あ、もしかして橋を作る手伝いをしろ、と言いたいんですか？　なら、もうやってますけど」

　ここに呼ばれなければ、今だって手伝っているはずだったんですから。

　ところがワイズの要求は、予想だにしなかったものだったのです。

「橋なんかより、この家をもっと快適にしろ」

「…………はい？」

「リフォームだよリフォーム。お前ならちゃちゃっとできるんだろう？　ん？」

「もう充分に快適そうに見えますけど」

　ルドレー橋から近くの街までは、徒歩で三十分ほど離れています。つまり橋周辺に建っている家屋は、工事のために建てられた仮のもの。

　昨夜、私が泊まった部屋はすきま風が入ってくるし床もガタガタ、快適とはとても言えないところでした（もちろん、ちゃちゃっと改修しちゃいましたけど）。

　ですが、ワイズの家は違います。

　床は板張りですが王都製の高級絨じゅう毯たんが敷いてあります。壁は頑がん丈じょうそうな煉れん瓦が。

　今は使われていませんが、冬用に暖炉まで備えてあります。

　すでに仮設住宅としては行き過ぎなくらいです。

「これのどこがだ？　本来、私が住むべき屋敷には程遠い。まず広さが足らん。最低でもあと五部屋は欲しい。それにもっと大きな風呂。あとは周囲を見渡せる高い塔。サボっている大工を叱りつけられるし、なにより高い場所から見下ろせるのは気分がいい！　どうだ、やらないとは言わないだろうな！」

　私はこれ以上ないくらいのため息をつきました。

「お断りです」

「……なんだと？」

　ワイズは信じられないといった様子で怪け訝げんそうに顔を歪ゆがめます。

「お断りしますって言ったんです。あなたみたいな自己中心的な人の役に立ちたいとは全く思いませんので」

「自己中心『的』だと？　なにを言っている。世界が私を中心に回るのは当然のことだろうが！」

「ここまで話が通じないと、もはや会話になんの意味もないですね。さよなら」

　私は家から出て行こうとしましたが、なおもハゲはわめきちらしてます。

「おいお前、わかっているのか。お前が邪教徒ではないと認められるかどうかは私の裁量次第。機嫌を取っておいたほうが利口だぞ！」

「馬鹿なこと言わないでください。橋を守れさえすれば、あなたなんか関係ないです」

「はっ。それが無理なんだろうが。お前も見ただろう？　あの巨大な魔物の姿を！　触手一本であの太さだ。どんな橋を作ろうが、魔物の前ではひとたまりもないんだよ！」

　彼にとって、ここの監督はやらされ仕事でしかないみたいです。

　何度橋が壊されようが、最終的に完成しなかろうが問題なし。そういう気持ちでやっているのでしょう。

　ところがいつまで経たっても国が再建を諦めないものだから、延々と橋のそばに拘束されているってわけ。

　家を増築したいとか考え出すのも、わからなくはないです。発想が残念すぎますが。

「次の橋は壊されません。魔物が出るときはいつもいないって聞いてますけど、今度はしっかり見ていてくださいね。腐ってもあなたは現場の責任者なんですから」

「待て！　話は終わってないぞ！」

「話は終わってないかもしれませんが、あなたが終わりすぎなんですよ」

　そう言い残して扉を閉めたあと──私は「ん？」と首を傾かしげました。

　監督さん、昨夜出たクラーケンも、見てなかったはずですよね？

　触手が太かったとか、まるで目にしたかのような発言が出てましたけど。

　…………これはちょっと、調べてみる価値がありそうです。
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　川べりに戻ると、大工さん達は手際よく橋づくりを進めてくれていました。

　さすが壊されても壊されても、物づくりへの情熱を保ち続ける人達。熟練度が違います。

　では私は、彼らにできないことを担うべきでしょう。

　まずは橋の組立に必要となる金具づくり。何度も壊された橋の残骸が山積みになっていたので、そこから材料にできそうな鉄くずを入手します。

「よっと」

　大ハンマーのヘッドをくるりとひねると、円柱の一部が外れ、平らなお皿に早変わり。

　これ、なんだと思います？　実は簡易の金床なんですよ！　しかも表面には鉄よりも硬くて熱を帯びにくい、グローレン鋼が使われています。

　旅の途中でも鍛冶ができるようにとの師匠の配慮。最高の仕事です！

　なんだか「冒険にかまけて鍛冶の腕を落とすようなら殺すよ？」とプレッシャーをかけられているようでもありますが！

「鈍器スキル【火ひ造づくり】！」

　スキルで熱を帯びた小ハンマーで、金床に置いた鉄くずを叩たたいていきます。何度も叩いていると、鉄はみるみるうちに熱され、赤くなります。

　こんな風に手順を踏まなくても、鈍器スキルがあればもっと楽に成形できます。でも、鍛冶仕事は私にとってはいいストレス解消方法なんです。

　鉄はいいですよねー。叩けばちゃんと響いて、色んな形になってくれますから。

　ワイズみたいなダメ人間も、叩いたらちょっとはマシにならないでしょうか。

「あーやだやだ。不快です！」

「…………申し訳ないっス」

「にょわっち！」

　ストレスをぶつけるように鉄をガンガン叩いていると、いつのまにか背後にガレちゃんが立っていました。いや、元気がなさすぎて気配を感じませんでしたよ。

「不快なところにお呼び立てして、お詫わびのしようもないっス……」

「う、ううん？　別にガレちゃんは悪くないでしょ！」

　そう。悪いのは全てあの男です！　ガレちゃんも娘なのにひどい仕打ちを受けているようでしたし、なにからなにまで許せません。

「……ところで、なんで鉄を叩いてるんスか？　金属の形を変えるんなら、ドロドロに溶かして型に流し込めばいいんじゃないっスか？」

「あ、これ？」

　私の作業が彼女には不思議に思えたみたいです。確かに鍛冶を見慣れてないと、どうして鉄を叩くのかわからないかもしれませんね。

「こうやると鉄の質が上がるんですよ。普通の鉄には炭素が含まれすぎているので、それを叩き出す必要があるんです」

　鉄と炭素の関係性は面白いです。炭素の含有量が多くなると鉄は硬くなりますが、同時に脆もろくなってしまいます。一方で炭素が少なくなると柔らかく粘りが出てきます。

　なので、なにを作るかによって、炭素の量を適切に調整しなければなりません。

　今、私が作ろうとしているのは鎖。それも、めっちゃ強きょう靱じんなやつです。

　物を叩くって、とても奥が深いです。

　壊すこともできれば、整えることだってできるんですから。

「ガレちゃん。父親にいじめられているんだったら力になりますよ。私、虐げられている人は助ける、をモットーに冒険しているので！」

　作業を続けながら、ガレちゃんに提案します。

「そうだ。どうせなら、橋が完成したら私と一緒にティアレットに来ませんか？　きっと楽しいと思いますよ？」

「でも、橋はまた壊れちゃうっス……」

「だから、そうはさせないですって。なにせ私がいるんですからね！」

　うーん。どうしてもガレちゃんの前ではカッコつけたくなってしまいますね。

　他の人に見られたらダサいと思われそうなポーズやキメ顔も、彼女なら素直に受け取ってくれそうですし。

「ハンナさんって、大工として天才なだけじゃなく、強いんスねえ。お父さんにもあんなに言い返せるっスし……。憧れてしまうっス」

「ガレちゃんも言い返してやったらいいんですよ。『このハゲ』とか『松明たいまついらず』とか『脳天全裸野郎』とか」

　いけません。私としたことが、身体的特徴をあげつらってばかり。

　ガレちゃんはくすりとほんの少し笑ってくれましたが、すぐに首を横に振ります。

「ダメっスよ。ガレちゃんはお父さんに恩があるっスから……」

「恩？」

「はいっス。ガレちゃんのことを育ててくれた恩っス」

　なんだか不思議な物言いです。育ててくれた恩、ですか。

「私、血の繫つながってないエルフのお母さんに育てられたんですけど、その人に対して恩がある、とは思ってないですね……。感謝の気持ちはもちろんありますが、恩って言葉にすると、なんだか他人行儀じゃないですか？」

　実の親を知らない私が、彼女に親子関係を語るというのも変な気がしますが──それでもやっぱり、ガレちゃんの言ってることはおかしいです。

「他人行儀っスか。そうなのかもしれないっスね。だって、ガレちゃんは……」

　なにか言いかけて、ガレちゃんは首を横に振ります。

「ううん。なんでもないっス」

　その表情はとても悲しげで、私はなんとかして励ましたくなりました。

「監督さんのおかげでご飯を食べられているのかもしれないですが、ガレちゃんにはいるだけでみんなを癒やす力があります。この現場だって、ガレちゃんがいるから大工さん達が頑張れるんです。むしろ監督さんがガレちゃんに恩を感じるべきです。私がガレちゃんのお母さんだったら、かわいがりまくってる自信がありますよ？」

「あはは。冗談でもそう言ってもらえると嬉うれしいっス！　ガレちゃん、ハンナさんの娘に生まれてきたかったっス！」

　にこっと笑うガレちゃん。

　はああ、かわいい！　今からでも娘になってほしいところです。

「ちょ、ちょっと一回でいいので『ママ』って呼んでもらっていいですか……？」

　あまりにかわいすぎるので、こういう変なお願いをしてしまうのも仕方ないですよね。私が悪いんじゃありません。ガレちゃんがかわいすぎるのがいけないのです。

「ママー！」

　ガレちゃんはなんの屈託もなく、私の胸に飛び込んできます。

　え、そこまでは要求してないんですが、いいんですか!?

　うわー、レイニーの気持ちがちょっとわかった気がします。

　娘っていいですね！

　血が繫がってなくても、慕ってくれるだけで無条件に守ってあげたくなっちゃいます。

　まあ、ガレちゃんは私よりも何倍もかわいいですけどね！

　なんて思ってたら、胸のなかで鼻をすする音が聞こえました。見ると、ガレちゃんの目に涙がたまっています。

　ああ、やっぱり無理して明るく振る舞っていたみたいです。

「ガレちゃん、大丈夫？」

「ハンナさん。今度こそ魔物からみんなの橋を守ってほしいっス。もうガレちゃん、二度と橋が壊れるところを見たくないっス」

「……あたぼーです。任せておいてください」

　彼女の頭をなでながら、決意を新たにします。

　うん、ルドレー橋を守ることで、私はこの子の笑顔も守ります。

　鈍器レベル１億が伊達だてではないこと、見せてやるのです。
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　橋の建設に協力しながら、レイニーについて考えます。

　私を育ててくれた人。私にとってのお母さん。私の本当の親は、魔物に殺されてもういません。まだ赤ちゃんだったから、顔や名前はもちろん、声すらも覚えていません。

　それでも私が親子について語れるのは、レイニーが実の娘のように愛してくれたから。

　彼女と一緒にいて、孤独を感じたことなんて、ただの一度もありませんでした。

　会いたいです、レイニー。会って、お母さんと呼びたいです。

　失って初めてわかるものがあります。レイニーと暮らしていたときには知らなかった寂しさが、時折私の胸に降りかかってきます。

　今回は特に容赦ない孤独が攻め立ててきます。きっと、ガレちゃんとワイズの関係を目の当たりにして、余計にレイニーがどれだけ私を愛してくれていたか思い知ったのです。

　その切ない気持ちを紛らわすように、私は作業に没頭します。

　そしてルドレー橋の建設現場に来てから、早くも五日が経過しました。

「…………で、で、できたあー！」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいになりながらも、大工さん達が歓声を上げます。私も力が抜け、その場に尻餅をつきました。

　できあがった橋は木と石と金属、その全ての素材を活いかしたものになっています。

　橋の付け根は、前回の橋を活かした石造り。壊された中央部分には木製の橋を新たに架けました。

　石と木が切り替わる部分には鉄柱を建て、三角形に鎖を張って、木造部分を支えています。これで馬車が何台通ろうと、重さに耐えられるはずです。

「祝杯を上げるぞー！」

「今回はハンナ先生のおかげですごい速度で完成したぜ！」

　元気ですね、大工さん達。私は金属の加工はもちろんのこと、最終的には橋そのものの建築にも協力したので気力がついていきません。

　時刻はまだお昼過ぎ。魔物はいつも夜に出るそうですから、しばらくはダラダラしていられるでしょう。

　そう思って川べりの芝生にごろんと寝転がると、近づいてくる足音がしました。

「──とても冒険者には見えないな。肉体労働者に転職でもしたのか？」

　あー、せっかくの達成感を台無しにする声が降ってきましたよ。

　ぱちりと目を開けると、やっぱりそこにいたのは憎たらしくも美しい、鎧よろいを纏まとった青髪の少女です。

「なにしに来たんですか、セシル」

「ふん。お父様から橋を守るように命じられたんだよ。キミがいると知ってたら来たりしなかった。決まり切ったことさ」

「じゃあ今からでも帰ってもらえません？　橋を守るのは私ひとりで充分ですから」

「本当に？　さっき大工から聞いたけど、キミが来てからも橋は壊されているらしいじゃないか」

「だからそれは到着してたとは言えないタイミングだったんですって！　全く、大好きな『お父様』に認められたくて必死なのはわかりますが、必要ないのでティアレットに戻ってくれません？　ファザコンさん」

「はあ？」

「はああああ!?」

　睨にらみ合う私達。割って入るのはいつものローゼリアです。

「まあまあ、ふたりとも。仲よくしようよー。せっかく同期が集まったんだからさあ」

　また虫のいいことを言ってます。誰でしたっけ、在学中に私を馬鹿にしまくってたの。

「ま、よく考えたらこれは僥ぎょう倖こうだね。どうせキミ、本当は魔物の味方なんだろう？　だったら、ボクが来なきゃまた橋は壊されていたわけだ」

　うわ、さらっとすごいこと言い出しましたよ。この女の偏見は底なしですか？

「もしくは魔物と結託して、退治したと見せかける茶番を用意してるのかな？　残念だったね。ボクが来たからにはそうはいかないよ」

「馬鹿言わないでくださいよ。なんでわざわざそんなことしなきゃいけないんですか！」

「ふん。まあ、魔物が現れれば化けの皮もはがれるだろ。そしてキミが欲しがっている魔物退治の名誉は、ボクが全部もらう。そうすればキミの店も潰れて、一件落着だ。お父様もきっとお喜びになるだろう」

「あ、あなたね……！　頭が腐ってチーズにでもなってるんじゃないですか？」

　堪忍袋の緒が切れた私を無視して、セシルはワイズの家があるほうへと歩き出します。これは挨拶したあと、魔物が出るまで居座るつもりに違いありません。

　くそー。これ、絶対に理事長、私がここにいるの知ってますよね。

　だからこそセシルに、手柄の横取りをさせようってわけです。

　汚い、本当に汚い！

「もーセシルってば、ハンナとも仲よくしたら？　素直になれないお年頃なのカナ？」

　ローゼリアはお気楽なものです。こっちは絶対、脳のう味み噌その代わりにパンが詰まってますね。気持ち悪くなるくらい甘いやつが。

「あ、そうそう。アタシ、前よりもヤッバい魔法覚えたから、魔物が出たらハンナにも見せてあげる！　期待しててね☆」

　ローゼリアからの投げキッスをかわして、私は大いにげんなりするのでした。
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　さて、勝負の夜がやって参りました。今度は一体、どんな魔物が出てくるんでしょう。

　これまで登場した魔物は、人魚に、ケルピーに、ウンディーネに、クラーケン。

　いずれも水中を縄張りとするやつらです。

　今回も敵は川からやってくる──そう予測して、私や大工さん達は水面を監視します。

　セシルやローゼリアは川のほとりで魔物の登場を待ち構えています。私も橋の上には立たず、彼女達の対岸で警戒を続けます。

　今夜は満月。松明たいまつを焚たいていることもあり、あたりはさほど暗くありません。

　けれど、水面は夜空を映してどっぷりと黒く染まり、魔物が潜んでいるかどうかを確認するのは容易ではなさそうでした。

「おい……、あれ！」

　最初に気づいたのは、かなり下流のほうに立っていた大工さんです。彼が松明を前に掲げると、水面がザパンと大きく波打ちました。

　そこからぬるりと顔を出したのは──巨大な蛇。

「大蛇……？　いや──ヒュドラだあああ！」

　キシャアアアアア！　奇声とともに、二つ、三つと同じような蛇の首が現れます。

　ヒュドラ。八つの首を持つ、蛇の魔物。

　大きなものだと、その体長は優に人の十倍はあると聞きます。

　今まで登場したという魔物と比べても、クラーケンと同じ、あるいはそれ以上の強さを誇ります。

　……けれど、私は少しホッとしていました。

　ヒュドラが敵として登場する物語なら、本で何度も読んだことがあります。

　主な攻撃方法は、長い首を使った物理攻撃。ならば予想の範囲内。

　知能もさほど高くありませんし、準備した仕掛けは無駄にはならなさそうです。

　本当によかったです。もし小型の、頭がいい魔物が相手だったら、もっと力業で行くつもりでしたからね。

　ハンマーで川を叩たたいて、水ごと敵をぶっ飛ばす、といったような……。

　これまで現れた魔物はどれも、人は襲わなかったそうで、今回のヒュドラもそこは例外ではありませんでした。

　川べりに立つ大工さんにはお構いなし。ずんずんと上流へとのぼってきます。

　おそらくはその太い首で攻撃を加え、新設された木造部分を壊すつもりなのでしょう。

　しかし、そうはいきません。

「今です！　やっちゃってください！」

「応オウッ！」

　私の声に応じ、大工さん達は橋の鉄柱に備えつけられた金属製のレバーを回します。

　根元の円筒に鎖が巻き取られていき、それに合わせて木製の橋はガコン、と中央から割れ、立ち上がりました。

　そう。私が作ったのは跳ね橋。

　魔物が現れたら仕掛けを動かして立ち上げ、魔物の目の前から姿を消す。最初からそういう狙いだったのでした。

　ヒュドラはその変化に上手うまく対応できません。

　壊すべき対象が目の前から消失したせいで、振り回した首は宙を空振り。胴体もまた石橋のあいだを通り過ぎます。

　もちろん、こんな仕掛けが通じるのは一度きり。

　ヒュドラは立ち上がった橋を壊すべく、すぐさま向きを変えます。

　が、私がしたかったのは時間稼ぎであり、魔物を橋より上流へと誘い込むこと。

　第二の仕掛け、発動です。

「鈍技【鎖の水槽】！」

　私は近くに差し込んでおいた鉄柱をハンマーで思いっきり叩きます。

　すると川底に深く差し込んでおいた十本の鉄柱が、水面の高さまで立ち上がりました。

　私が叩いた鉄柱、および新たに現れた鉄柱は何本もの鎖で繫つながっていて、ヒュドラの巨体を完全に取り囲みます。

　鈍器スキルの弱点──それは叩いたものにしか効果を及ぼせないこと。

　けれどもそれは逆に、自分よりどんなに大きかろうと、自分からどんなに遠く離れていようと、叩いたものと繫がってさえいれば効果を及ぼせる、ということでもあります。

　鎖はヒュドラを縛るだけでなく、私の力を鉄柱全てに届ける役目も果たしたのでした。

　暴れ、拘束を破ろうとするヒュドラですが、そう簡単にはいきません。

　鎖は私自ら製鋼したもの。

　頑丈さにかけてはそこらで売っているものとはレベルが違います。

　さて、あとは鈍器スキル【飛びつぶて】で遠距離攻撃を食らわせていくだけです。

　と思っていたら、ふたつの影が水面から顔を出した鉄柱の上に降り立ちました。

　セシルとローゼリア。

「剣技【レイザースラッシュ】！」

　セシルが細身剣で突くと、軌道の延長線上に光が生まれ、ヒュドラを貫きます。

「闇の精霊よ、夜より昏くらき黒で魔を食い破れ。【ダークランス】！」

　ローゼリアの呪文で生み出された漆黒の槍やりもまた、ヒュドラの頭をひとつ潰します。

「あー、横取り！　そういうのよくないですよ!?」

「なにを言ってるんだい。こういうのは早い者勝ちなんだよ」

　セシルは手にした細身剣に大量の魔力を注ぎ込み、宙へと跳び上がります。

　あ、これは大技です。このままだと【飛びつぶて】を用意しているあいだに、決着がついてしまいそうです。

　くっ！　とはいえ、魔物退治の邪魔をするわけにはいきませんし……。

「──食らえ。剣技【ホーリーエンド】」

　その技の性質は、先ほど彼女自身が放った【レイザースラッシュ】と大差がないように見えました。

　光線を放つ突き技。

　けれど、切っ先に込められた魔力の大きさは比べものになりません。その光量は一瞬、深い夜を真昼に変えてしまうほどでした。

　ザッパアアアン！　激しく波打つ川。彼女の攻撃は違たがうことなく、鎖で囲まれた水槽のなかへと注ぎ込まれました。

　まるで光の滝。逃げ場なんてあるようには見えません。

「やったあ、さすがはセシル！」

　ローゼリアがきゃあきゃあ言ってます。

　まあ、技はカッコいいですね。あくまで技だけはね……！

　あーあ、完全に手柄を持って行かれちゃいましたよ……。

　けれど、鉄柱の上に降り立ったセシルは、まだ揺れの収まらない水面を見つめながらつぶやきます。

「いや、まだだ」

「へ……？」

「ローゼ、魔法で川を照らしてみてくれないか」

「う、うん。いいケド……」

　杖つえが掲げられると、その先端からいくつも炎が生まれ、宙をふわふわと漂います。

　私も鎖の水槽をじっと見つめますが……、妙なことに気づきました。

　ヒュドラの死体が、浮かび上がってこないのです。

　あんな巨体が底に沈んで見えなくなるほどには、スレーン川は深くありません。

「あれえ？　さっきの光で蒸発しちゃったトカ？」

　首を傾かしげるローゼリア。

「そんなワケないだろう。いくらボクの奥義でも、ヒュドラクラスの魔物を消してしまえるほどの威力はないよ」

　そうなのです。あれだけ大きな魔物が忽こつ然ぜんと、その場から姿を消してしまったのです。

「ど、どういうことですか!?」

「ボクのほうが聞きたいよ。キミの作った水槽とやら、不良品なんじゃないのかい」

「失礼な！　ヒュドラの大きさで抜け出られるような隙間なんてないですよ！」

「本当に？　鎖一本一本のあいだには、かなり隙間が空いてるけど」

「そんなとこから出たっていうんですか？　人ならともかく、さっきのヒュドラじゃ、首一つだって通らないですよ！　本気で言ってるなら馬鹿丸出しなんですけど！」

「はあ!?」

「はああああ!?」

　私達はいつものように睨にらみ合います。

　わかっているんですかね。今、セシルが立っているのは私が用意しておいた鉄柱。

　その気になれば、今からでも私は彼女の足場を水の中に沈めることができるんです！

　いいんですかね、やっちゃっても!?

「もー、こんなときにまでケンカしないでよ。魔物がどこに行ったか、調べるほうが優先でしょ？」

「むっ」

「それは確かに……」

　いけません。大人げなく感情に流されかけました。悔しいですが、今回はローゼリアの言うとおりです。

「ヒュドラを探すよ！　相手は手負い、そう遠くへは行ってないはずだ！」

　セシルは鉄柱からひとっ飛びで、橋の付け根に着地しました。

　細身剣のレベルが上がると、敏びん捷しょう性せいを高めるスキルを獲得できます。

　一方、鈍器レベルが上がっても、スキルで高くできるのは主に腕力や持久力なので、私には無理な芸当です。

　う、うらやましくなんてありませんからね。

　ローゼリアもまた、魔法の力でふわりと身体からだを浮かせると、セシルのそばに降り立ちます。彼女達は私に見向きもせず、川に沿って上流のほうへと向かいました。

　ヒュドラが川から出ていないとすれば、逃げたのは上流、下流のどちらか。

　跳ね橋を通り過ぎて下流へと逃げたのなら、大工さん達の誰かが気づいているはず。

　そう判断して上流を選んだのでしょう。

　まっとうな考えなのではないでしょうか。

　しかし、私は彼女達を追う気にはなれませんでした。そもそも、あんなデカい魔物がいきなりいなくなっている時点でおかしいのです。そのおかしな状況に、常識的な行動をあてがっても成果はないように思えたのです。

　とはいえ、どうするべきでしょうか……。

「ハンナ先生！」

　考えていると、若手の大工さんがこちらへ走ってやってきます。

　そうでした。彼にはお昼のうちに、ひとつ頼み事をしていたのでした。

「なにかあったみたいですね」

　このタイミングで私のところへ来るということは、多分そういうことなのでしょう。息を整えながら、若手さんは答えます。

「ええ。先生の予想通りでした」

「やっぱり。……で、どうしてそんなに浮かない顔をしているんです？」

　この事件の真相を暴くすごい手柄を立てたのに、なぜか彼の表情は固く、まるで誰か大切な人を失いでもしたかのように、眉尻はこれ以上ないほど下がっています。

「いえ、それが……。多分、見てもらったほうが早いです。ついてきてください」

　どうやら彼が見たのは、言葉にすることすら躊躇ためらわれるもののようです。

　ならば自分の目で確かめるしかありません。私は彼のあとを追って、セシル達とは逆、下流へと走り出しました。
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　若手の大工さんは川沿いをしばらく下ると、近くに広がっている森のなかへと入っていきます。

「こんなところに、あの人がいるんですか？」

「ええ。この森のなかには小さな泉がありまして。それが地下で川と繫がっているみたいなんですよ。あ、そろそろです。こっから先は、おしゃべりなしで」

　若手さんは速度を落とし、体勢を低くします。私もその動きにならって進み、先にある木の陰に隠れました。

　泉のそばには、ワイズ・アルセリアが立っています。

　私が若手さんに頼んでいたのは彼の尾行。

　やはりどう考えても、魔物が出るときにいつもいないのはおかしいです。それに、いなかったのにまるで魔物を見たような物言いも、実に不自然でした。

「先生の想像通り、魔物を操っていたのはあの男でしたよ」

　小さな声で、若手さんが呟つぶやきます。驚きは全然ありません。それぐらいのクズ行為、あのハゲならやりかねないと思ったからです。

「隣国から賄賂でも受け取っていた、ってところですかね」

「へい。おそらくは」

　ルドレー橋が壊れているあいだ、ティアレットは物資を主に隣国からの輸入に頼らざるを得ません。競争相手がいなくなれば、隣国は当然ながら物価をつりあげ、大おお儲もうけすることができます。

　その一部が橋の再建を監督するワイズ・アルセリアに流れていたとしたら？

　彼は当然、橋が元に戻らないほうが儲かる、と考えるでしょう。

　けれど、単に工事を引き延ばせば国から無能のレッテルを貼られてしまいます。

　そこで考え出したのが、橋を作っては壊し、作っては壊す。つまりは自作自演です。

　それもどうしようもないほど強い魔物を出現させ「さすがにしょうがないよね」とまわりに同情させ、疑われないようにする──なかなか手の込んだやり口です。

「けれど、あんなハゲがどうやって魔物を操ってるんですか？　そんな魔法を修めているようにはとても思えないんですけど」

　魔物を使役する魔法、というのも世の中には存在します。

　鈍器と同じく忌み嫌われる、いわゆる邪道に属するような代物ですが、使用するには炎や風を操ったりするよりも遥はるかに高度な知識が求められると聞きます。

　そんな知性、ワイズから感じ取ろうとするほうが無理です。

「しっ……、戻ってきました」

　若手さんに注意され、私は口をつぐみます。泉の水面がとぷん、と揺れたかと思うと、そこから顔を出したのはヒュドラの頭でした。

　けれど、そのサイズは川で見たときとは比べものにならないほど縮んでいます。

　それに、頭は八つもなく、一つだけ。もはやただの大きな蛇です。

「戻ったか。ずいぶんと遅かったな」

　フン、とワイズが鼻を鳴らします。

「……ごめんなさいっス。お父さん」

　蛇の頭は、確かにそう言いました。

　お父さん？　それに今の声は……。驚いているうちに、蛇の頭はゆっくりと形を変えていき──私も知る少女のそれになりました。

「お父さん、だと？」

　泉から這はい出てきた全裸の娘に、なんとワイズは平手打ちをします。

「人前ではともかく、他に誰もいないところでそう呼ぶのを許した覚えはないぞ！」

　な、なんてことを！　頭にかーっと血が上ります。けれども、若手さんが必死になって私を押しとどめるので、ぐっと出て行くのを堪こらえます。

　それにしても、どういうことです……？

　これまで橋を壊してきた魔物──その正体は、ガレちゃんだったということですか？

「ご、ごめんなさいっス。ご主人様……」

　しゅんと落ち込んだ様子のガレちゃん。

　ワイズに叩たたかれた頰は赤くなり、痛々しいです。

「それで？　今回もちゃんと橋は壊してきたんだろうな？」

「そ、それが……」

「それが……、なんだ？　まさか壊せなかった、なんて言うつもりじゃないだろうな。壊せるまでは帰ってくるな、そう命令しておいたはずだぞ！」

「だ、だって、今回の橋は仕掛けがすごくて、ハンナさんやお友達もすごく強くて……。あのまま残っていたら、ガレちゃんきっとボコボコにされてたっス……」

　鬼の形相になったワイズは、うずくまったガレちゃんの身体を蹴り飛ばし、つばを飛ばして激げき昂こうします。

「ふざけるな！　お前がボコボコにされようと知ったことか！　あの橋は架かってたら駄目なんだと、口酸っぱく教えただろう！　お前には使命感というものがないのか！　今からでも、もう一度行ってこい！」

　怒鳴られてもガレちゃんは立ち上がることができず、ついにめそめそと泣き出してしまいました。

「ガレちゃん、もう橋を壊したくないっス……。みんなが頑張って作った橋を、どうしてガレちゃんが壊さなきゃいけないんスか……？」

「お前……。ずいぶんと反抗的な態度ができるようになったものだなあ。鈍器使いのガキに悪い影響を受けたと見える……。汚らしい壺つぼに封印されていた化け物のお前を解放し、これまで世話してやったのを忘れたのか？」

「そ、それは──」

「私への恩は必ず返す、そう言ったのはお前だったよなあ!?」

　そう言って、拳を振り上げるワイズ。さすがにもう見ていられませんでした。私は木の陰から飛び出すと、後ろからワイズの腕を摑つかみます。

「なにをしているんですか」

「お前……！　なぜここに！」

　驚きょう愕がくに目を見開くワイズ。どこから聞かれていたのか気になるところでしょうね。

　全部ですよ、ぜ・ん・ぶ。

「ハンナさん……」

「ガレちゃん、もう大丈夫です。この男に、二度とガレちゃんを傷つけさせたりしませんから」

　近づいてみると、ガレちゃんの肌にはまだ蛇の鱗うろこが残っています。ヒュドラの姿から完全には元に戻れていないみたいです。一体、彼女は何者なんでしょうか。

　壺に封印されていた──そうワイズは言っていました。その壺とは、ロックドラゴンやトルフカブトの菌糸を封じ込めていた壺と同じもの？

　だとすれば、彼女もまた魔物……？　こんなにかわいいのに？

「監督さん、あなたがガレちゃんに無理やり、橋を壊させていたんですよね。もう言い逃れはできませんよ！」

「くっ。……そうだ！　確かに命令していたのは私だが、実際に橋を壊していたのはガレだぞ！　もしお前が真実を明らかにしたなら、コレはどうなるだろうなあ？」

　私がガレちゃんを気遣っているのを見て、ワイズは汚らしい哄こう笑しょうを響かせます。

「コレは私の娘ではない。それどころか、人かどうかすら怪しい。魔石を食うことで、魔物に姿を変えることができる、とても珍しい化け物なんだよ。これまで橋を壊していたことが明るみに出なれば、グラン王国はガレを処刑するか、実験台にするか、黒魔術の生いけ贄にえとして使うか、そのどれかだろうなあ！」

　きっと彼は同じような言い分を、ガレちゃんに聞かせ続けてきたのでしょう。お前が生きていられるのも私のおかげだとかなんとか言って。

「ガレを死なせたくないのなら、真相を黙っておくしかないぞ！　そうすればお前も共犯だがな！　くはははは！」

「…………なに、調子に乗ってくれちゃってるんですか？」

「ひっ！」

　私の怒りは、鈍感極まる男すら後ずさりさせるほど、頂点に達していました。

「全部、あなたがガレちゃんに無理強いしてたんじゃないですか」

　もう貴族だろうがなんだろうが、ハンマーでブン殴らなきゃ気が済みません。

「選ばせてあげますよ。あなたが殴られたいのはこのデカいハンマーですか？　それともこっちの小さいハンマーですか？　どっちにしろぼっこぼこになるのには変わりないですけどね」

「お、お前がやる気なら、私にも考えがあるぞ！」

　私の殺意にたじろぎつつも、ワイズは懐から小さな袋を取り出すと、ガレちゃんに放り投げます。

「最強の魔物──フェンリルの魔石だ！　それを食って私を守れ！」

　そんな命令聞くわけないでしょ、と思ったのですが、なぜかガレちゃんは包みをじっと見つめています。

「命令を聞く必要なんてないですよ。他の人にならいざ知らず、こんなひどい男に恩を感じても無意味なんですから」

「そうかもしれないっス……。でもひどいのはガレちゃんも同じなんス。みんながすごく頑張って橋を作っているのを知っていたのに、みんなガレちゃんにすごく優しく接してくれたのに、何度も何度も壊してしまったんスから」

　ガレちゃんは袋を開け、なかに入っていた魔石の欠片かけらを取り出します。するとハンマーに宿っている鈍器の神様が騒ぎ出しました。

『あかん。ヒュドラの細胞が抜け切らんうちに新しい細胞を取り込んだら──』

『今あれを食べさせたら、【悪あく食じき】は自我を失い、魔物のまま戻ってこれんくなるで！』

　マジですか。それ、絶対に止めなきゃいけないじゃないですか！

「ダメですガレちゃん！　それを食べたら！」

　けれど、それが危険な行為であることは、本人が一番わかっているようでした。彼女は悲しげに微ほほ笑えむと、私に言うのです。

「ごめんなさいっス。ハンナさん……。ガレちゃんはもう、自分のことが大嫌いになってしまったんス。きっとハンナさんなら、悪い子のガレちゃんを『魔物』として退治してくれるっスよね？」

「ガレちゃんは悪くありません！　そんなこと、言わないでください！」

「最後に、お願いっス。大工さん達には、ガレちゃんが魔物だったことは内緒にしといてください」

　ガレちゃんは銀に光る魔石の欠片を口に含み、ごくりと飲み込みます。

「ガレちゃん！」

　私は飛びついて、彼女の口から魔石を吐き出させようとしました。けれど、間に合いません。ガレちゃんの小麦色の裸体は、瞬く間に銀毛に包まれていきます。




　ガアアアアアアアアアアア！




　ただの咆ほう哮こう。けれど、私の身体からだはその衝撃で後方へと吹き飛ばされます。

　ガレちゃんの丸かった目は鋭く吊り上がり、鼻先が突き出します。手足は巨大化し、すぐに身体は何倍にも膨れあがりました。

「ガレ、ちゃん……」

　そこにいたのはもはや可か憐れんで健けな気げな小さい女の子ではありませんでした。

　美しくも恐ろしい──銀ぎん狼ろうフェンリル。

　狼おおかみ系のなかでは最上位の魔物。

　レイニーのいる【魔の大地】では群れに遭遇することもあるそうなのですが、少なくとも王国内で出くわすような魔物ではありません。

　アオオオオオオオン！

　フェンリルと化したガレちゃんは、満月に向かって遠とお吠ぼえします。人間としての知性は、一切感じ取れません。本能に従い、獲物を狩る──そんな捕食者の眼光です。

「や、ヤバいですよハンナ先生……！　逃げましょう！」

　木の陰に隠れたまま、私に声をかけてくる若手さん。ワイズはその存在に気づき、狼に命令します。

「あそこにも目撃者がいるぞ！　ガレ、事の真相を知った連中は皆殺しにしろ！」

「グオオオオオ！」

　その声に応じて、というわけでは多分ないでしょう。この場で最も怖おじ気づいている者に狙いを定め、狼は若手さんに向かって突進してきます。

「鈍器スキル【空気の杭くい】！」

　ハンマーを振り回して魔力で固めた【杭】を生み出すと、それを地面に突き刺して即席の柵を作ります。目的はもちろん、狼の足止めです。

　しかし、それは結果的に、なんの役にも立ちませんでした。狼は【空気の杭】で作った柵をたやすく突き破り、そのままの速度で突き進んでくるではありませんか。

「くっ！」

　仕方なく私は跳び上がると、狼の頭にハンマーを叩きつけました。さすがにこれは効いたのか、狼はぐらりと体勢をよろめかせます。

　けれど私が手加減したのもあって、大したダメージは通っていません。狼はすぐさま口を開くと、炎の息をこちらへ吹きかけてきます！

「鈍器スキル【土つち壁かべ造づくり】！」

　私は若手さんの前に立つと、ガン、と地面を叩き、正面に土の壁を作り上げます。

「あちっ！　あちちち！」

　壁の左右を吹き抜けていく熱風に、若手さんが悲鳴を上げます。

　なんとか防御が間に合いましたが、直撃してたらヤバかったですね。

　現に、たった一撃で森は火の海です。

「いいぞ。なにもかも燃やしてしまえー！」

　馬鹿みたいに喜ぶワイズ。今の攻撃の巻き添えにはなっていませんでしたか。ガレちゃんに理性があるとはとても思えないのに──運のいい人です。

　それにしても、この炎はマズいですね……。煙を吸い込んで意識を失うかもしれませんし、なにより目立ちます。

　さっきの遠吠えだって、招かれざる方々を呼び寄せるには充分すぎるものでした。

「──踊れ、踊れ、炎よ踊れ。燃える演舞で荒れ狂え！　【ファイア・ウォール】！」

　再びこちらへ突進をかまそうとしたフェンリルの前に、炎の壁が立ちふさがります。

　森を燃やしていた炎が、まるで意思を持ったかのように一つにまとまったのです。

　そんな芸当ができるのは、ここには当然ひとりしかいません。

「ヤダヤダ、ヤッバーい！　ねえ、あれってフェンリル？　アタシ、初めて見た！」

「今日は珍しい魔物にばかり会うね。まとめて聖剣の錆さびにしてあげるよ」

　あーあ……、最悪です。セシルとローゼリアが現れました。

　事情を知らない彼女らは、フェンリルを退治しようとするに決まってます。

「ふたりとも待ってください！　この魔物は悪い存在じゃないんです！」

　ローゼリアはともかく、もうひとりにはきっと無駄、そう思いながらも私は叫びます。

「悪い存在じゃない？　ふん、魔物に良いも悪いもあるものか。そこにいるなら倒す、がボクのポリシーだ。決まり切ったことさ」

　ほら、やっぱりです。

　ここで話が通じる相手なら、もっと仲よくできてるはずなんですよね。

　炎の壁に阻まれて動きの止まったフェンリルに、セシルは細身剣の切っ先を向けます。

「剣技【ホーリー──」

「させるもんですか！」

　セシルの構えた剣にハンマーをぶつけることで、発動しかけた技を途中で止めました。

「この子は傷つけさせません！」

　たとえ姿が獣になろうと、理性を完全に失っていようと、この子がガレちゃんであることに変わりはありません。

　彼女は悪い魔物として、私に退治されることを願いました。

　けれど、その願いをそのまま叶かなえてあげるわけにはいきませんし、他の人に退治されるなんて、もっとあってはなりません。

「ハンナ・ファルセット！　魔物を庇かばうなんて、やっぱりキミは邪神に魂を売り渡していたんだな！」

　これまで以上の憎悪と侮蔑を込めて、セシルが私のことを睨にらみつけてきます。

「橋を壊すのも、それを守るのも、全ては自作自演。魔物とも最初からお友達だったってわけだ。この悪魔め！」

　状況的にはそう思われてもしょうがない気もしますが、言い方ひどくないですか？

　まあ、今さら彼女の誤解が膨らもうと、知ったことじゃないです。私には、もっと大事なものがあるんですから。

「私は自分自身に約束したんです。橋だけじゃなく、この子の笑顔も守るって」

　ハンマーをぎゅっと握り、私はセシルと対たい峙じします。

「だから──あなたがこの子を退治するって言うのなら、私はあなたを倒します！」
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「キミがボクを倒す？　はっ！　前にボクに挑んで退学になったのを忘れたのかい？」

　そう。一年前は勝ち目なんてありませんでした。

　実力もなく、ただ冒険者に憧れるだけだった私。

　しかし、今は違います。手にした鈍器と、ガレちゃんを救いたいという胸の想おもい。

　その強さは誰にも負けません。

　セシルが剣士としてどれだけ天才だったとしても、負けるわけにはいかないのです！

「ちょっとちょっと！　こんなときにまでケンカするのやめてよね！」

　ローゼリアにとって、今使っている魔法【ファイア・ウォール】は大技です。

　フェンリルを止めておけるだけの巨大な炎の壁は、自力によるものではなく、周囲の炎をかき集めて生み出しているに過ぎません。

　魔力以上に集中力を使うのでしょう。文句を言いながらも、光り輝く杖つえを構えて、微動だにできずにいます。

　いえ、彼女が自由に動けたとしても、きっと仲裁するなんて無理だったでしょう。今回ばかりは、譲れないものがあるのです。

　先に仕掛けてきたのはセシルのほうでした。

　彼女は風のように素早く間合いを詰めると、細身剣を突き出してきます。

　速い！　なんとか避よけましたが、完全には躱かわしきれません。切っ先のかすめた腕から血が噴き出ます。

　これ……、本当に私を殺すつもりで突いてきていますね。

「はっ！　鈍いね。鈍器レベルが上がったと言っても、スピードはそんなものか！」

　無数の突きが、続けざまに私に襲いかかってきます。彼女の持ち味は速さ。破壊と構築を得意とする鈍器スキルは、スピードでは細身剣に到底太刀打ちできません。

　素早さを上げる風系、高威力の遠距離攻撃を放てる光系のスキルに特化したセシル。

　細身剣の使い手としてはありがちな選択ですが、その練度は尋常ではないです。

　彼女が剣を突き出すたび、傷が増えていきます。

「……くっ！」

　しかし、焦りを募らせているのはむしろ攻勢をかけているセシルのほうでした。

　なぜなら私が負っているのはどれもかすり傷。全く致命傷ではありません。

　ひとつひとつが渾こん身しんの突き。それが当たらないのならともかく、当たってもまるで通じていない。彼女にとっては初めての経験に違いありません。

「ハアッ！」

　お返しにと振ったハンマーは、セシルが後方へと飛び退のいたために空を切ります。

「どうですか。硬いでしょ、私の身体は」

　ハンマーを担ぎ直し、私は不敵に笑います。鈍器レベルが１億に至るまでに、私もまたいくつものスキルを身につけています。そのなかには、能力を常時引き上げてくれるものもたくさん入っています。

　例えば鈍器スキル【愚鈍な肉体】。皮膚の強度を上げ、ダメージを受けにくくするスキルです。痛みを軽減してくれるのも嬉うれしいところですね。

　相変わらずスキルのネーミングはどうかと思いますが……。

　どれだけ突いても致命傷を与えられないセシルは苛いらつきを隠しません。

「ふん。厚いのは面の皮だけじゃないらしいね。でも……、それなら他に狙いどころがあるってもんさ！」

　彼女が突いてきたのは──私の瞳。

　確かに、瞳であればどれだけ皮膚が硬かろうと関係ありません。

　それにしても、ねえ……？　本当にやってきましたよ。

　普通、もうちょっと躊ちゅう躇ちょしませんかね……。

　ギィン！　セシルの渾身の突きは、私の身体に届く前に弾はじき返されます。

「な……！」

「鈍技【空気の杭】です」

　さっき私が空振ったハンマーは、セシルを狙った攻撃ではありませんでした。

　先を読んだ防御だったのです。

　私の正面に【空気の杭】、つまり見えない壁を作り出しておき、相手の突きを防ぐのが真の狙い。体勢が崩れたセシルに、横薙なぎのハンマーをぶちかまします。

　彼女はとっさに両腕にはめた手甲でガードしましたが、中途半端な防御が通じるほど、私のハンマーはやわじゃありません。

　ふっとばされるセシル。

　ゴロゴロと地面を転がったあと、彼女はすぐさま体勢を整えます。

　立て直しの素早さは賞賛に値しますが、手はダランと垂れ下がっています。

　さっきの感触だと、骨にヒビのひとつやふたつは入っているでしょう。先程のような鋭い突きは、もう繰り出せません。

「ここらへんでやめませんか、セシル。あなたと私ではレベルが違いすぎます。次は腕の骨一本や二本じゃすみませんよ」

　彼女がいくら強いと言っても、その剣レベルは１００を少し超えるくらいでしょう。

　一方の私は、鈍器レベル１億。

　おそらく相性は私にとってすこぶる悪いように感じますが、それでも普通に戦えば私が余裕で勝ちます。

　むしろ彼女は、よく粘ったほうでしょう。

「なるほどね……。鈍器レベルが１億という話は、やはりそれなりの信しん憑ぴょう性があったってわけか」

　セシルはぎりり、と奥歯をかみます。

　悔しそうにしていますが、まだ諦めてはいない様子です。

「まだやる気なんですか？　レベル差は歴然なのに」

「決まり切ったことさ。やめるはずがない。ようやくキミの弱点が見えてきたところなんだからね」

「弱点？　もしかして、戦術でレベル差を埋めるつもりですか？　さっき【空気の杭くい】で剣を弾かれて、頭のほうでも負けてるって気づきませんでした？」

　大工仕事は、計算の連続です。

　どんなものを作るか、どうやって建物を支えるか、どんな間取りにするか──そういうことを考え続けなければなりません。

　先読みと創意工夫。その習慣が戦闘にも活いきるのは、今証明して見せた通りです。

「キミの鈍器レベルが本当に１億なら、こんな風に勝負になってすらいないはず、そうだろう？　ドンケツはドンケツなりに頑張ったんだろうけど、ボクの勝利は揺るがないよ」

　そう言うと、セシルは再び剣を構え直しました。

　どうやら彼女の指摘する弱点とは、戦術や戦闘経験といった類いのものではないようです。なるほど。彼女の言いたいことには大体予想がつきました。

「キミ、レベルアップで手に入れたスキルポイントを全然使い切れていないだろ」

「……バレましたか」

　単に道具レベルが上がっただけでは、体力や能力は上昇しません。

　レベル上昇とともに手に入るスキルポイントを使って、スキルを習得しなければ意味がないのです。

　そして、私にはとりたくてもとれないスキルが、ツリー上に無数にあります。いくらスキルポイントが１億も手に入っても、複数の道具レベルが条件となる『複合条件スキル』は覚えられないのです。

「キミは『自分が取得可能な』スキルは、きっと手当たり次第に全て習得したんだろう。でも、鈍器レベル以外の前提条件が必要となるスキルは、一切取得できていない。決まり切ったことさ。なにせ、鈍器以外の道具レベルはゼロなんだからね」

　悔しいことに、その通りです。

　単一条件のスキルより、複合スキルのほうが取得が難しい分、強力。だからこそ冒険者は『どの複合条件スキルを習得したいか』まで考え、複数の武器で修練を積みます。

　魔術師志望であるにもかかわらず、ローゼリアが学園時代に細身剣の授業に加わっていたのも、将来的に役立つからに他なりません。

　万遍なく能力を鍛えた他の冒険者に対し、私はあまりに極端。

　歪いびつなステータスこそ、レベル差ほどの実力差を感じさせられない要因なのでしょう。

　それでも私に不満はありません。

　鈍器単一のスキルだけで、学園時代に比べれば充分すぎるほど強くなれたのですから。

　それに──

「余りまくったスキルポイントは、私の伸びしろですよ。他の道具レベルを上げれば、さらに強くなることができるんですから」

「ふん。鈍器以外は無才なキミがそれを望むのかい？　まだユニークスキルの獲得を目指したほうが現実的だと思うけどね」

　セシルの剣が魔力を宿して輝き出します。

　いえ、それだけに留とどまりません。剣から生み出された光は彼女自身をも包み込んでいきます。やがてそれは森に広がる闇を照らす、目ま映ばゆい煌きらめきへと変わりました。

　さっき彼女が使った【ホーリーエンド】とやらより、さらに凄すご味みを感じてしまいます。

「それがあなたのユニークスキルですか」

「ああ。お父様に認められたい。その願いが生み出した、ボクだけの最強スキルだ！」

【ファイア・ウォール】を維持しながら私達の戦いを見ていたローゼリアの顔が、さっと青ざめます。

「待って！　その技を人に向けて使うのは──」

「勘違いしないでくれローゼ。ボクはあくまでこの技を、フェンリルに向けて放つ。割って入るかどうかは、ハンナ、キミの自由だよ」

　言ってくれるじゃないですか。私が怖おじ気づくとでも思っているんですかね。

　だとしたら大きな間違いです。

　大体なんですか？　お父様に認められたい？

　誰かを想う心がユニークスキル獲得に必要なのだとしたら、彼女のもの以上に独善的な願いは他にないでしょう。

　私と共に過ごす日々を想って生まれたレイニーの【エターナルロンド】や、薬を求める人々の治癒を願ってミラさんのお父さんが手に入れたスキルとは全然違います。

　誰かを傷つけてでも自分をよく見せたい、己を最強だと知らしめたい──

　まさに彼女の心を体現したような、自己欺ぎ瞞まんに満ちた、悪のユニークスキル。

　ならばそれを完膚なきまでに打ち破り、知ってもらうとしましょう。

　彼女の願いなど、本当に人を想おもいやる気持ちには到底及ばないってことを。

　私はフェンリルを庇かばうように立ち、ハンマーを背後に構えます。

　幸いなことに、フェンリルはまだ炎の壁に阻まれて、襲いかかってはきません。

　無理に炎を突破しようとしないのは、私達のいがみ合いが自分に利すると思っているからでしょう。

　ならば私はただ、ユニークスキルを弾き返すことだけに、全集中力を注げばいい。

「ユニークスキル──剣技【ホーリーエンド・レクイエム】！」

　光を全身に纏まとい、高速で突進してくるセシル。その切っ先からはさらに凄すさまじい閃せん光こうが[image: hotobashi]ほとばしっています。あまりの明るさに、目を細めなければならないほどの。

　これが冒険者学園首席、セシル・ソルトラークの本気ですか。

「はあああああッ！」

　対する私のスキルは、単純明快。

　ただハンマーをスイングし、ハンマーヘッドを相手の技にぶつけるのみ。

「鈍技【物理返し】！」

　魔力ＶＳ物理。私がただの冒険者なら、剣先から放たれる光に飲まれておしまい。勝負にすらならないところです。

　けれど【物理返し】は、炎だろうが光だろうが魔力だろうが、それがなにかしらのエネルギーであるならば押し返すことができるのです。

　必要なのは、ただ私の振るったハンマーの物理エネルギーが、向かってくるエネルギーに勝っているかどうか、だけ。

「なん、だって……！」

　セシルが驚きの声を上げます。それも当然です。彼女の目には、ありえない光景が映し出されているはずです。

　セシルの繰り出した光の剣が、ハンマーヘッドに受け止められている、という──

「くっ！」

　けれども私にもそんなに余裕はありません。ハンマーヘッドに触れている剣先、そしてそこから放出される膨大な光の束が、身体からだを押し込み、後ろへと下がらせます。気を抜いたら吹き飛ばされてしまいそう。

「これがユニークスキルの威力ですか……！」

　私はユニークスキルをひとつも持っていません。神様の作ったツリーの後追いばかり。

　しかし、負けるわけにはいかないのです。

　私の後ろにはフェンリル──ガレちゃんだっているのです！

「はっ！　どうしてそこまでムキになって、魔物を助けようとするんだい？　キミが邪神の使いだとしても、ここまで来たら見捨てたって構わないだろう？」

「見捨てる？　バカ言わないでくださいよ。そんなことしたら、顔向けできなくなるじゃないですか」

「一体誰に？」

「私の大切な人に……！　そしてなにより、私自身に、ですよ！」

　どうしてここまでガレちゃんを守りたいと思うのか、ようやくしっくりきたような気がしました。

　私は、ガレちゃんを自分自身に重ねたのです。

　どちらにも、本物の家族はいません。私は幸せなことにレイニーに見つけてもらえましたが、ガレちゃんを拾ったのは最低最悪な男。

　結果、ガレちゃんはやりたくもないことを強要され、自分を可か愛わいがってくれている大工さん達を裏切るしかなくなったのです。

　拾ってくれる人が違っていたなら、私だって似たような状況に追い込まれていたかもしれないのです。

　ならば──ガレちゃんを救うべきなのは、私です。

　本来ならば私のものだったかもしれなかった運命を、今からでも一緒に背負い、そしてブン投げて、ぶっ叩たたいて、粉微み塵じんにしてあげなくちゃ……！

　使うのは鈍器。優美でも華麗でもない、無骨な武器です。

　きっと、レイニーみたいにカッコよくはいきません。

　それでも、私は私自身の想いに応えてみせます！

「ボクの技を受け止めたのは褒めてあげるよ！　でも、そこまでが限界のようだね！」

　彼女の纏う閃光が一層強くなり、ハンマーにかかる負荷が大きくなります。まだ余力を残していましたか！

　相変わらず剣の神様に愛されてますね、この人は！　こんな性格の悪い女の、どこがいいっていうんでしょう！

「ふうううおおおおおお！　てやんでーです！」

　両腕に力を込め直し、全ての指を握り込み、重心をこれでもかと下げて、私は剣技に対抗します。

　セシルに傾きかけていたパワーバランスは拮きっ抗こうし、やがてジリジリとハンマーヘッドは前へと出て行きます。

　ピシ、ピシ……。

　同時にセシルの持つ細身剣に、少しずつヒビが入っていきます。

「そ、そんな──。ボクのレクイエムが、押し負けてる!?」

「あたぼーです！　私の鈍器を舐なめないでください！」

　グン、と私はハンマーを振り抜きます。セシルと剣を包んでいた光は拡散し、あたりに飛び散ります。

　バキャァァァアン！

　同時に、セシルの剣は粉々に砕け散りました。

「う、噓うそだ……！　お父様から授かった聖剣【ブライトライン】が……！」

　驚きょう愕がくに目を見開くセシル。それなりに貴重な剣だったのでしょうか。ショックを受けているところ申し訳ないですが、これは勝負。追い打ちをかけさせてもらいます。

「──鈍技【ぶちかまし】！」

　セシルとの距離を一気に詰めると、彼女の鎧よろいをハンマーでぶっ叩きます。

「ぐああっ！」

　セシルは吹っ飛び、大木に背中を打ちつけます。純白の胸当ては砕け、大きな穴があいてしまっています。

　ダメージは相当なものだったようで、彼女は立ち上がることができません。

「ふぅ……。あなたの剣、そしてあなたの願いは、私の鈍器に及ばなかったようですね」

　勝負はつきました。退学の決め手となった一度目の対決では勝負にすらなりませんでしたが、今回はなんとかリベンジできました。

「ギリギリな攻防でしたが、最後の決め手は想いの差、だったんじゃないですか」

　私の想いは重いんですよ。鈍器だけに。

「ボ、ボクの剣技が、ドンケツの鈍器なんかに負けるわけがない……。こんなの全てデタラメだ……！」

　はあ……。まだそんなことを言ってるんですか。

　この人はどこまで行ってもダメですね。

　まあ、現実を受け止めきれないほど心に傷を負ったのなら、今後は人の痛みもちょっとはわかるようになるかもしれません。

「これに懲りたら、少しは人を思いやるということを覚えてほしいものです。その心さえあれば、私が邪教徒なのかそうでないのかも、私とあなた、どちらに正義があるのかも、最初からわかったんじゃないですか？」

「ふ、ふざけるな！　キミが正義なはずがない！　ボクの見ているものこそ真実だぁ！」

　セシルは気力を振り絞って立つと、武器を失ってなお殴りかかろうとしてきます。

　やれやれ、です。速度を失った攻撃を躱かわすのは容易たやすく、私は小ハンマーを取り出して、彼女の首筋に叩き込みました。

　鈍器の衝撃で気を失ったセシルは、その場にどさりと倒れ込みました。

「ちょ。大丈夫!?　しっかりしてよぉ！」

　倒れたセシルに、慌てて駆け寄るローゼリア。

　彼女が構えを解いたことで炎の壁は勢いを失って霧散します。

　奥から踏み出してきたのは、こちらの決着を待っていたフェンリル。

　あっちからしたら、今の戦いは同士討ちにしか見えなかったでしょうね。

　グオオオオオッ！

　フェンリルの爪が迫ります。なんとか回避しましたが、ちょっとふらついてしまいました。さっき【物理返し】で踏ん張りすぎたせいで、疲労は足に来ています。

　それでも、相手を倒すだけなら簡単。残る力を振り絞り、フェンリルの頭にハンマーをブチ当てれば、きっと絶命させることなんてわけないでしょう。

　もちろん、そんな選択はありえないですけどね。それじゃ必死になってセシルから守った意味がなくなってしまいます。

　大ハンマーを構え、フェンリルと改めて対たい峙じすると──

「おい、ありゃなんだ……？」

「今度は狼おおかみの化け物かよ！」

　森の火事に気がついた大工さん達が、ぞろぞろと集まってきました。

　まずいです。フェンリル──ガレちゃんが彼らを襲うなんてことは、一番に避けなければならない事態です。

「にしても、どうしたらいいんですかね……！」

　肝心の、ガレちゃんを救う方法が、考えても考えても思い浮かびません。

　セシルと戦ってはみましたが、ぶっちゃけその後のアイデアなんて全くなし。

　覚えた鈍器スキルをひとつひとつ思い出してはみますが、どれも相手を倒すか、拘束するか、そういったことしかできません。

　建築や鍛冶に使っているスキルを応用して、彼女を救えないでしょうか？

　けれどそれらのスキルは物の『形』を変えることはできても、『本質』を変えることはできないものばかり。

　鉄てつ屑くずを剣の形にはできても、金きんには変えられない。

　ガレちゃんを再び人間に戻すなんて、もちろん到底不可能です。

　突進してくるフェンリル。

　考え事のせいで躱すのが遅れ、咄とっ嗟さにガツン、と狼の頭に攻撃を返してしまいました。

　ギャアアアアアアアア！

　フェンリルが痛みで悲鳴を上げます。

「ああ、すみません。ガレちゃん……！」

　このままじゃ、ジリ貧です……！

　棟とう梁りょうがいつか話してくれた言葉が脳裏によぎります。

『鈍器を司つかさどる神様が破壊の神だなんて、俺は信じちゃいねーんだ。だって、全然逆じゃねえか。俺達はハンマーで物を創ってんだからな』

　鈍器に対する価値観が変わったのは、あのときからです。

　鈍器で誰かの役に立つことができるかも──そう思わせてくれたきっかけ。

　でも、私はダメダメです。

　せっかく高い鈍器レベルを持っているのに、この力で理不尽をブチ壊したいと思っていたのに、今、少女ひとり救うことさえできずにいます。

　フェンリルが双そう眸ぼうに怒りを蓄え、私を食いちぎらんと襲ってきます。

　手加減して、勝てる相手ではありません。相手を殺すか、自分が死ぬか。

　私が負ければ、集まってきた大工さん達が犠牲になってしまいます。それはガレちゃんの望みとは一番かけ離れた結末でしょう。

　だからといって、ガレちゃんを殺すなんてできません。

　考えるんです。どうすれば彼女を救えるのか。

「私は……、私は、彼女にとってのレイニーになります！」

　レイニーが私の幸せを作ってくれたように。

　今度は私が、ガレちゃんの幸せを作ってあげたい。

　万年ドンケツだった私が、学園一の優等生だったセシルに勝てたんです。

　この願いを叶かなえる方法だって、きっとあるはずです。

「…………願い？」

　心のなかに、なにかが引っかかりました。

　そして思い出されたのは、レイニーの言葉です。

『なにかを強く、強く願い、神がそれを聞き入れたときにのみ覚えることができるもの』

　元々ツリー上には存在しない、ただひとりだけに許されたスキル。

　今、覚えているスキルで打つ手がないのなら、今ここでそれを覚えるしかありません！

　そのとき、手に持ったハンマーがぶるりと震えました。

『ハンナ』

　え、と思って声のするほうを見ると、手にしている大ハンマーの上に二匹のクマさんが並んで立ち、じっと私を見上げています。

「鈍器の神様!?」

　すごく驚きました。だって彼らは二匹で声を掛け合うことはあっても、私に話しかけてくることなんて一度だってなかったのですから。

　小さなほうのクマさんが、拳を握りしめて言います。

『ハンナ……、今こそ鈍器の力に願うんや！』

　続けて、大きなほうのクマさんが声を張り上げます。

『鈍器は決して、破壊のためだけの武器やない。創造力があれば、どんな未来だって作ることができるんや。それが鈍器の力。それこそがパワー・オブ・鈍器や！』

「な、なんですか！　パワー・オブ・鈍器って！」

　すごく良いこと言われた気がするのに、そのあとのパワーワードのせいで全然頭に残らなかったんですけど！

　あ、ヤバいです。ツッコんでる場合じゃありません。嚙かみつこうとしてくるフェンリルの顎を、横からハンマーで叩いて防ぎます。

『鈍器使いが細かいこと気にすんな！　ただ、鈍器で世の理不尽をブチ破るんや！』

　鈍感なのが美徳、みたいな言い方には釈然としないものを感じますが、神様達の鼓舞によって、やってやろうという気持ちが少しずつ甦よみがえってきました。

　鈍器で世の理不尽をブチ破れ、ですか。

　いいですね。私がやりたいのって、まさにそういうことです。

　おまけに神様が味方についてくれるなら、怖いものなんかありません。

「てやんでーです！　鈍器のすごさ、見せつけてやりましょう！」

　体勢を整えたフェンリルが口を開き、炎の息を放ちます。

「鈍技【土つち壁かべ造づくり】！」

　地面を叩たたいて隆起させます。けれど、今度はそれを盾としては使いません。斜めに立ち上がった土の壁を蹴り、踏み台として使うことで大きく跳び上がりました。

　空中の私を嚙み千切らんとするフェンリルの牙が迫ってきます。

「鈍技【空気の杭くい】！」

　私は空中に【空気の杭】で足場を作り、さらに上へ上へと駆け上がります。

　ついにはフェンリルの巨体をもってしても、攻撃の届かない場所まで。

　ピコン♪

　耳元で、レベルアップの音が鳴り響きます。同時に、自動的に目の前にスキルツリーが表示されました。

　そこには『新たに習得できるスキルがあります。スキルポイントを使いますか？』という問いかけが一緒に記されています。

　しばらく見なかった文章。ここ最近は、新しく覚えられるスキルなんかなくて、自動でツリーが開くこともなかったですからね。

「あたぼーです！　スキルポイントなんて腐るほど余ってます。好きなだけ持っていってください！」

　するとツリー上の新たなスキルに、光が灯ともりました。

　これまで誰ひとりとして到達していない、私だけのスキル。

　ガレちゃんを救いたい──

　そんな私の願いと想おもいが作り上げた、ユニークスキルでした。

　はぁあああああああ！

　手に力を込めると、ハンマーが輝き出します。

　これまでに感じたことのない、強い強い力が、自らの持つ鈍器に宿っていきます。




　パワー・オブ・鈍器。




　パワー・バイ・鈍器。




　パワー・フォア・鈍器。




　準備は万全。あとは己の鈍器りそうと鈍器しんねんに基づき、鈍器てつついを食らわせるだけです！

　私は最後の杭を蹴ると、フェンリルめがけて落下、その頭部に渾こん身しんの一撃を放ちます。




　ズ鈍ドォ──────ンッ!!!!!!!!!




　耳をつんざく爆音が森に鳴り響きました。

　ハンマーの命中した頭部はおろか、狼の胴、手足は根こそぎ吹き飛んで、周囲に血と肉の雨が撒まき散らされます。

「ふ、ふ、ふはははは！」

　後ろの木の陰に隠れていたワイズが、着地した私を見て嘲笑します。

「殺した！　殺したな！　あれだけ守る守ると言いながら、結局は我が身が愛いとしかったわけだ！」

「──殺した？　誰が、誰をです？」

「え……？」

　ワイズに背を向ける格好だったからわからなかったのでしょう。

　私はくるりと振り返り、抱きかかえている小麦肌の少女の姿を、彼に見せます。

　意識を失ってはいますが、傷ついてなんかいません。

　まして殺したりなど、するものですか。

「そ、それはガレ？　どういうことだ。ガレはさっき、お前が殺したんじゃ──」

「ユニークスキル、鈍技【破壊と再生スクラップ＆ビルド】。ガレちゃんの身体からだから、フェンリルの因子だけを叩き出しました」

「は、はあああああ!?」

　鉄を叩き、そのなかに含まれる余分な炭素を弾はじき出すように──私は、ガレちゃんの肉体から、取り込んだフェンリルの細胞を分離させました。

　私が木こっ端ぱ微み塵じんに破壊した銀毛の狼は、いわばガレちゃんの脱け殻だったわけです。

　鈍技【破壊と再生スクラップ＆ビルド】。

　まさに鈍器の力を体現したようなユニークスキルです。

　腕のなかで眠るガレちゃんを見て、ほっと息を吐きました。

　レイニー……、私にもできましたよ。

　五年前。あの雪の日にあなたが言っていたこと、ちょっとわかったような気がします。

　想いの力ってすごいです。それこそ、世界の理ことわりすら変えてしまうほどに。

　あなたも、同じくらい強く、私のことを想ってくれていたんでしょうか。

　だとしたら、本当に嬉うれしいです。会いたい気持ちが抑えきれなくなってしまいます。

『にしても、ドえらいカッコつけた名前つけたもんやなー』

『単純に【叩き出し】でええんちゃうか？　この子の身体から悪いモンを叩き出したんやから』

　せっかくいいところなのに、神様がくそダサいネーミングを提案してきました。

　当然ながら、無視です無視。

　私だけのスキルなんです。横から命名権をとられてなるもんですか。

「……にしても、まだまだ未熟ですね、私」

　ガレちゃんの頭には獣の耳が、お尻からは尻尾が生えています。

　どうやら完全にフェンリルの因子を叩き出すことはできなかったみたいです。

　まあ、ガレちゃんのかわいさは少しも損なわれていないようなので、自分的には及第点ではありますが……。

「う……」

　ガレちゃんがうっすらと目を開けます。目覚めた彼女の瞳に映るのは、私、そして心配して集まってきた大工さん達です。

「ガレちゃん、大丈夫か？」

「どうして、化け物のなかからガレちゃんが？」

　当然ながら、大工さん達は状況がいまいち飲み込めてないみたいです。

「あ、あのですね、これは……」

　しどろもどろになりながらも弁明しようとした私でしたが、胸に抱かれているガレちゃんは目を細め、彼らに告白します。

「みんな、騙だましていてごめんなさいっス……。橋を壊していた魔物は、その正体は、全部ガレちゃんだったんスよ……」

　フェンリルに変化してしまっていたあいだの記憶も、多少は残っていたのでしょう。

　ガレちゃんは生きて元の姿に戻ってしまったことを恥じ入るように、涙を流します。

「そ、そうだぞ！　お前らが『癒やされる』とか言ってかわいがってたガレは、本当は橋を壊していた魔物だったんだよ！　ざまあみろ間抜けどもが！」

　ワイズがやけになってわめきたてます。自分は無関係という無理筋な主張を繰り広げる気はないようで、開き直りともとれる態度です。

「ガレは私同様、いやそれ以上の罰を受けることになるぞ。くくく、私を告発するなら、こいつも絶対に道連れにしてやるからなあ！」

　いや、まだ往生際の悪い考えは残ってるみたいですね。万にひとつでも逃げ切れるのなら、手段を選ばない。最後まで人として終わってる男です。

「ガレちゃん、みんなにひどいことしてたっス。だから……、どんな罰でも受けるっス」

　力なくつぶやくガレちゃんに、状況がわかってきた大工さん達が声をかけます。

「そんなの……、そんなの責めるわけねーじゃねえか！」

「ワイズの野郎に無理やりやらされてただけなんだろ？」

「俺は魔物だろうとなんだろうと、ガレちゃんを家族みたいに思ってるぜ！」

「おう、ガレちゃんは俺達全員の、かわいい娘だ！」

　くうう、大工さん達、いい人ばっかりじゃないですか！

　この光景を見ても、鈍器を使う人が邪教徒だなんて言える人がいるでしょうか。もう、涙で前がかすんできましたよ……。

「み、みなさん……」

　わあああん！

　ガレちゃんが号泣します。

　けれどその涙は先ほどまでとは違い、悲しさや後悔によるものではありません。

　彼女にとってのレイニーになる、なんてさっきは息巻いてしまいましたが──私、思い上がりもはなはだしかったですね。

　ガレちゃんには心で繫つながっている家族が、最初からちゃんといたのです。

「……いいかお前ら、ガレちゃんはここで死んだってことにする！」

　親分さんがみんなを見回しながら力強い声で宣言します。

「バラバラになったとはいえ、魔物の死体は残ってるんだ。ガレちゃんが生きてるって主張するのがこのクソ野郎だけなら、役人だって信じたりはしねえ！」

　おお、と私は拍手したくなりました。それは素晴らしいアイデアです。けれどワイズはなんとかして罪から逃れたいようで、なおもみじめったらしく食い下がります。

「そ、そんなの通用するはずがないだろ！　おい、そこのダークエルフ！」

「え、アタシ？」

　気を失ったままのセシルを介抱するローゼリアに対し、ワイズは続けます。

「お前はバゼル殿のところの卒業生だったな！　もしこいつらが私を告発したら、お前はこちら側に立って証言してくれるよな！」

　そうでした。彼女がいたんでした！

　ガレちゃんともほとんど面識のない彼女が私達と口裏を合わせてくれるとは思えません。

　ところが──です。

「……うーん、わかんないなあ、ダークエルフって意外と夜目がきかないんだよねー」

　ローゼリアは見事と言いたくなるほど盛大にすっとぼけました。

「な……！　闇に生きるダークエルフが、夜目がきかない？　そんなわけあるか！　貴様のやっていることは、貴族である私、ひいては我が同胞であるバゼル殿への反逆だぞ！」

「ヤダヤダ、しつこーい。闇に生きるトカ、ちょー偏見だし。アタシ、セシルの世話しなきゃいけないから、もう話しかけないでくれる？」

　なに考えてるんですかね、ローゼリア。

　彼女からしたら、私が魔物を庇かばおうとしたって理事長に告げ口したほうが、お得な気がするんですけど。

　もしかして、私に恩を売ろうとしているんでしょうか。うーん、後になって面倒くさいことを言い出さなければいいんですが……。

「ありえないありえないありえない。お前ら全員、バゼル殿に頼んで人生終わらせてやるからな……、覚悟しろ！」

「はあ、見苦しい……。覚悟するのはあなたのほうなんですよ」

　まあ、ローゼリアのことはとりあえず置いておくとしましょう。

　私は大工さん達にガレちゃんを預けると、改めてハンマーを握りしめます。

「な、なにをするつもりだ！　まさか、無抵抗の人間を殴ったりはしないよな？」

「もちろんです。でもあなた、さっきから無抵抗でもなければ、元から人間ですらない、いわゆる『人でなし』じゃないですか。だから、ぶん殴っても、誰も文句言わないと思うんです。ね、みなさん？」

　呼びかけた大工さん達は、みな一様に頷うなずいてくれます。それも深く深く。

　私がセシルの技を破り、狼おおかみを爆散させたのを目の当たりにしているワイズは、尻餅をついて震えています。

「や、やめろ！　お前みたいな馬鹿力で殴られたら、間違いなく死んでしまう！」

「安心してください。死ぬほど手加減してあげますよ」
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「ほ、本当か!?」

「ええ。……あくまで一発一発は、ですけどね」

「ひ、ひぎィー!!」
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　高速でハンマーを叩たたきつけられ、ワイズはボロ雑巾になって後方へと吹っ飛びます。

「ぎゃ、へっ！」

　そして大木に背中をぶつけ、白目をむいて気絶してしまいました。

「……あなたに虐げられていた人達の心の痛み、鈍器の痛みで知りなさい」

　大工さん達がわっと歓声を上げます。

　ルドレー橋の再建、そして橋を壊し続けていた魔物の退治は、こうして終わりを迎えたのでした。





＊






「いやー、エッグタルトの薬はやっぱり最高だな！」

「武器や防具も新作が出てたぜ。どれも他の店とはレベルが違うよな」

「俺は最初からわかってたぜ。あんないい品を出す店が、邪神を信じてるわけねえって」

「噓うそつけ。お前、ビビってしばらく立ち寄らなかったくせによ」




　ルドレー橋での激闘から十日。

　私が少女の姿に化けていた魔物を倒し、橋を守ったというお話は、メディトのおばさんが持つ井戸端会議力で瞬く間に広まり、悪い噂うわさは一気に上書きされていきました。

　ワイズは王都で裁きを受けることになっています。魔物による死者がひとりもいなかったこともあり、死罪だけは免れるようですが、伯爵位は剝奪。罪人として、大工仕事に就かされるらしいと聞きました。

　残念ながらこの世界では、鈍器を持つイコール汚れ仕事ですからね。まあ罰としてはふさわしいんじゃないでしょうか。ひどい仕打ちを受けていたガレちゃんも、ワイズに死んでほしいとは思ってなかったでしょうし。

　それに自分で物をつくってみれば、それを壊される辛つらさ、痛みを充分に理解できるはずです。

　セシルはというと、私がいるあいだ、まるで目覚める様子がありませんでした。

　ローゼリア曰いわく、肉体的なダメージより【ホーリーエンド・レクイエム】を放った影響のほうが大きいみたいです。

　私を倒そうと力んで、魔力を全部使い切ったんでしょうね。一応、壊した鎧よろいは直しておいてあげましたけど、粉々に砕け散った剣は元に戻せませんでしたし、道を外れた性格まではもちろん矯正できないので、また会ったときには面倒くさそうです。

　彼女のバックにいる理事長も、思い通りにいかずイライラしているはずですし。

　さて、私達のお店エッグタルトです。

　完全に元通りというわけにはいきませんが、お客さんはしっかり戻ってきてくれています。昨日の売上は、オープン時の半分くらいには回復しました。

　なんと言っても、扱っているものの質が違いますから。相当なネガティブキャンペーンが展開されない限り、この店を潰すなんて不可能なわけですよ！

　しかし、帰ってきた私には新たな悩みが生じていました。

「あのう、ミラさん……。さすがにくっつきすぎじゃないですか？」

「え？　そう？」

　そうなのです。ミラさんがとにかくべたべたしてくるのです。

　座っていたら横にぴっとりくっついてきますし、品出し最中も後ろから抱きつき、もたれかかってきます。スキンシップも、こうも行き過ぎるとどうかと思ってしまいます。

「しょうがない。一週間も会えてなかったから」

「いや、でも帰ってきてからは五日も経たってますよね？」

「まだ足りない。ハンナ成分、補充する」

　そう言ってミラさんは私のうなじに顔を埋うずめて、匂いを嗅いできます。

　あのう、私の話、聞いてもらえます？

「せっかく悪い噂が収まったのに、別の変な噂が流れてしまいそうですよ……。橋も直って、王都からのお客さんも増えるかもしれないのに」

「ハンナ・ファルセット橋、ミラも見に行きたい」

「ルドレー橋ですよ！　まあ、大工さん達の業界ではそんな呼ばれ方もしているらしいですけれど……」

　彼らは私に賛辞を送っているつもりなのかもしれませんが、いい迷惑です。

　私は冒険者ランクを上げてレイニーに会いにいくつもりなのに、このままだと先に大工の世界で名を馳はせてしまいます。

「あったあった。ここがハンマー・ハンナのお店だ！」

「で、あれがハンマー・ハンナ本人か。鈍どん器き姫ひめって、意外とちっちゃいんだな！　もっとゴリゴリのオーガみたいな女かと思った！」

　店の外から聞こえてくる、旅人の楽しげな声。

「ハンマー・ハンナ……、鈍器姫……」

　橋の呼び名だけではありません。私自身にも、実に微妙な気分にさせられる異名がついてしまいました。

　鈍器姫ハンマー・ハンナ。

　誰ですか言い始めたの。ブン殴りますよ？

　姫はまあ……【至し剣けんの姫】のレイニーとお揃そろいで悪くないですけど、その前につくのが鈍器って……。

　ハンマー・ハンナ、もひどいです。

　響きがよかったのはわかりますが、私にはファルセットという華麗なファミリーネームがあるんです。それをほっぽって、勝手に新しいのをつけますか、普通？

　しかし、異名の宣伝効果は抜群です。ティアレットの外からも、まるで観光スポットであるかのように人が店を訪れます。まあ、来るのは構わないんですが、どうせならなにか買っていってほしいんですよね。店の前で騒がれるのは大変迷惑です。

「はーい、そろそろ見物料とりますよー！　なにも買わないなら、おたむろしないでくださーい！」

　箒ほうきではいて見物客をしっしっと追い払いますが、すぐに横から声をかけられました。

「ここがハンマー・ハンナさんのお店っスか？」

「はい、見物料１００万ペル！」

「えっ。うう……。ガレちゃんそんなにお金持ってないっス……」

「じゃあ身ぐるみ全部置いていってくださーい──って、ガレちゃん!?」

　適当にあしらおうとしたせいで、気づくのが遅れました。

　そこに立っていたのは、ルドレー橋で別れたはずの銀髪の少女、ガレちゃんでした。

　頭の獣耳が目立たないようフードを被かぶっていますが、そのかわいらしい容姿を見間違えるはずもありません。

「大工さん達と一緒にいるんじゃなかったんですか？」

　彼らがガレちゃんを家族みたいに想おもっていたから、安心して預けてこれたのに！

　けれど、ガレちゃんは寂しげに首を横に振ります。

「ガレちゃん死んだことになってるんで、大工さんと一緒にいるわけにはいかないっス。特に今は、役人さんが大工さん達にも事情を色々聞いてるところっスし」

「そ、それは確かに！」

　そんなことにも気づかないなんて、私ってどうしてこう鈍感なんでしょうか！

　べらぼうめですよ、ワイズの鈍感力を馬鹿にしてはいられません！

「まあでも、現場を離れてしまえば、獣人と言い張ることもできるっス。【魔の大地】周辺にいるギルタ族は狼の耳と尻尾を持ってるって聞きますし」

　そう言ってガレちゃんはフードを取ります。相変わらず──というか、獣耳がついたことで余計にかわいくなったような気がしますが、一方で私は一抹の罪悪感を覚えてしまいます。

「ガレちゃん、怒ってない？　私が未熟なせいできちんと元に戻れなくて……」

　ガレちゃんの身体からだに残ってしまった、耳と尻尾。私のユニークスキル【破壊と再生スクラップ＆ビルド】が完璧に仕上がっていたなら、フェンリルの要素を一掃できたのに──そう思うと、申し訳ない気持ちになります。

「そうっスねえ。じゃあハンナさん、責任をとってもらえるっスか？」

「せ、責任って？」

　同性で結婚はできませんが！

　いえ、もしかして養子にしろとか？　それも年齢が近すぎて無理だと思いますよ!?

　って、なにを自分に都合のいいように捉えているんですか、私は！

　責任といえばお金ですよ。あるいは焼き肉を奢おごるとかですよ！

　一瞬のうちに色々と考えてしまいましたが、ガレちゃんが望んだのは、そのどれでもありませんでした。

「ハンナさんには、ガレちゃんの新しいご主人様になってもらうっス！」

「ご、ご主人様？」

　そう言えばガレちゃん、ワイズのことをご主人様って呼んでましたっけ。そりゃ、あのハゲ親おや父じよりは私のほうが絶対にガレちゃんを大事にできますけど、はて、ご主人様とは具体的にどういったものなんでしょう。

「……それって、なにをすればいいんですか？」

　訊たずねると、ガレちゃんが上目遣いに近づいてきます。

「簡単なことっス。ガレちゃんをかわいがってくれればいいだけ。ガレちゃんを養って、ガレちゃんの頭をなでなでして、一緒のベッドで寝てくれればいいんスよ」

　え、なにその生活。幸せすぎません？

「あと、ガレちゃんを店で働かせてほしいっス。計算は苦手っスけど、肉体労働なら任せてくださいっス！　なにせ、ガレちゃんにはフェンリルも混じっているっスからね！」

　は？　いいことずくめなのでは？

　断る理由が見当たりません。

　あ、でもでも！　オッケーしかけたところで、私は肝心なことを思い出しました！

「いやあ……、でも私にはミラさんっていう同居人がいるんですよね。この店も元々はミラさんのものだし、私の一存で決めるわけにはいかないし……」

　ずっとそばにいるのに黙ったままのミラさんに視線を向けます。当然、全く表情が変わらないので、反応がいまいち読めません。

「その子が、ガレちゃん？」

　ミラさんには、ルドレー橋での出来事を全てお話ししています。

　魔石を食べると姿が変わってしまうことも、彼女に隠す必要はないですし当然お伝えしています。

　先入観で人を嫌うようなミラさんではありませんが、さすがに一緒に暮らすとなると身の危険を感じてしまうかも……。

　彼女はいつもの無表情のまま、ガレちゃんの全身を舐なめるように見つめ──ぐっと親指を立てました。

「……あり」

「ありなんですか!?」

　意外です。前述の理由もあるし、そもそもミラさんって人と仲よくなるのにちょっと時間がかかるタイプなので、漠然と嫌がるかなあと思ったんですが。

「ぬい……、家族は多ければ多いほど癒やされる」

「あ！　今、ぬいぐるみって言おうとしませんでした!?」

「してない。でも、どうせ魔物に変わるならふさふさしたのがいい……」

「やっぱりぬいぐるみ扱いしてるじゃないですか！」

「だってこの子、昔持ってたぬいぐるみのワンたんに似てるし」

「ああ、犬のぬいぐるみも持ってたんですね」

「ワンたんは、猫のぬいぐるみ」

「まぎらわしい！」

　私がミラさんとばかり喋しゃべっていたからでしょうか、疎外感を覚えたのか、ガレちゃんがむすっとします。

「あの！　ご主人様にとってのなんなんスか、この変な人は！」

「…………変な人？」

　ガレちゃんに指差されたミラさんの眉がぴくりと動きます。

「わっ。失礼なこと言っちゃダメですよ！　無表情でわかりにくいですけど、こう見えてミラさんだって傷つくんですから！」

「……ううん。かわいいから、あり」

「これもありなんですか!?」

　ミラさんのこと、それなりにわかってるつもりでいたんですけど、ちょっと自信がなくなってきました……。

　それにしても、どんどん楽しくなっていきますね。

　冒険者としての新しい生活、ミラさんと営む新しい店、ガレちゃんという新しい家族。

　そして私の心のパートナーである、ふた振りの鈍器。

　……レイニー、北の大地で元気にしていますか？

　私の毎日は、これからもっとにぎやかなものになりそうですよ。











あとがき









　はじめまして、どんきです！

『好きで鈍器は持ちません！』（作者推奨略称：好き鈍）楽しんでいただけましたか？

　こちら小説投稿サイト「小説家になろう」で書いていた作品となります。それがまさかの書籍化、しかも素敵なイラストがついて、どんきはとても嬉うれしいです！

　なろうではこの作品が初投稿でしたが、以前から小説は別のところで書いていました。

『好き鈍』を投稿するまではそう、別のね、もっとカッコいい系の、若干……、あくまで若干……、厨ちゅう二に病びょう入っている感のあるペンネームを使ってました。

　なんかもう、山田どんきとは真逆な、クールでスタイリッシュで頭いい感じのね……。

　武器で言ったら細身剣を使ってそうな感じのやつね……。

　しかし「心機一転、なろうで書くなら、せっかくだからペンネームも変えてみよ」などと安易に考えたのが運のつき。

「作品にちなんだ名前にしたら覚えてもらいやすいかも。しかもなにか、みんな知ってる言葉をモジって。鈍器でハンマー。ハンマ刃バ──いや、これは『一向にかまわんッッ』とはならなさそうだな……。じゃあ、鈍器ホーテか、山田どんき？　うーん。さすがに鈍器ホーテは音が同じで怒られるかもしれないから、山田どんきにしておくか。一字違うし、いざとなったら『本名です』で押し通せるしな（押し通せない）」

　そうやって安易に決めたのが、山田どんきというペンネームでした。

　ただ、この時点では『山田どんき』で書籍化するとは想像せず「万が一の場合は、元のイケてるペンネームに戻せばいいや（鼻ホジ）」などと思っていたわけです。

　そして──正月休みで実家に帰省したどんきは、空港から実家へと向かう車のなかで、それこそ鈍器で頭を殴られたような衝撃を受けることになります。

「あんたの新しいペンネーム、なんだったかいねー？　ああ、そうそう。山田どんき！」

　なんと、前のペンネームはしばらく覚えられなかったうちの母ちゃんが『山田どんき』の名を一発で覚えていたんです！

「ちょ、ちょちょいちょいちょい！」

「どげした？　変な声出して」

「新しいペンネーム、覚えとるん？」

「は？」

「どんきってペンネーム、一度しか話しちょらんよね？」

「そりゃあ覚えやすいけんねー。あの家電のお店とほとんど名前が同じだが？」

　……てやんでーです。この出来事がペンネーム「山田どんき」のままで行くということを決定づけた、決定的な要因となったのでした。

　グッバイ♪　僕のペンネームかっこよーくはないー♪　つらーいけどいなめーなーい♪　でもおぼーえやすいーのさー♪

　はぁ……。あ、どんきは髭男ヒゲダンと地元一緒です。回想シーンの方言でわかった人は偉い！

　名誉島根県民だ！

　では、最後に謝辞っちゃいまーす！

　この作品を発売まで導いてくださった担当編集様、キャラクターのかわいさを１億レベルにしていただいた希望つばめ先生、なろう投稿時からずっと応援してくれた方々、そしてこの本を手にとってくださったみなさん、本当にありがとうございます！

　みなさんの心の鈍器は、きっとダイヤモンドでできている！

　それではまたお目にかかりましょう！　鈍ドント・フォーゲット・ミー！





山田どんき





















好すきで鈍どん器きは持もちません！




～鍛か冶じと建けん築ちくを極きわめた少しよう女じよは、デカいハンマーで成なり上あがる～








山やま田だどんき
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